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メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
と
生
き
方
の
問
い

―
交
流
の
問
題
を
中
心
に
―

川　

崎　

唯　

史

本
論
文
は
生
き
方
を
問
う
。
従
来
的
な
文
献
読
解
を
方
法
と
す
る
が
、
著

者
自
身
に
と
っ
て
切
実
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
重

要
な
問
い
に
取
り
組
む
点
で
臨
床
哲
学
の
試
み
で
あ
る
。

生
き
方
と
い
う
広
大
な
主
題
の
中
で
、
本
論
文
は
他
人
と
の
交
流
を
中
心

に
据
え
る
。
生
き
方
は
個
人
の
問
題
と
理
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
論
文
で
は

他
人
と
関
係
を
も
つ
こ
と
が
生
き
る
上
で
根
本
的
に
重
要
だ
と
い
う
直
観
か

ら
出
発
す
る
。
20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
文
献
を

取
り
上
げ
る
理
由
も
、
こ
の
直
観
を
共
有
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
、
交
流
の
問
題
は
道
徳
に
関
わ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
で

私
と
問
い
―
他
人
と
交
流
す
る
中
で
ど
う
生
き
れ
ば
い
い
か
―
を
も
共

有
し
て
い
る
。

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
体
系
的
な
道
徳
論
は
な
い
が
、
主
著
『
知
覚
の
現

象
学
』
と
同
年
に
発
表
さ
れ
た
「
小
説
と
形
而
上
学
」（1945

）
か
ら
、
メ

ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
哲
学
に
基
づ
い
て
道
徳
を
論
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
本
論
文
は
、
そ
の
理
路
を
以
下
の
よ
う
に
再
構
成
し
て
考
察
す
る
。

第
一
章
で
は
交
流
を
可
能
に
す
る
主
体
性
の
構
造
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は

交
流
を
素
描
す
る
自
由
お
よ
び
自
己
自
身
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
第
三
・
四

章
で
他
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
章
で
は
、『
知
覚
の
現
象
学
』
第
三
部
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
第
三

部
の
主
題
が
主
体
性
の
構
想
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
、
同
書
第
一
部
で

は
所
与
の
状
況
か
ら
距
離
を
取
っ
て
新
た
な
状
況
を
重
層
さ
せ
る
機
能
が
強

調
さ
れ
、
第
二
部
で
は
前
人
称
的
身
体
と
世
界
の
密
着
性
が
前
景
化
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
第
三
部
の
課
題
は
、
離
脱
と
密
着
と
い
う
対
照
的
契
機
を

主
体
性
に
一
挙
に
組
み
込
む
こ
と
に
あ
る
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
主
体
を

「
様
々
な
状
況
を
も
つ
可
能
性
」
と
捉
え
、
あ
る
状
況
か
ら
別
の
状
況
へ
の

移
行
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
る
「
生
の
連
関
」
と
し
て
主
体
性
を
構
想
す
る
。

現
在
が
過
去
を
引
き
継
ぎ
未
来
に
向
か
う
と
い
う
時
間
性
が
主
体
の
根
底
的

構
造
で
あ
り
、
自
由
と
交
流
を
基
礎
づ
け
る
。

第
二
章
で
は
、
ま
ず
『
知
覚
の
現
象
学
』
に
お
け
る
「
中
断
の
自
由
」
と

「
動
機
づ
け
ら
れ
た
自
由
」を
考
察
す
る
。
次
に「
セ
ザ
ン
ヌ
の
疑
い
」（1945

）

を
取
り
上
げ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
表
現
に
お
い
て
二
つ
の
自
由
が
統
合
さ
れ
る
と

と
も
に
、
他
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
る
新
た
な
文
化
の
創
設
と
い
う
仕
方
で
す

で
に
交
流
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
章
の
後
半
で
は
、
自
分
の
過

去
と
の
関
係
に
お
け
る
自
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は

精
神
分
析
の
多
元
決
定
概
念
を
用
い
て
、
人
間
の
行
為
は
様
々
な
観
点
か
ら

多
元
的
に
解
釈
可
能
で
あ
り
、
特
定
の
契
機
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
い
こ
と
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を
主
張
す
る
。
自
由
は
、
過
去
を
引
き
受
け
て
「
意
味
す
る
シ
ス
テ
ム
」
に

変
化
さ
せ
る
「
私
た
ち
自
身
の
創
造
的
な
捉
え
直
し
」
に
見
出
さ
れ
る
。
自

己
自
身
と
の
自
由
な
交
流
は
、
過
去
を
無
に
帰
す
の
で
も
な
く
こ
れ
に
支
配

さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
過
去
に
応
答
す
る
こ
と
に
存
す
る
。

第
三
章
で
は
、
ま
ず
交
流
の
可
能
性
の
立
証
を
跡
づ
け
る
。
自
他
未
分
の

癒
合
態
を
基
礎
に
据
え
る
立
場
と
、
他
人
の
生
き
る
状
況
は
私
の
そ
れ
と
重

な
ら
な
い
と
す
る
立
場
の
批
判
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、
自
他
の
区
別
を
前
提

と
し
た
交
流
が
論
じ
ら
れ
る
。
主
体
は
そ
の
構
造
ゆ
え
に
自
己
を
外
へ
と
表

現
せ
ず
に
は
存
在
で
き
な
い
。
私
と
他
人
の
自
己
表
現
に
よ
っ
て
交
流
は
遂

行
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
間
主
体
性
の
概
念
は
、
交
流
の
可
能
性
を
意
味
す
る

一
方
で
、
そ
の
困
難
を
も
含
意
す
る
。
後
者
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
メ
ル
ロ

=

ポ
ン
テ
ィ
の
道
徳
論
の
前
提
が
明
ら
か
に
な
る
。
間
主
体
性
の
概
念
は
、

他
人
に
と
っ
て
の
私
が
私
に
と
っ
て
構
成
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
私
の
行
為
は
不
可
避
的
に
他
人
た
ち
か
ら
多
様
に
意
味
づ
け
ら
れ

る
。
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
小
説
『
招
か
れ
た
女
』
を
読
解
す
る
「
小
説
と
形

而
上
学
」
で
は
、
多
元
決
定
概
念
と
と
も
に
こ
う
し
た
主
張
の
道
徳
論
的
含

意
が
布
衍
さ
れ
る
。
あ
る
行
為
が
多
元
的
に
解
釈
さ
れ
、
唯
一
の
真
な
る
意

味
を
確
定
で
き
な
い
以
上
、
あ
る
出
来
事
の
責
任
を
誰
か
に
正
し
く
帰
属
さ

せ
る
こ
と
も
不
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
間
主
体
性
の
本
性
に
よ
る
道
徳
の
窮
地

を
示
し
た
上
で
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
「
真
の
道
徳
」
を
論
じ
る
。
責
任

が
客
観
的
に
帰
属
で
き
な
い
中
で
、
状
況
に
積
極
的
に
関
与
し
て
責
任
を
果

た
そ
う
と
す
る
行
為
に
価
値
が
見
出
さ
れ
る
。
本
章
で
は
愛
を
例
と
し
て
こ

う
し
た
行
為
を
考
察
す
る
。

第
四
章
で
は
歴
史
を
考
慮
に
入
れ
て
道
徳
的
交
流
を
考
察
す
る
。『
知
覚

の
現
象
学
』
で
主
体
は
社
会
的
性
質
を
帯
び
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、「
戦
争

は
起
こ
っ
た
」（1945

）
で
は
戦
時
中
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
・
ド
イ
ツ
人

と
い
っ
た
性
質
へ
の
暴
力
的
疎
外
が
分
析
さ
れ
て
、
歴
史
に
お
い
て
も
道
徳

の
存
立
が
自
明
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
新
し
い
道
徳
を
生
み

出
す
行
為
と
し
て
、
本
論
文
で
は
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
テ
ロ
ル
』（1947

）

所
収
の
モ
ス
ク
ワ
裁
判
論
を
取
り
上
げ
る
。
ソ
連
の
反
動
的
な
裏
切
り
者
と

し
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
政
治
家
ブ
ハ
ー
リ
ン
は
、
他
人
か
ら
見
た
自
己
に
課

せ
ら
れ
る
「
歴
史
的
責
任
」
を
引
き
受
け
る
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
彼
の

弁
明
に
、
自
己
を
告
発
し
つ
つ
政
治
家
と
し
て
の
名
誉
を
暗
に
擁
護
す
る
と

い
う
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
を
認
め
る
。
本
論
文
で
は
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
弁
明
が
未

来
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
へ
の
呼
び
か
け
で
も
あ
っ
た
と
解
釈
し
、
そ
こ
に
歴

史
に
お
け
る
道
徳
的
交
流
を
見
出
す
。

所
与
を
自
分
な
り
に
引
き
受
け
な
が
ら
、
他
人
た
ち
と
の
関
係
に
積
極
的

に
入
り
込
む
こ
と
で
自
由
の
実
現
を
試
み
る
こ
と
、
こ
れ
が
以
上
の
考
察
か

ら
得
ら
れ
た
生
き
方
の
問
い
へ
の
答
え
で
あ
る
。
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古
代
中
国
兵
学
思
想
史
の
研
究

椛　

島　

雅　

弘

本
論
文
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
兵
学
思
想
史
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、近
年
、中
国
大
陸
か
ら
出
土
し
て
い
る
豊
富
な
資
料
（
新

出
土
文
献
）
を
活
用
し
、
兵
学
思
想
が
、
儒
家
・
道
家
・
占
術
思
想
と
い
っ

た
多
様
な
思
想
と
の
交
渉
を
経
て
、相
互
に
影
響
を
与
え
、発
展
す
る
と
い
っ

た
一
連
の
事
象
に
対
し
て
考
察
を
加
え
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
前
作

業
と
し
て
、
新
出
土
文
献
の
整
理
・
解
釈
も
行
う
。

本
論
文
の
構
成
は
、
序
章
に
加
え
、
第
一
部
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
研
究
」、

第
二
部
「
兵
家
思
想
と
儒
家
・
占
術
思
想
」
の
計
二
部
六
章
か
ら
成
る
。
ま

た
巻
末
に
は
、
本
論
か
ら
や
や
内
容
が
外
れ
る
が
、「
中
国
兵
学
」
及
び
「
新

出
土
文
献
」
に
関
連
す
る
資
料
・
論
考
を
附
録
と
し
て
加
え
る
。

序
章
で
は
、
近
年
の
古
代
中
国
兵
学
思
想
史
研
究
を
振
り
返
り
、
自
身
の

研
究
の
位
置
付
け
を
行
っ
た
後
、「
兵
学
に
関
す
る
新
出
土
文
献
の
整
理
・

解
釈
」「
兵
家
思
想
と
諸
子
百
家
思
想
」「
占
術
兵
学
の
実
態
解
明
及
び
兵
学

思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
三
つ
の
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
行
く
こ
と

を
明
示
す
る
。

第
一
部
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
研
究
」
で
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
所
収
の

兵
学
関
連
文
献
を
取
り
上
げ
、
分
析
を
行
う
。
第
一
章
で
は
、
資
料
と
し
て

若
干
の
問
題
点
が
存
在
す
る
『
孫
臏
兵
法
』
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
理
・
分

析
す
る
。
そ
の
上
で
、
古
代
中
国
思
想
史
に
お
い
て
「
義
兵
」
と
「
詭
道
」

が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、『
孫
臏
兵
法
』

及
び
他
文
献
に
お
け
る
両
概
念
に
注
目
し
考
察
す
る
。さ
ら
に
、『
孫
臏
兵
法
』

に
お
け
る
義
兵
説
の
背
景
に
つ
い
て
、
他
諸
子
と
の
対
立
や
、
斉
国
の
歴
史

と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

第
二
章
で
は
、「
雄
牝
城
」
篇
を
内
容
分
析
す
る
と
共
に
、『
孫
子
』
を
は

じ
め
と
し
た
『
武
経
七
書
』
や
、『
孫
臏
兵
法
』・『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
に

加
え
、『
墨
子
』
の
守
城
論
も
対
象
と
し
て
雄
牝
城
篇
と
比
較
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
雄
牝
城
篇
は
、
現
存
す
る
中
国
兵
書
中
で
唯
一
、
攻
城
戦
を
地
形

と
関
連
付
け
て
具
体
的
に
論
じ
て
お
り
、
そ
の
点
が
雄
牝
城
篇
の
思
想
史
的

意
義
だ
と
推
測
す
る
。

第
三
章
で
は
、「
奇
正
」
篇
と
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
及
び
『
老
子
』・『
荘
子
』・

『
列
子
』・「
黄
帝
四
経
」
と
い
っ
た
道
家
系
文
献
に
共
通
し
て
「
奇
正
」「
無

形
」「
変
化
」
と
い
っ
た
概
念
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
、

兵
家
思
想
と
道
家
思
想
が
交
わ
る
点
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し

て
、
奇
正
篇
の
思
想
史
的
意
義
は
、『
孫
子
』
か
ら
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
ま

で
の
兵
学
思
想
に
お
け
る
経
過
を
伝
え
る
と
い
う
意
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道

家
思
想
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
と
い
う
点
で
も
貴
重
な
資
料
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で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
を
換
言
す
れ
ば
、
奇
正
篇
と
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
の

密
接
な
関
係
は
、「
奇
正
」「
無
形
」「
変
化
」
と
い
う
観
念
を
介
し
た
兵
家

思
想
と
道
家
思
想
の
接
近
と
い
う
点
で
思
想
史
的
意
義
を
持
つ
、
と
結
論
づ

け
る
。

第
二
部
「
兵
家
思
想
と
儒
家
・
占
術
思
想
」
で
は
、
兵
家
思
想
と
、
儒
家

思
想
・
占
術
思
想
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。
第
一
章

で
は
、『
荀
子
』
義
兵
篇
を
中
心
と
し
て
、『
論
語
』・『
孟
子
』
や
、『
説
苑
』・

『
法
言
』・『
漢
書
』
刑
法
志
・『
潜
夫
論
』、
さ
ら
に
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
尊
徳
義
』

と
い
っ
た
儒
家
系
文
献
の
「
謀
」「
権
謀
」
に
関
す
る
言
及
に
着
目
し
、当
時
、

儒
家
が
兵
家
及
び
戦
争
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
の
か
考

察
す
る
。
特
に
、
漢
代
以
降
に
生
じ
た
「
権
謀
」
を
容
認
す
る
と
い
う
現
象

に
注
目
し
、
そ
の
原
因
は
、
諸
子
の
学
説
が
先
鋭
に
対
立
し
て
い
た
先
秦
時

代
か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
先
鋭
さ
が
失
わ
れ
、
儒
家
か
ら
兵

家
思
想
へ
の
「
歩
み
寄
り
」
が
生
じ
た
こ
と
だ
と
予
想
し
、
詐
術
的
「
謀
」

の
思
想
が
、
儒
家
思
想
と
兵
家
思
想
を
繋
ぐ
接
合
点
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

第
二
章
で
は
、「
合
理
と
占
術
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
多
く

の
文
献
を
参
照
し
て
、
陰
陽
五
行
思
想
を
含
め
た
占
術
思
想
と
兵
学
思
想
の

関
係
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、古
代
中
国
の
兵
学
記
述
に
お
い
て
、「
合
理
」

と
「
占
術
」
の
境
界
線
を
曖
昧
に
認
識
し
て
い
た
言
及
が
散
見
さ
れ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

第
三
章
で
は
、
占
術
兵
学
を
伝
え
る
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
天
地
八
風
五
行

客
主
五
音
之
居
』
の
八
風
占
を
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
、
文
献
的
性
質
を
明

ら
か
に
す
る
と
共
に
、
八
風
占
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
、『
五
経
大
義
』・『
乙

巳
占
』・『
観
象
玩
占
』
や
『
国
語
』・『
称
』
の
記
述
を
基
に
推
測
す
る
。
そ

し
て
、
元
々
八
風
占
は
、
天
道
思
想
を
背
景
に
持
つ
素
朴
な
客
主
観
に
基
づ

い
た
占
術
で
あ
っ
た
が
、
後
世
八
卦
が
八
風
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
り
、
八

風
の
名
称
や
占
断
に
も
八
卦
の
性
質
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
発
展
し
た
と
分
析

す
る
。

パ
ー
リ
聖
典
に
お
け
る
「
信
」
の
構
造
研
究

―
分
類
・
格
支
配
・
内
容
の
観
点
か
ら
―

古　

川　

洋　

平

本
論
の
目
的
は
、
初
期
仏
教
文
献
の
一
つ
パ
ー
リ
聖
典
（
以
下
、「
聖
典
」

と
表
記
）
中
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語śrad-√dhā

由
来
の
語
（
以
下
「
信
」

と
表
記
）
に
関
し
て
、「
何
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
」
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
考
察
を
通
じ
、
信
を
構
造
的
に
捉
え
そ
の
性

格
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
信
の
意

味
に
つ
い
て
一
定
の
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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紀
元
後
四
世
紀
以
降
に
成
立
し
た
イ
ン
ド
語
文
献
は
、
信
を
「
信
じ
る
こ

と
」
と
「
欲
望
」
と
い
う
二
種
類
の
意
味
に
定
義
し
て
い
る
。
信
の
基
本
的

意
味
は
前
者
に
あ
り
、
後
者
は
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
（
紀
元
前
12
世
紀
以
降
）
に

ま
で
遡
ら
な
い
。
中
間
に
位
置
す
る
聖
典
中
の
信
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
二
つ
の
意
味
の
関
係
を
吟
味
し
て
い
く
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

本
論
の
本
編
は
、
聖
典
中
の
信
を
品
詞
ご
と
に
分
類
検
討
し
た
部
分

（
§
§
４︲

５
）
と
、信
の
性
格
を
考
察
し
た
部
分
（
§
§
６︲

８
）
か
ら
成
る
。

以
下
、
§
４
以
降
で
明
ら
か
に
な
っ
た
本
論
の
主
要
な
成
果
を
要
約
す
る
。

聖
典
中
の
信
の
動
詞
形
を
動
詞
形
の
取
る
語
の
格
や
種
類（
事
物
／
人
物
）

に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
対
格
（
事
物
）
支
配
が
中
心
で
あ
り
、
し
ば
し
ば

属
格
形
（
人
物
）
を
取
る
。
諸
例
か
ら
前
者
の
意
味
を
集
約
し
て
い
く
と
、

何
ら
か
の
経
験
を
背
景
・
根
拠
と
し
て
「
対
象
を
真
実
（skt.�satya

）
だ

と
見
な
す
こ
と
」
と
い
う
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
性
格
が
浮
き
上

が
っ
て
く
る
。
次
に
後
者
の
例
を
見
る
と
、
時
に
人
物
（
属
格
形
）
の
発
言

内
容
を
信
じ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
例
や
、「
聞
く
」
と
併
用
さ
れ
る
形
で
使

用
さ
れ
て
い
る
例
が
一
定
数
確
認
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、属
格
形
（
人
物
）

を
信
じ
る
場
合
、
人
物
（
属
格
）
の
言
葉
等
（
対
格
）
を
信
じ
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
以
上
、
§
４
）。

§
５
で
は
、
信
の
動
詞
形
以
外
の
品
詞
の
整
理
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
名
詞
形
の
信
は
五
根
等
の
修
行
徳
目
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合

と
、
単
独
使
用
さ
れ
る
場
合
に
分
類
出
来
る
。
後
者
の
信
に
は
、
①
三
宝
の

中
核
と
し
て
の
如
来
（
処
格
）
に
対
す
る
信
、
②
布
施
に
伴
う
信
、
③
出
家

に
伴
う
信
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
②
③
の
信
は
聖
典
内
に
そ
の
内
容
が
明
示

さ
れ
て
い
る
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
②
の
信
は
布
施
行
の

結
果
、
③
の
信
は
苦
の
自
覚
を
ふ
ま
え
た
出
家
後
の
解
脱
の
可
能
性
に
対
す

る
確
信
で
あ
る
。

続
い
て
仏
弟
子
の
信
の
用
例
を
参
照
す
る
と
、
彼
等
は
自
身
が
未
だ
知
見

で
き
な
い
も
の
に
関
し
て
は
「
釈
尊
（
属
格
）
の
︹
言
葉
を
︺
信
じ
て
歩
み

出
す
」
と
述
べ
る
一
方
、自
身
が
既
に
知
見
し
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
「
他

者
（
属
格
）
の
︹
言
葉
を
︺
信
じ
て
歩
み
出
す
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
典
に
お
け
る
信
が
知
見
出
来
な
い
も
の
を
信
じ
、
知

見
し
た
場
合
に
は
信
じ
る
必
要
が
な
く
な
る
と
い
う
成
立
構
造
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
聖
典
以
前
に
成
立
し
た
諸
文
献
を
参
照
す
る
と
、

人
は
直
接
眼
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
を
信
じ
る
か
、
あ
る
い
は
直
接

見
た
者
︹
の
発
言
内
容
︺
を
信
じ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
眼
が
真
実
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
伝
え
聞
い
た
者
と
直
接
見
た
者
と
で
は
後
者
が

信
に
足
る
者
と
さ
れ
る
。
仏
弟
子
が
「
他
者
（
属
格
）
の
︹
言
葉
を
︺
信
じ

て
歩
み
出
す
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
る
の
は
、
既
に
知
見
し
て
い
る
彼
等
に

と
っ
て
釈
尊
の
言
葉
が
真
実
だ
と
分
か
っ
て
い
る
以
上
、
信
じ
る
（
対
象
を

真
実
だ
と
見
な
す
）
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
た
め
で
あ
る

（
以
上
、
§
６
）。

§
７
で
は
、
§
５
で
そ
の
内
容
を
指
摘
し
た
出
家
に
伴
う
信
を
考
察
し
た
。
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信
を
伴
う
出
家
者
中
の
第
一
人
者
と
称
さ
れ
る
ラ
ッ
タ
パ
ー
ラ（
以
下「Rp

」

と
表
記
）
の
伝
承
を
検
討
す
る
と
、
彼
の
出
家
の
背
景
に
は
「
諸
欲
の
対
象

に
ひ
そ
む
災
い
を
見
た
こ
と
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
諸
欲
の
対
象
を
享
受
す
る

生
活
が
結
果
的
に
苦
を
も
た
ら
す
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
を
内
実
と
し
、

§
５
で
指
摘
し
た
出
家
の
信
の
内
容
の
う
ち
の
「
苦
の
自
覚
」
を
反
映
し
て

い
る
。
そ
の
他
信
を
伴
う
出
家
者
の
例
を
整
理
す
る
と
、こ
の
信
は
目
的（
解

脱
）
に
対
す
る
志
向
性
を
有
し
、
外
的
な
行
為
に
表
出
す
る
も
の
と
見
做
さ

れ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
を
も
と
に
著
者
は
、Rp

の
伝
承
の
中
で
彼
の
出

家
の
契
機
と
な
っ
た
断
食
が
苦
の
自
覚
に
基
づ
く
信
の
表
出
で
あ
っ
た
と
い

う
解
釈
を
提
示
し
た
。

§
８
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
取
り
上
げ
た
聖
典
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
信

の
内
容
を
考
察
し
た
。
聖
典
内
に
確
認
出
来
る
信
の
内
容
が
明
示
さ
れ
る
記

述
を
整
理
す
る
と
、
既
存
の
事
柄
が
「
事
実
で
あ
る
／
実
在
す
る
」
と
い
う

信
と
未
来
の
事
柄
が
「
実
現
す
る
」
と
い
う
信
に
大
別
出
来
る
（
対
象
を
真

実
だ
と
見
な
す
と
い
う
中
核
は
同
じ
）。
後
者
の
信
に
は
§
７
で
考
察
し
た

出
家
の
信
の
内
容
の
他
、
信
じ
る
当
人
に
と
っ
て
避
け
る
べ
き
事
柄
も
含
ま

れ
て
お
り
、
信
を
「
欲
望
」
そ
の
も
の
と
は
解
釈
出
来
な
い
。

以
上
の
信
の
分
類
・
格
支
配
・
内
容
と
い
う
３
点
に
注
目
し
た
網
羅
的
な

用
例
整
理
に
基
づ
く
考
察
を
通
じ
、
聖
典
中
の
信
の
意
味
や
性
格
が
構
造
的

に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
信
は
自
身
の
経
験
を
背
景
・
根
拠
と
し
て
自
ら
が
直

接
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
を
真
実
だ
と
見
な
す
こ
と
を
中
核
と
す
る
。

信
じ
る
と
い
う
行
為
は
、
既
存
の
事
柄
だ
け
で
な
く
未
来
の
事
柄
を
も
対
象

に
す
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
将
来
自
身
の
目
的
が
実
現
す
る
と
い
う
確
信

に
も
な
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
信
は
「
欲
望
」
そ
の
も
の
と
は

言
え
な
い
が
、
後
世
「
欲
望
」
と
解
さ
れ
る
ま
で
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
が
出

来
る
余
地
は
、
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

黒
川
能
を
め
ぐ
る
思
想
と
実
践
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究

石　

山　

祥　

子

本
論
文
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
黒
川
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
・
黒
川

能
の
今
日
的
状
況
を
構
成
し
て
い
る
多
様
な
思
想
や
実
践
の
諸
相
に
つ
い
て
、

歴
史
民
俗
学
的
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
、
黒
川
能
に
い
ち
早
く
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
能
楽
研
究
者
や

能
楽
師
な
ど
、「
能
楽（
＝
五
流
派
の
能
）」に
関
係
す
る
人
び
と
だ
っ
た
。︻
第

１
部　

黒
川
能
を
め
ぐ
る
近
代
の
表
象
と
実
践
︼
で
は
、
幕
府
の
式
楽
か
ら

近
代
国
家
に
相
応
し
い
国
民
芸
術
と
し
て
再
出
発
を
は
か
っ
た
「
能
楽
」
の

近
代
化
の
過
程
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
や
当
時
の
資
料
を
整
理
し
な
が
ら
論

じ
た
。
ま
た
、
能
楽
と
は
異
な
る
論
理
や
規
範
に
基
づ
い
て
実
践
す
る
演
能

集
団
と
し
て
黒
川
能
を
捉
え
直
し
、
近
代
以
降
に
体
制
を
強
化
し
て
ゆ
く
能

楽
と
の
接
触
が
、
黒
川
能
の
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
指
摘
し
た
。
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４
～
６
章
で
は
、
黒
川
能
が
能
楽
と
接
触
す
る
最
初
期
の
出
来
事
に
つ
い

て
論
じ
た
。
主
に
、
１
９
０
３
年
（
明
治
36
）
に
黒
川
村
を
訪
れ
た
、
国
文

学
者
で
能
楽
研
究
者
の
大
和
田
建
樹
と
黒
川
能
役
者
と
の
交
流
、
１
９
１
０

年
（
明
治
43
）
の
東
京
公
演
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
に
行
わ
れ
た
２
度

目
の
東
京
公
演
の
三
つ
の
出
来
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
出
来

事
の
間
に
、
黒
川
能
は
古
い
演
目
や
道
具
、
式
法
を
伝
え
る
︿
古
風
﹀
な
能

と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
と
く
に
１
９
３
６
年
の
公
演
で
は
、

鶴
岡
市
出
身
の
能
楽
評
論
家
・
斎
藤
香
村
に
よ
る
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

得
て
、
能
楽
に
お
け
る
古
曲
や
稀
曲
を
実
演
す
る
︿
古
風
﹀
な
能
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
戦
略
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
黒
川
能
を
︿
古
風
﹀
な
能
と
す
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
り
、
能
楽
側

か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
黒
川
能
が
保
有
す
る
古
曲
や
稀
曲
の
大
半
は
、
明

治
半
ば
か
ら
始
ま
る
「
所
演
曲
拡
大
期
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
に
、
分
配
協
議

や
新
曲
登
録
合
戦
と
い
っ
た
出
来
事
を
経
て
新
た
に
保
有
曲
と
し
て
登
録
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
所
演
曲
拡
大
期
に
起
き
た
一
連
の
出
来

事
に
つ
い
て
、
両
座
制
を
と
る
黒
川
能
な
ら
で
は
の
論
理
の
も
と
で
行
わ
れ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
と
し
て
描
き
直
し
た
。
こ
の
よ
う
な
演
目
を
め
ぐ
る
実

践
は
、
神
事
芸
能
と
し
て
の
視
座
や
、︿
古
風
﹀
な
能
と
い
う
ま
な
ざ
し
か

ら
は
捨
象
さ
れ
て
き
た
部
分
と
い
え
る
が
、
こ
の
時
期
を
経
て
獲
得
さ
れ
た

約
５
９
０
曲
を
数
え
る
大
量
の
保
有
曲
は
、
新
た
な
資
源
と
し
て
、
近
代
以

降
の
黒
川
能
に
新
展
開
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

︻
第
２
部　
︿
能
を
舞
う
農
民
﹀
の
発
見
と
展
開
︼
で
は
、
40
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
黒
川
能
と
王
祇
祭
の
紹
介
、
研
究
に
力
を
注
い
だ
、
山
形
市
出
身

の
詩
人
・
真
壁
仁
の
思
想
と
実
践
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
論
文
で
は
、
文
学

活
動
と
農
業
の
両
立
に
悩
む
一
人
の
農
民
と
し
て
の
真
壁
の
葛
藤
に
触
れ
な

が
ら
、
１
９
３
０
年
代
以
降
の
黒
川
能
に
つ
い
て
論
じ
た
。
真
壁
は
、
日
焼

け
し
た
逞
し
い
身
体
で
能
を
舞
う
農
民
の
姿
に
衝
撃
を
受
け
、
１
９
３
８
年

（
昭
和
13
）
以
降
、
黒
川
能
研
究
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。
こ
う
し
た
真

壁
の
最
初
の
衝
撃
は
、
東
京
の
能
舞
台
で
︿
古
風
﹀
な
能
と
し
て
切
り
取
ら

れ
、
一
人
歩
き
し
つ
つ
あ
っ
た
黒
川
能
に
、「
信
仰
と
芸
術
と
生
活
と
の
完

全
な
一
致
」
と
い
う
新
た
な
価
値
を
与
え
、
王
祇
祭
や
日
々
の
生
活
、
農
民

の
身
体
性
と
結
び
着
け
、
再
文
脈
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

︻
第
３
部　
︿
農
と
能
の
ム
ラ
﹀
の
確
立
と
ゆ
く
え
︼
で
は
、
主
と
し
て

１
９
６
０
年
代
か
ら
現
代
ま
で
の
黒
川
能
と
王
祇
祭
に
つ
い
て
︿
農
と
能
の

ム
ラ
﹀
と
い
う
キ
ィ
ワ
ー
ド
を
軸
に
し
な
が
ら
考
察
し
た
。
12
章
で
は
、
平

凡
社
の
雑
誌
『
太
陽
』
の
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
２
月
号
の
特
集
「
雪
国

の
秘
事
能
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
こ
の
特
集
が
真
壁
仁
の
著
作
に
受
け
、

王
祇
祭
と
黒
川
能
だ
け
で
な
く
、
四
季
の
移
ろ
い
や
人
び
と
の
生
活
も
捉
え
、

︿
農
と
能
の
ム
ラ
﹀
と
も
い
う
べ
き
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
特
集
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
に
依
拠
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
特
集

は
当
時
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
多
く
の
観
光
客
が
王
祇
祭
に
訪
れ
る
契
機
と

な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
現
象
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、
担
当
カ
メ
ラ
マ
ン
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だ
っ
た
薗
部
澄
に
着
目
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
生
じ
た
経
済
構
造
の
変
化

に
よ
る
人
口
の
大
移
動
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
大
量
に
発
生
し
た
故
郷
喪
失

者
の
一
人
と
し
て
薗
部
を
捉
え
、
薗
部
と
同
じ
く
「
ふ
る
さ
と
」
を
喪
失
し
、

希
求
す
る
人
び
と
に
、
薗
部
の
切
り
取
っ
た
風
景
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
も
、

こ
の
特
集
が
好
評
を
博
し
た
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

終
章
で
は
、フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
石
芳
野
に
よ
る
写
真
集
『
黒

川
能
の
里
：
庄
内
に
い
だ
か
れ
て
』（
２
０
０
８
年
）
を
手
が
か
り
に
、
大

石
が
本
書
を
通
じ
て
問
題
提
起
し
た
「
地
域
」
や
「
当
事
者
」
の
捉
え
方
に

つ
い
て
考
察
し
、
本
論
文
の
ま
と
め
と
し
た
。
民
俗
芸
能
や
祭
礼
行
事
を
伝

承
す
る
「
地
域
」
と
は
ど
こ
を
指
し
、「
当
事
者
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
。

観
光
客
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
や
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
は
、
芸
能
や
祭
り
を

行
う
当
事
者
と
は
区
別
さ
れ
、
そ
の
周
縁
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
彼
ら
／

彼
女
ら
も
ま
た
、
芸
能
や
祭
り
の
場
を
構
成
し
、
芸
能
や
祭
り
の
維
持
や
継

承
に
腐
心
す
る
可
能
性
を
孕
ん
だ
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
論
文
で
取
り

上
げ
た
大
和
田
建
樹
や
斎
藤
香
村
、
真
壁
仁
ら
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
立

場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
制
度
や
法
律
、
政
策
や
社
会
的
変
容
な
ど
と

同
様
に
、
黒
川
能
や
王
祇
祭
の
表
象
や
実
践
に
、
変
化
や
刺
激
を
も
た
ら
し

た
も
の
と
し
て
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
存
在
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
近
代
以
降
の
黒
川
能
も
ま
た
、
静
的
な
存
在
で

は
な
く
、
絶
え
ず
外
部
と
の
交
渉
を
つ
づ
け
る
動
的
な
側
面
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
思
想
や
実
践
の
諸
相
を
論
じ
た
点
に
、
本
論
文
の
特
色

が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
論
文
で
扱
っ
た
、
近
代
以
降
に
黒
川
能
が
経

験
し
た
出
来
事
を
通
し
て
、
思
想
と
実
践
の
双
方
か
ら
近
現
代
の
黒
川
能
を

め
ぐ
る
営
み
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
論
文
の
目
的
は
ひ

と
ま
ず
達
成
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

米
国
統
治
期
「
琉
球
列
島
」
に
お
け
る
「
非
琉
球
人
」
管
理

体
制
成
立
過
程
の
研
究

―�

奄
美
返
還
直
後
ま
で
の
「
本
土
籍
者
」
に
対
す
る
強
制
送
還
を
主
軸
と

し
て
―

土　

井　

智　

義

本
論
は
、
米
国
統
治
期
「
琉
球
列
島
」
に
お
け
る
「
非
琉
球
人
」
管
理
体

制
に
つ
い
て
、「
本
土
籍
者
」
に
対
す
る
強
制
送
還
と
い
う
実
践
を
主
軸
に
、

そ
の
成
立
過
程
に
着
目
し
、
史
料
に
依
拠
し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

論
で
は
、
戦
前
期
の
旧
沖
縄
県
全
域
と
北
緯
30
度
以
南
の
旧
鹿
児
島
県
大
島

郡
か
ら
な
る
施
政
領
域
（
後
者
は
１
９
５
３
年
12
月
ま
で
に
全
て
日
本
へ
返

還
）
を
、「
琉
球
列
島
」
と
い
う
米
国
の
植
民
地
国
家
と
見
な
し
た
上
で
、「
非

琉
球
人
」
管
理
体
制
の
問
題
の
核
心
を
、
同
領
域
に
お
い
て
民
政
を
担
当
し

たU
SC

A
R

（T
he�U

nited�States�C
ivil�A

dm
inistration�of�the�

Ryukyu�Islands

）
及
び
そ
の
管
理
下
に
あ
っ
た
琉
球
政
府
が
、
来
歴
を
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異
に
す
る
多
様
な
人
び
と
を
、
第
一
次
と
第
二
次
に
わ
た
る
出
入
管
理
令

（U
SCA

R

布
令
）
に
よ
っ
て
「
非
琉
球
人
」
と
し
て
包
括
的
に
捕
捉
し
、
移

動
や
居
住
を
厳
格
に
管
理
し
な
が
ら
強
制
送
還
に
法
的
に
結
び
つ
け
た
と
こ

ろ
に
あ
る
と
み
て
検
証
を
行
っ
た
。

な
お
、
本
論
で
主
に
用
い
た
史
料
群
は
、
以
下
の
二
つ
の
極
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
日
々
の
業
務
遂
行
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た

米
国
政
府
（
国
務
省
やU

SCA
R

）・
日
本
政
府
（
外
務
省
）・
琉
球
政
府
（
法

務
局
出
入
管
理
庁
）
な
ど
の
法
や
例
規
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
制
定
す
る
際
の

政
策
決
定
過
程
が
わ
か
る
会
議
録
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
、
統

治
す
る
側
が
種
々
の
案
件
に
対
応
す
る
た
め
に
生
産
し
た
公
文
書
群
だ
と
言

え
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
特
定
の
個
人
が
法
や
官
憲
に
捕
捉
さ
れ

た
帰
結
と
し
て
、
出
入
管
理
官
ら
に
よ
っ
て
「
非
琉
球
人
」
自
身
の
発
言
と

し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
を
含
む
琉
球
政
府
出
入
管
理
庁
文
書
に
含
ま
れ
る
供

述
調
書
や
新
聞
記
事
な
ど
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
後
者
は
、
制
度
が
運

用
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
あ
る
個
人
を
具
体
的
に
射
抜
い
た
痕
跡
が
見
ら

れ
る
文
書
群
だ
と
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
二
極
に
わ
た
る
史
料
群
を

幅
広
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
個
人
が
、
特
定
の
歴
史
条
件
の
な
か
で

権
力
に
捉
え
ら
れ
た
局
面
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。と

こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
に
、
出
入
管
理
令
に
は
、
１
９
５
３
年
１
月
制

定
の
第
一
次
出
入
管
理
令
（U

SCA
R

布
令
第
93
号
「
琉
球
列
島
出
入
管
理

令
」）
と
、
同
布
令
を
改
廃
し
、
同
じ
主
題
を
も
つ
１
９
５
４
年
２
月
制
定

の
第
二
次
出
入
管
理
令
（U

SCA
R

布
令
第
１
２
５
号
）
の
二
つ
が
存
在
し

た
。
本
論
で
は
、
奄
美
返
還
直
後
に
制
定
公
布
さ
れ
、
１
９
７
２
年
５
月
に

「
琉
球
列
島
」
の
施
政
権
が
日
本
政
府
へ
返
還
さ
れ
る
ま
で
効
力
を
有
し
た

第
二
次
出
入
管
理
令
の
施
行
を
も
っ
て
、「
非
琉
球
人
」
管
理
体
制
が
一
応

成
立
し
た
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
非
琉
球
人
」
管
理
体
制
の
成
立

過
程
を
、
こ
の
第
二
次
出
入
管
理
令
が
制
定
さ
れ
る
奄
美
返
還
直
後
ま
で
の

時
期
を
対
象
と
し
て
、
米
統
治
期
「
琉
球
列
島
」
を
め
ぐ
っ
て
様
々
に
展
開

し
た
被
送
還
（
可
能
）
者
の
歴
史
の
な
か
に
再
配
置
し
て
論
じ
た
。
分
析
で

は
、
と
く
に
那
覇
日
本
政
府
南
方
連
絡
事
務
所
（
南
連
）
か
ら
、
日
本
国
籍

の
証
明
と
も
異
な
る
「
本
土
籍
」
と
い
う
特
殊
な
身
分
証
明
を
受
け
、「
日
本
」

に
送
還
可
能
と
さ
れ
た
「
本
土
籍
者
」
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
こ
う
し
て

来
歴
も
大
き
く
異
な
り
、
多
様
な
法
的
地
位
・
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
者
た

ち
（「
在
沖
奄
美
人
」「
日
本
人
建
設
労
働
者
」
な
ど
）
が
、
異
な
る
契
機
・

経
路
を
通
し
て
在
留
資
格
を
異
に
し
な
が
ら
も
「
本
土
籍
者
」
と
し
て
一
括

さ
れ
、
強
制
送
還
と
い
う
実
践
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
力
点
を
お

い
て
分
析
を
行
っ
た
。

本
論
で
重
視
し
た
視
点
は
、
特
定
の
人
び
と
が
強
制
送
還
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
過
程
が
決
し
て
自
明
の
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
歴
史
条
件
の
な
か
で

生
産
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
送
還
の
対
象
者
と
非
対
象
者
を
区
別
す

る
法
的
地
位
と
市
民
権
（
国
籍
・
本
籍
）
と
の
関
係
性
、
身
分
証
明
と
い
う
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手
続
き
、
送
還
を
支
え
る
諸
国
家
編
制
や
米
軍
基
地
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
を
実
働
さ
せ
る
統
治
機
構
の
問
題
な
ど
、
特
定
の
者
が
強
制
送
還
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
過
程
が
非
歴
史
的
で
静
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
そ
の

都
度
の
歴
史
条
件
の
な
か
で
生
産
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
た
。
本
論
で
は
、

「
非
琉
球
人
」
管
理
体
制
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
出
入
管
理
令
を
、︿
送

還
可
能
性
の
法
的
な
生
産
﹀
を
行
う
装
置
だ
と
把
握
し
、
そ
の
成
立
過
程
か

ら
多
様
な
生
産
の
あ
り
方
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、︿
送
還
可
能
性
の
法
的
な
生
産
﹀
と
い
う
観
点
か
ら
強
制

送
還
の
歴
史
を
検
証
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
既
存
制
度
に
お
い
て
は
送
還
不

可
能
な
者
を
、
統
治
す
る
側
が
既
定
法
の
制
約
を
越
え
て
強
制
送
還
を
法
的

に
行
い
う
る
諸
条
件
が
い
か
に
し
て
生
産
さ
れ
る
の
か
と
い
う
論
点
が
浮
上

し
た
。
い
わ
ば
、
本
論
は
、
人
が
強
制
送
還
さ
れ
得
る
と
い
う
事
態
を
起
点

に
、
国
家
、
市
民
権
、「
外
人
登
録
」︹
マ
マ
︺
と
い
う
実
践
な
ど
を
再
考
す

る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、︿
送
還
可
能
性
の
法

的
な
生
産
﹀
と
い
う
運
動
が
、「
琉
球
列
島
」
と
い
う
一
つ
の
植
民
地
国
家

で
完
結
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
被
送
還
者
を
め
ぐ
っ
て
送
還
す
る
国
家

と
引
き
受
け
る
国
家
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
統
御
す
る
帝
国
的
な
枠
組
み
に

よ
っ
て
相
関
的
に
構
成
さ
れ
る
間︲

国
家
性
に
依
拠
し
て
い
る
点
も
提
起
し

た
。

豊
臣
政
権
形
成
過
程
と
大
坂
城
の
研
究

中　

村　

博　

司

豊
臣
秀
吉
は
、
天
正
10
年
（1580

）
６
月
に
横
死
し
た
織
田
信
長
の
後
継

者
と
し
て
、
翌
年
５
月
畿
内
の
一
角
摂
津
に
大
坂
城
を
築
城
し
中
央
政
権
を

樹
立
、
僅
か
７
年
後
の
天
正
18
年
７
月
に
は
北
条
氏
を
小
田
原
に
攻
め
て
屈

服
さ
せ
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
う
し
た
秀
吉
の
全
国
制
覇
の
歩
み
の

な
か
で
の
大
き
な
画
期
は
天
正
13
年
７
月
の
関
白
任
官
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
期
間
は
、
い
わ
ば
秀
吉
が
政
権
の
枠
組
み
・
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
が
、
関
白
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
そ
れ
が
確
定
し
、
以
後
の
道
の

り
を
確
か
な
も
の
に
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
関
白
任
官
こ
そ
天
下
統
一

に
至
る
時
期
を
前
後
に
分
け
る
画
期
と
な
っ
た
出
来
事
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。本

研
究
第
１
部
で
は
、
こ
の
関
白
任
官
に
至
る
ま
で
の
お
よ
そ
３
年
間
に

視
座
を
据
え
て
、
こ
の
間
の
秀
吉
の
政
権
構
想
に
か
か
わ
る
諸
課
題
を
検
討

し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
関
白
政
権
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
が
如
何
な
る
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
期
間
で
あ
っ
た
の
か
、
と

い
う
政
権
移
行
期
に
特
有
の
深
刻
か
つ
豊
富
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

を
意
図
し
た
。
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具
体
的
に
は
、
清
須
会
議
以
降
の
織
田
家
宿
老
と
し
て
の
秀
吉
の
立
場
、

大
坂
築
城
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
本
願
寺
顕
如
ら
の
貝
塚
移
座
お
よ
び

同
13
年
５
月
に
行
な
わ
れ
た
天
満
移
座
の
歴
史
的
意
義
、
ま
た
「
大
坂
遷
都

論
」
と
し
て
知
ら
れ
る
秀
吉
の
将
軍
就
任
と
開
幕
、
朝
廷
や
五
山
を
軸
と
し

た
京
都
の
大
坂
移
転
、
聚
楽
築
城
の
構
想
等
に
関
す
る
再
検
討
、
さ
ら
に
は

豊
臣
政
権
の
足
元
で
あ
り
拠
点
で
あ
っ
た
五
畿
内
の
支
配
の
あ
り
方
に
か
か

わ
る
構
想
に
つ
い
て
の
検
討
な
ど
を
多
面
的
に
論
じ
た
。

特
に
最
後
の
課
題
で
は
、
秀
吉
は
天
正
11
年
５
月
頃
、
大
坂
城
を
中
心
と

し
五
畿
内
の
主
な
諸
将
の
居
城
を
「
外
構
え
」
と
す
る
五
畿
内
支
配
の
構
想

を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
の
構
想
は
秀
吉
の
限
界
性
か
ら
く
る
暫
定
的

な
も
の
で
、
秀
吉
は
13
年
７
月
の
関
白
任
官
前
後
か
ら
そ
の
再
編
成
に
着
手

し
、
同
年
閏
８
月
の
大
規
模
な
転
封
に
よ
り
一
気
に
秀
吉
・
秀
長
兄
弟
に
よ

る
五
畿
内
掌
握
を
完
成
さ
せ
、
大
坂
城
を
中
心
と
す
る
五
畿
内
支
配
構
想
を

完
成
さ
せ
た
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体
制
を
維
持
し
て
九
州
攻
め
・
小

田
原
攻
め
を
敢
行
し
て
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
発

想
の
基
盤
だ
っ
た
の
が
こ
の
「
大
坂
城
―
五
畿
内
外
構
え
体
制
」
と
で
も
い

う
べ
き
構
想
で
あ
っ
た
。
秀
吉
は
、
こ
の
体
制
を
政
権
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

し
な
が
ら
全
国
の
征
圧
事
業
に
奔
走
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
が
豊

臣
政
権
の
最
も
中
核
と
も
言
う
べ
き
体
制
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

続
く
第
２
部
で
は
、関
白
政
権
形
成
期
の
軍
事
的
・
政
治
的
本
拠
地
と
な
っ

た
の
が
大
坂
城
で
あ
り
、
秀
吉
が
如
何
な
る
構
想
の
も
と
に
そ
の
経
営
を

図
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
政
権
そ
の
も
の
の
有
り
方
と
も
密
接
な
か
か

わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
こ
こ
で
は
大
坂
城
と

そ
の
城
下
町
の
検
討
を
行
い
、
政
権
構
想
と
絡
め
て
そ
の
構
造
的
変
遷
を
論

ず
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、従
来
の
大
坂
城
の
構
造
的
理
解
に
お
け
る
「
惣
構
」
や
「
三

之
丸
」
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
新
た
な
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
像
を
提
示

し
た
。
取
り
分
け
、
文
禄
３
年
に
構
築
さ
れ
た
「
惣
構
堀
」
の
意
義
に
つ
い

て
は
従
来
、
こ
れ
に
よ
っ
て
２
㌔
四
方
に
も
及
ぶ
大
城
郭
が
完
成
し
た
と
さ

れ
て
き
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
出
現
し
た
の
は
天
正

16
年
に
完
成
し
た
本
丸
・
二
之
丸
か
ら
成
る
大
坂
城
を
中
核
と
し
、
上
町
・

天
満
の
城
下
町
を
「
惣
構
堀
」
で
囲
っ
た
城
下
町
大
坂
で
あ
っ
た
と
し
た
。

そ
し
て
、
大
坂
城
が
２
㌔
四
方
に
も
及
ぶ
大
城
郭
と
な
る
の
は
慶
長
19
年
10

月
の
こ
と
で
、
冬
の
陣
を
不
可
避
と
見
た
大
坂
方
が
天
満
を
放
棄
し
、
城
と

上
町
城
下
町
の
み
を
堀
と
塀
で
囲
む
新
た
な
「
三
之
丸
」
を
最
外
郭
と
す
る

城
郭
都
市
大
坂
を
形
成
し
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
秀
吉
最
晩
年
の
慶

長
３
年
に
始
め
ら
れ
た
大
坂
城
の
普
請
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
三
之
丸
」

構
築
説
を
見
直
し
た
。
当
時
の
普
請
関
係
史
料
に
は
「
三
之
丸
普
請
」
と
い

う
文
言
は
一
切
な
く
、「
大
坂
普
請
」・「
大
坂
御
普
請
」
と
だ
け
出
て
く
る

こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
時
成
さ
れ
た
の
は
、
大
坂
城
の
各

出
入
り
口
の
前
面
で
の
馬
出
曲
輪
の
付
設
、
伏
見
か
ら
の
移
住
大
名
の
屋
敷

地
造
成
（
以
上
は
慶
長
３
年
）、
天
満
堀
川
の
開
削
（
慶
長
４
年
）
な
ど
で
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あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
名
屋
敷
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
従
来
の

「
三
之
丸
」
説
で
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
１
２
０
万
㎡
に
も
及
ぶ
広
大
な
も

の
で
は
な
く
、
城
西
の
二
之
丸
堀
外
（
大
阪
府
庁
舎
付
近
）
を
土
塀
で
囲
っ

た
お
よ
そ
23
万
㎡
の
区
域
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

以
上
、
博
士
論
文
の
要
旨
を
述
べ
て
き
た
。
一
つ
は
豊
臣
政
権
の
形
成
過

程
に
お
け
る
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
と
そ
の
解
決
策
と
い
っ
た
テ
ー
マ
（
政

権
論
）
で
あ
り
、
今
一
つ
は
そ
の
政
権
の
軍
事
的
・
政
治
的
基
礎
と
な
っ
た

大
坂
城
・
城
下
町
の
、
特
に
構
造
的
変
遷
の
検
討
と
い
う
テ
ー
マ
（
城
郭
論
・

都
市
論
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
、
と
も
す
れ
ば
独
立
し
た
テ
ー
マ
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
て
お
り
、
両
者
を
互
い
に
関
連
す
る
事
象
と
し
て
統
一
的
に

取
り
扱
う
と
い
う
視
角
か
ら
の
研
究
は
あ
ま
り
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ

う
に
も
思
う
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
両
者
の
関
連
性
を
意
識
し
な
が

ら
論
じ
て
き
た
本
研
究
が
僅
か
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
望
外
の

幸
せ
で
あ
る
。

近
世
地
域
金
融
構
造
の
研
究

東　

野　

将　

伸

本
論
文
は
、
近
世
中
後
期
日
本
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
金
融
活
動
・
金

融
主
体
の
相
関
関
係
と
そ
の
変
容
過
程
（「
地
域
金
融
構
造
」）
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
三
部
構
成
と
し
、
第
一
部
で
少
額
金
融
・
グ

ル
ー
プ
金
融
、
第
二
部
で
豪
農
金
融
、
第
三
部
で
領
主
の
貸
付
政
策
と
支
配

構
造
に
基
づ
く
金
融
・
立
替
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
を
加
え
た
。

序
章
「
近
世
中
後
期
地
域
社
会
研
究
の
課
題
と
農
村
金
融
論
―
地
域
金
融

構
造
へ
の
着
目
と
そ
の
意
義
―
」
で
は
、
地
域
に
お
け
る
金
融
を
分
析
対
象

と
す
る
こ
と
の
意
義
と
先
行
研
究
の
課
題
を
確
認
し
た
。
特
に
、
農
村
金
融

論
の
課
題
と
し
て
は
、
戦
前
期
に
産
業
資
本
の
形
成
や
資
本
主
義
発
達
史
に

関
心
が
集
中
し
た
こ
と
も
あ
り
、
①
農
村
金
融
は
現
在
に
至
る
ま
で
経
済
史

分
野
の
中
で
も
研
究
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
②
近
年
の
豪
農
金
融
研
究
に
お

い
て
は
、
こ
れ
が
村
や
地
域
に
対
し
て
融
通
的
な
機
能
を
担
う
側
面
を
一
面

的
に
強
調
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
の
成
果
を
相
対
化
す
る

た
め
に
も
、
小
前
・
豪
農
・
領
主
（
支
配
構
造
）
の
三
者
の
金
融
活
動
の
相

関
関
係
と
そ
の
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
「
農
村

金
融
市
場
」
と
い
う
概
念
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
地
域
金
融
の
性
格
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
前
近
代
的
な
金
融
活
動
の
形
態
や
形
成
契
機
に
注
目
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

第
一
部
「
少
額
金
融
・
グ
ル
ー
プ
金
融
の
存
立
構
造
」
で
は
、第
一
章
「
頼

母
子
運
営
と
村
・
豪
農
―
「
引
請
人
」
の
機
能
と
担
い
手
―
」、
第
二
章
「
寺

院
頼
母
子
と
檀
家
―
地
域
金
融
と
宗
教
的
契
機
―
」、
第
三
章
「
質
地
売
買

と
村
・
同
族
―
備
中
国
南
西
部
を
題
材
と
し
て
―
」
の
備
中
国
南
西
部
に
お

け
る
金
融
活
動
を
題
材
と
し
た
３
つ
の
論
文
を
通
じ
て
、
小
前
間
に
お
け
る
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金
融
活
動
の
実
態
と
、
豪
農
が
地
域
に
お
け
る
少
額
金
融
・
グ
ル
ー
プ
金
融

の
維
持
に
対
し
て
果
た
し
た
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
頼
母

子
の
「
引
請
人
」
と
い
う
役
職
に
就
任
す
る
こ
と
で
、
豪
農
が
資
金
の
管
理

や
加
入
口
の
代
行
と
い
っ
た
、
頼
母
子
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
職
務
を

担
っ
て
い
た
こ
と
（
第
一
章
、
第
二
章
）、
一
村
内
の
質
地
売
買
に
つ
い
て
、

村
内
で
圧
倒
的
な
持
高
を
有
す
る
豪
農
が
関
与
し
な
い
質
地
売
買
が
過
半
を

占
め
、
小
前
間
の
質
地
売
買
が
小
前
の
経
営
に
お
け
る
資
金
調
達
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
（
第
三
章
）
な
ど
の
点
を
指
摘
し
た
。

第
二
部
「
豪
農
の
経
営
・
金
融
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
第
四

章
「
豪
農
経
営
と
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
備
中
国
後
月
郡
簗
瀬
村
本
山
成
家

を
題
材
に
―
」、
補
論
「
近
世
後
期
～
明
治
前
期
の
豪
農
家
に
お
け
る
家
・

同
族
意
識
―
山
成
一
族
の
分
家
を
題
材
に
―
」、
第
五
章
「
近
世
中
後
期
の

豪
農
金
融
と
地
域
社
会
―
経
営
拡
大
と
融
通
機
能
の
両
立
―
」、第
六
章
「
近

世
後
期
の
豪
農
金
融
と
領
主
財
政
―
経
営
縮
小
と
領
主
貸
と
の
相
関
―
」
の

備
中
国
南
西
部
・
摂
津
国
東
部
に
お
け
る
豪
農
家
を
対
象
と
し
た
四
つ
の
論

文
を
通
じ
て
、
豪
農
の
経
営
・
金
融
活
動
の
実
態
と
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
た

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に
し
た
。
豪
農
の
中
に
は
親
族
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
地
縁
的
関
係
に
基
づ
く
効
率
的
な
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
い
た
も
の
が
み
ら
れ
（
第
四
章
、
補
論
）、
貸
付
の
場
面
に
お
い
て
は
、

居
村
の
住
民
に
対
し
て
は
融
通
的
な
貸
付
を
行
う
も
の
の
、
一
方
で
他
村
の

住
民
や
都
市
商
人
へ
の
巨
額
の
貸
付
を
通
じ
て
自
身
の
経
営
拡
大
を
図
っ
て

い
た
こ
と
を
述
べ
た
（
第
五
章
、
第
六
章
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
豪
農
に
お

け
る
融
通
と
利
益
追
求
の
両
側
面
の
併
存
は
、
個
別
の
豪
農
家
の
内
部
に
お

い
て
整
合
的
に
把
握
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
部
「
領
主
財
政
と
地
域
社
会
―
年
貢
収
納
と
貸
付
・
利
殖
政
策
―
」

で
は
、
第
七
章
「
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
年
貢
収
納
と
減
免
訴
願
―
」、
第

八
章
「
掛
屋
・
大
坂
蔵
元
の
立
替
機
能
と
年
貢
銀
収
納
」、
第
九
章
「
一
橋

徳
川
家
の
財
政
運
営
と
幕
府
・
所
領
―
貸
付
・
利
植
政
策
を
中
心
に
―
」
の

三
つ
の
論
文
を
通
じ
て
、
領
主
（
一
橋
徳
川
家
）
の
貸
付
政
策
や
年
貢
銀
収

納
の
際
に
生
じ
る
金
融
・
立
替
関
係
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
村
―
地
域
（
掛
屋
）
―
大
坂
（
大
坂
蔵
元
）
ま
で
を
一
貫
し
た
年
貢

銀
の
金
融
・
立
替
構
造
や
年
貢
を
め
ぐ
る
領
主
―
領
民
関
係
の
変
化
（
第
七

章
、
第
八
章
）
に
加
え
て
、
天
保
期
の
幕
政
改
革
に
呼
応
し
た
領
主
財
政
の

構
造
変
化
と
地
域
に
お
け
る
経
済
・
金
融
構
造
の
相
関
関
係
（
第
九
章
）
を

明
ら
か
に
し
た
。

終
章
「
近
世
中
後
期
の
地
域
金
融
構
造
と
社
会
変
容
」
で
は
、
本
論
文
の

分
析
結
果
を
ま
と
め
た
上
で
、
近
世
中
後
期
の
地
域
金
融
構
造
と
そ
の
変
容

過
程
を
描
き
、
さ
ら
に
幕
末
社
会
に
お
け
る
領
主
―
領
民
関
係
の
特
質
を
提

示
し
た
。
本
論
文
で
分
析
対
象
と
し
た
小
前
・
豪
農
・
領
主
（
支
配
構
造
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
金
融
主
体
と
し
て
地
域
の
中
に
存
立
し
て
お
り
、
三
者
間
で
の
資

金
・
信
用
面
で
の
関
係
が
、
地
域
に
お
け
る
金
融
構
造
を
形
成
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
近
世
中
後
期
の
地
域
に
お
け
る
金
融
活
動



63 平成二十八年度博士論文（課程）要旨

は
、
近
世
的
な
論
理
（
人
格
的
・
共
同
体
的
論
理
、
支
配
構
造
論
理
）
と
近

代
的
な
経
済
・
市
場
論
理
の
双
方
の
論
理
が
混
在
す
る
中
で
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
史
学
に
お
い
て
は
近
代
的
な
経
済
・
市
場
論
理
を
自

明
の
前
提
と
せ
ず
、
近
世
的
な
論
理
や
金
融
形
態
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
地
域

に
お
け
る
金
融
構
造
を
総
合
的
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。

近
代
日
本
の
地
方
政
治
と
民
力
休
養
論

久　

野　
　
　

洋

本
論
文
は
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
政
党
と
地
域
社
会
の
関
係
を
問
い
直

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
代
～
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
岡
山
県

の
政
治
状
況
お
よ
び
犬
養
毅
の
選
挙
地
盤
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

際
、
明
治
期
の
地
方
政
治
状
況
を
理
解
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
開
発
・
積
極

主
義
路
線
と
民
力
休
養
・
消
極
主
義
路
線
の
対
立
軸
に
注
目
し
、
①
民
力
休

養
路
線
が
地
方
政
治
の
展
開
に
果
た
し
た
意
義
と
役
割
の
解
明
、
②
進
歩
党

系
政
党
の
地
方
に
お
け
る
党
勢
拡
大
過
程
の
解
明
、
と
い
う
二
つ
の
分
析
基

軸
を
設
定
し
た
。

第
一
章
で
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
犬
養
毅
の
支
持
基
盤
が
形
成
さ
れ
、
岡

山
県
で
進
歩
党
系
が
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
過
程
を
考
察
し
た
。
①
犬

養
派
が
主
導
す
る
進
歩
派
が
「
農
工
並
進
・
漸
進
主
義
」
論
と
い
う
地
域
振

興
構
想
の
も
と
、
民
力
休
養
路
線
を
維
持
し
な
が
ら
県
南
で
影
響
力
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
こ
と
、
②
児
島
湾
開
墾
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
犬
養
派
・
進
歩
派

は
「
地
方
利
益
供
与
↓
生
活
破
壊
」
と
い
う
主
張
の
も
と
反
対
運
動
を
先
導

し
名
望
家
層
の
支
持
を
汲
み
上
げ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。

第
二
章
で
は
、
日
露
戦
争
ま
で
の
岡
山
市
の
政
治
状
況
を
分
析
し
た
。
①

岡
山
市
で
は
日
清
戦
後
に
台
頭
し
て
き
た
新
興
商
工
業
者
を
中
心
と
す
る
平

民
層
が
、
水
道
敷
設
延
期
と
市
政
刷
新
と
を
結
び
つ
け
た
政
治
刷
新
運
動
を

展
開
し
た
こ
と
、
②
そ
の
際
、
進
歩
派
は
民
力
休
養
を
「
旗
幟
」
に
し
て
い

た
こ
と
か
ら
水
道
延
期
派
・
市
政
刷
新
派
に
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

③
世
紀
転
換
期
頃
か
ら
都
市
部
で
民
力
休
養
論
を
軸
に
政
治
刷
新
を
唱
え
る

新
興
勢
力
が
影
響
力
を
広
げ
、
自
由
党
―
政
友
会
が
基
盤
を
確
保
で
き
な
い

状
況
は
全
国
的
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

第
三
章
は
、
一
八
九
〇
年
代
末
～
日
露
戦
争
直
後
の
岡
山
県
政
界
の
再
編

過
程
を
取
り
扱
っ
た
。
①
犬
養
派
・
古
参
県
議
が
牽
引
す
る
進
歩
派
は
開
発
・

積
極
主
義
路
線
に
転
換
し
た
こ
と
、
②
そ
の
中
で
進
歩
派
内
に
は
坂
本
金
弥

を
中
心
と
す
る
民
力
休
養
論
を
路
線
が
形
成
さ
れ
、
こ
こ
に
政
治
刷
新
志
向

を
も
つ
人
び
と
も
合
流
し
た
こ
と
、
③
そ
の
民
力
休
養
論
は
、
地
方
税
の
膨

張
を
問
題
視
し
て
戸
数
割
税
の
軽
減
を
主
張
し
、
社
会
主
義
者
ら
の
志
向
と

も
共
鳴
し
た
こ
と
、
④
日
露
戦
争
後
、
坂
本
金
弥
を
ト
ッ
プ
と
す
る
地
域
政

党
鶴
鳴
会
が
結
成
さ
れ
て
県
政
界
が
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
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第
四
章
で
は
、
日
露
戦
後
に
鶴
鳴
会
が
立
憲
国
民
党
へ
と
発
展
的
に
解
消

し
て
い
く
過
程
を
検
討
し
た
。
①
日
露
戦
争
以
降
、
鶴
鳴
会
に
は
犬
養
派
・

古
参
県
議
が
徐
々
に
合
流
し
て
い
っ
た
こ
と
、
②
そ
の
中
で
犬
養
毅
は
「
経

済
的
軍
備
論
」
と
い
う
政
策
論
を
打
ち
出
し
地
盤
を
立
て
直
し
て
い
っ
た
こ

と
、
③
犬
養
と
坂
本
金
弥
は
中
央
・
地
方
の
双
方
で
増
税
反
対
運
動
を
推
進

し
た
こ
と
、
④
中
央
政
界
で
は
両
者
を
中
心
に
立
憲
国
民
党
が
結
成
さ
れ
、

岡
山
県
内
で
も
鶴
鳴
会
は
立
憲
国
民
党
岡
山
県
支
部
が
発
足
す
る
と
こ
こ
に

合
流
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

補
章
で
は
、
兵
庫
県
伊
丹
地
域
に
目
を
移
し
、
同
地
域
で
地
元
資
本
の
自

生
的
発
展
に
よ
る
近
代
化
が
目
指
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
五
章
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
ま
で
に
岡
山
県
が
国
民
党
の
金
城
湯
池
に

な
っ
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
。
①
大
正
前
期
の
岡
山
県
に
お
け
る
「
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
運
動
は
、
犬
養
派
を
中
心
と
す
る
同
業
組
合
を
母
体
と
し

て
旧
来
の
名
望
家
層
、
商
工
業
者
、
青
年
政
治
家
が
中
心
主
体
と
な
っ
て
推

進
さ
れ
た
こ
と
、
②
彼
ら
は
「
民
権
・
民
党
の
発
祥
の
地
」
で
あ
る
岡
山
県

の
運
動
こ
そ
が
全
国
の
運
動
を
先
導
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ

を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
こ
と
、
③
こ
う
し
た
自
画
像
は
犬
養
が
唱
え
る
第

三
党
構
想
と
も
親
和
的
で
あ
り
、
県
内
で
は
「
憲
政
の
神
様
」
と
し
て
の
犬

養
へ
の
求
心
力
が
強
烈
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

終
章
で
は
、
以
上
の
議
論
を
総
括
し
、
明
治
期
の
政
党
の
動
向
を
総
合
的

に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
民
力
休
養
路
線
に
着
目
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
論
じ
た
上
で
、
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
岡
山
県
政
を
展
望
し
た
。

戦
後
社
会
運
動
史
像
の
再
検
討

―
一
九
五
〇
年
代
・
地
域
社
会
運
動
史
論
―

本　

井　

優
太
郎

本
論
文
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
保
革
対
立
の
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
が
ち
で

あ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
の
社
会
運
動
を
、
地
域
の
事
例
の
分
析
を
つ
う
じ
て

問
い
直
す
こ
と
に
あ
る
。
ま
ず
序
章
で
は
、
地
域
社
会
運
動
史
研
究
の
到
達

点
＝
批
判
対
象
と
し
て
広
川
禎
秀
・
森
下
徹
ら
の
社
会
運
動
史
研
究
を
取
り

あ
げ
、
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
本
論
文
で
は
、
広
川
・

森
下
ら
の
研
究
を
克
服
す
る
た
め
の
キ
イ
概
念
と
し
て
、
大
門
正
克
が
提
起

し
た
「「
生
活
」「
い
の
ち
」「
生
存
」」
の
概
念
に
着
目
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

五
〇
年
代
の
地
域
社
会
運
動
を
生
活
課
題
の
解
決
の
要
求
を
め
ぐ
っ
て
な
さ

れ
る
集
合
行
動
と
と
ら
え
る
。
か
か
る
把
握
方
法
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
本
論
文
の
作
業
課
題
と
な
る
。

第
一
章
で
は
、
伊
丹
航
空
基
地
（
現
大
阪
国
際
空
港
。
兵
庫
県
伊
丹
市
・

大
阪
府
豊
中
市
・
池
田
市
に
所
在
）
を
め
ぐ
る
地
域
住
民
の
動
向
を
検
討
し

た
。
五
一
年
一
〇
月
に
勃
発
し
た
拡
張
問
題
に
お
い
て
、
三
市
は
農
民
の
生

活
擁
護
の
立
場
で
団
結
し
て
反
対
運
動
を
実
施
し
た
。
つ
い
で
顕
在
化
し
た
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風
紀
問
題
で
は
、
学
校
関
係
者
や
婦
人
団
体
の
間
で
取
締
の
徹
底
を
求
め
る

声
が
あ
が
っ
た
。
彼
／
彼
女
た
ち
は
子
ど
も
や
女
性
の
生
活
を
ま
も
る
た
め

に
取
締
を
求
め
て
い
た
。
一
方
、
基
地
周
辺
の
商
業
者
ら
は
取
締
が
商
業
を

衰
退
さ
せ
る
と
し
て
取
締
に
反
対
し
た
た
め
地
域
が
二
分
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。
五
〇
年
代
後
半
に
拡
張
問
題
が
再
燃
し
た
際
に
は
、
阪
神
財
界
が

経
済
振
興
の
観
点
か
ら
拡
張
賛
成
論
を
展
開
し
、
か
つ
て
風
紀
取
締
に
反
対

し
た
商
業
者
ら
も
こ
う
し
た
動
き
に
同
調
し
た
。
三
市
も
こ
う
し
た
動
き
に

押
さ
れ
、
最
終
的
に
反
対
運
動
は
挫
折
し
た
。

第
二
章
で
は
、
新
制
中
学
校
の
教
員
・
生
徒
に
よ
る
活
動
の
分
析
を
通
し

て
、
地
域
教
育
実
践
を
生
活
改
善
運
動
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
四
七
年
四
月
に
開
校
し
た
日
登
中
学
校
で
は
、
校
長
の
加
藤
歓

一
郎
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
に
よ
り
農
業
生
産
や
家
計
の
改
善
を
め
ざ
す
実

践
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
生
徒
も
に
な
い
て
と
し
て
成
長
し
、
五
〇

年
代
に
は
産
業
教
育
・
生
活
綴
方
・
栄
養
改
善
・
結
婚
改
善
な
ど
の
実
践
が

活
発
化
し
た
。
そ
し
て
、
当
初
は
反
発
し
て
い
た
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら

も
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
実
践
を
進
め
た
結
果
、
日
登

村
の
生
活
様
式
や
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
秩
序
に
一
定
の
変
容
が
も
た
ら

さ
れ
た
。

第
三
章
で
は
、
戦
時
期
に
大
阪
府
南
河
内
郡
狭
山
町
西
池
尻
地
域
に
開
発

さ
れ
た
狹
山
住
宅
地
の
入
居
者
に
よ
る
自
治
活
動
を
検
討
し
た
。
狹
山
住
宅

地
で
は
、
入
居
の
開
始
当
初
か
ら
軍
需
工
場
の
進
出
に
よ
る
上
水
道
の
不
備

が
問
題
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
に
財
団
法
人
を
建
設
し
て
自
主
的

な
水
道
管
理
に
着
手
し
た
。
ま
た
同
時
期
に
は
自
治
組
織
も
結
成
さ
れ
て
お

り
、
街
路
・
街
頭
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
五
〇
年
代
半
ば
に
は

研
究
・
文
化
活
動
も
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
事
業
の
継
続
性
や
会
員
の
主

体
性
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
っ
た
が
、
住
民
自
治
活
動
の
発
展
の
結
果
と
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

第
四
章
で
は
、
明
石
市
や
神
戸
市
な
ど
の
間
で
展
開
さ
れ
た
合
併
問
題
の

経
過
を
検
討
し
、
そ
こ
に
お
け
る
賛
否
の
主
張
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
市
に
対
す
る
郷
土
意
識
や
合
併
を
も
ち
か
け
て
き
た
相
手
に
対
す
る
敵
対

意
識
、
つ
ま
り
住
民
意
識
が
う
か
が
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、

生
活
の
利
害
・
便
宜
に
関
わ
る
問
題
が
賛
否
を
判
断
す
る
際
の
フ
ァ
ク
タ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
、
配
給
や
復
興
事
業

に
か
か
る
税
負
担
の
増
加
へ
の
懸
念
な
ど
、
当
該
期
に
特
有
の
性
格
を
も
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
か
る
視
点
か
ら
市
町
村
合
併
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
当
該
期
の
生
活
課
題
を
め
ぐ
る
当
局
・
議
会
・
住
民
に
よ
る
せ

め
ぎ
あ
い
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
方
法
論
的
展
望
を

示
し
た
。

ま
た
補
章
と
し
て
、戦
後
社
会
運
動
に
お
け
る
他
団
体
と
の
共
同
闘
争（
共

闘
）
の
理
論
的
特
質
に
つ
い
て
、
部
落
解
放
運
動
を
事
例
に
検
討
し
た
。
検

討
に
際
し
て
は
、
地
域
（
和
歌
山
県
）
と
中
央
（
解
放
委
↓
解
放
同
盟
）
の

双
方
か
ら
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
〇
年
代
前
半
頃
に
は
、
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部
落
問
題
の
解
決
を
第
一
義
的
な
課
題
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
平
和
運
動
の
文

脈
に
置
い
た
共
闘
論
が
中
央
・
地
方
の
双
方
で
台
頭
し
、
五
〇
年
代
後
半
の

勤
評
闘
争
の
時
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

最
後
に
本
論
文
の
成
果
と
展
望
を
示
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、
第
一
に
、

序
章
で
述
べ
た
社
会
運
動
の
把
握
方
法
の
妥
当
性
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ

と
は
、
各
章
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
住
民
自
身
の
生
活
の
擁
護
・
改

善
に
関
わ
る
要
求
が
に
な
い
て
の
眼
目
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

だ
ろ
う
。
第
二
に
、
運
動
側
が
掲
げ
た
生
活
課
題
が
混
乱
・
復
興
期
～
高
度

成
長
期
に
特
有
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
加
え
て
、

五
〇
年
代
の
社
会
運
動
の
転
回
要
因
と
し
て
高
度
成
長
の
影
響
が
無
視
で
き

な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

六
〇
年
代
以
降
の
展
望
に
も
言
及
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
安
保
闘
争

と
三
池
争
議
を
戦
後
社
会
運
動
の
分
水
嶺
と
み
な
し
、
高
度
成
長
期
の
運
動

と
の
断
絶
面
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
論
文
の
よ
う
に

生
活
課
題
の
解
決
の
要
求
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
両
者
に
お
け
る
継
承
の
側

面
を
照
射
し
、
五
〇
～
六
〇
年
代
の
社
会
運
動
を
連
続
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
。

阮
朝
治
下
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
国
家
統
合
と
貨
幣
経
済

多　

賀　

良　

寛

本
論
文
は
、
19
世
紀
前
半
の
ベ
ト
ナ
ム
で
進
め
ら
れ
た
阮
朝
に
よ
る
国
家

統
合
の
試
み
を
、
貨
幣
に
着
目
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
１
８
０
２
年

に
成
立
し
た
阮
朝
は
主
要
貨
幣
と
し
て
銭
貨
と
銀
を
用
い
た
。
そ
こ
で
本
論

文
で
は
こ
の
二
種
類
の
貨
幣
を
中
心
に
、
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
国
家

の
貨
幣
政
策
や
市
場
で
の
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
論
じ
る
。
史
料
面
で
は
、
先

行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
阮
朝
期
の
行
政
文
書

「
阮
朝
硃
本�Châu�b ản�tri ều�N

guy ễn

」
を
全
面
的
に
活
用
し
、
編
纂
史

料
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
多
数
の
新
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

阮
朝
の
銭
貨
政
策
が
持
つ
最
大
の
特
徴
は
、
制
銭
と
し
て
銅
銭
と
亜
鉛
銭

と
い
う
異
素
材
の
銭
貨
を
併
用
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
伝
統
的

に
銅
銭
の
鋳
造
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
18
世
紀
以
降
原
料
で
あ
る
銅
の
価
格

が
上
昇
し
た
た
め
、
よ
り
安
価
な
亜
鉛
を
用
い
た
鋳
銭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
阮
朝
は
亜
鉛
銭
を
全
国
通
貨
と
し
て
普
及
さ
せ
る
い
っ
ぽ
う
、
銅

銭
の
鋳
造
目
的
を
シ
ン
ボ
ル
機
能
や
価
値
貯
蔵
機
能
に
特
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

二
種
類
の
銭
貨
を
相
互
補
完
的
な
関
係
に
置
い
た
。
亜
鉛
銭
の
普
及
と
並
行

し
、
阮
朝
は
国
内
銭
貨
流
通
の
統
一
を
進
め
る
。
そ
こ
で
阮
朝
に
よ
る
通
貨
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整
理
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
が
、
古
号
銭
と
タ
イ
ソ
ン
銭
と
い

う
二
グ
ル
ー
プ
の
銭
貨
で
あ
っ
た
。
古
号
銭
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
朝
銭
や
中

国
銭
を
示
す
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
市
場
で
の
流
通
が
認
め
ら
れ
た
古

号
銭
に
対
し
、
タ
イ
ソ
ン
銭
の
行
使
は
阮
朝
に
よ
っ
て
厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
流
通
を
禁
じ
ら
れ
た
タ
イ
ソ
ン
銭
は
、
１
８
２
０
年
代
か

ら
中
国
の
東
南
沿
海
地
域
で
広
く
流
通
し
始
め
る
。

歴
代
王
朝
に
よ
る
長
い
鋳
造
の
歴
史
を
持
つ
銭
貨
に
対
し
、
銀
錠
の
公
鋳

と
財
政
運
営
に
お
け
る
銀
の
導
入
は
阮
朝
が
ベ
ト
ナ
ム
史
上
初
め
て
行
っ
た

政
策
で
あ
る
。
阮
朝
は
国
家
に
よ
っ
て
品
位
の
保
証
さ
れ
た
銀
錠
を
公
鋳
し
、

財
政
運
営
や
市
場
で
の
銀
使
用
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
当
時
の
民

間
市
場
で
は
、
公
鋳
銀
錠
以
外
に
も
品
位
や
形
態
を
異
に
す
る
様
々
な
銀
貨

幣
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
豊
富
な
銀
産
を
誇
る
北
部
山
地
で
は
、
活
発
な
交

易
活
動
を
背
景
に
し
て
土
銀
と
呼
ば
れ
る
低
品
位
銀
錠
が
流
通
し
て
い
た
。

ま
た
各
種
銀
錠
に
加
え
、
沿
岸
部
を
中
心
に
メ
キ
シ
コ
で
鋳
造
さ
れ
た
ド
ル

系
の
洋
式
銀
貨
も
流
入
し
て
い
た
。
阮
朝
は
こ
れ
ら
の
洋
式
銀
貨
を
モ
デ
ル

に
飛
龍
銀
銭
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
銀
銭
を
鋳
造
し
、
こ
れ
を
計
数
貨
幣
と
し

て
流
通
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
財
政
運
営
に
お
い
て
画
期
的
で
あ
っ
た
の

は
、
阮
朝
が
租
税
の
銀
納
化
を
推
進
し
た
こ
と
で
あ
る
。
阮
朝
期
に
銀
納
化

さ
れ
た
主
要
税
目
は
、
非
キ
ン
族
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
た
人
頭
税
、
内
国
関

税
、
港
税
な
ど
で
あ
る
が
、
19
世
紀
前
半
に
銭
建
て
銀
価
格
が
騰
貴
す
る
と
、

納
税
者
は
租
税
負
担
の
増
大
に
苦
し
ん
だ
。
当
時
の
銀
価
騰
貴
は
、
中
国
の

銀
価
上
昇
と
関
連
す
る
外
部
的
要
因
と
、
国
内
銭
貨
流
通
の
変
化
と
い
う
内

部
的
要
因
の
双
方
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
徴
税
を
通
じ
て
地
方
各
省
に
集

め
ら
れ
た
銀
の
大
部
分
は
そ
の
後
フ
エ
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
財
政
活
動
に

よ
っ
て
地
方
の
財
貨
を
フ
エ
に
集
中
す
る
阮
朝
の
経
済
体
制
は
、「
フ
エ
・

モ
デ
ル
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
独
自
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
地
方
か
ら
フ
エ
に

輸
送
さ
れ
る
銀
の
量
は
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
比
例
し
て
地

方
に
割
り
当
て
ら
れ
た
銀
備
蓄
の
額
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
地
方
か
ら
フ
エ

に
輸
送
さ
れ
た
銀
は
内
務
府
で
保
管
さ
れ
、
19
世
紀
中
盤
の
最
盛
期
に
内
務

府
の
銀
備
蓄
額
は
３
０
０
万
両
を
超
え
て
い
た
。

阮
朝
期
の
通
貨
供
給
を
考
え
る
際
に
最
も
重
要
な
の
が
、
鋳
銭
に
必
要
な

各
種
金
属
の
調
達
で
あ
る
。
阮
朝
は
制
銭
と
し
て
銅
銭
（
真
鍮
銭
）
と
亜
鉛

銭
を
鋳
造
し
た
た
め
、
鋳
銭
原
料
と
し
て
大
量
の
銅
と
亜
鉛
が
需
要
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
北
部
山
地
は
鉱
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
国
内
の
資
源
だ

け
で
は
銭
貨
鋳
造
に
必
要
な
量
を
ま
か
な
い
切
れ
ず
、
阮
朝
は
国
外
か
ら
も

銅
・
亜
鉛
の
輸
入
を
図
っ
た
。
鋳
銭
原
料
の
輸
入
を
担
っ
た
の
は
ハ
ノ
イ
に

拠
点
を
置
く
華
人
商
人
で
あ
り
、
彼
ら
が
銅
と
亜
鉛
の
主
要
な
調
達
地
と
し

て
い
た
の
は
雲
南
省
の
蒙
自
で
あ
っ
た
。
し
か
し
１
８
６
０
年
代
に
中
国
人

武
装
集
団
の
活
動
に
よ
っ
て
北
部
の
治
安
が
悪
化
す
る
と
、
紅
河
を
通
じ
た

鋳
銭
原
料
の
調
達
ル
ー
ト
は
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
阮
朝

の
鋳
銭
に
新
し
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、「
洋
銅
」「
洋
鉛
」
と

呼
ば
れ
る
銅
と
亜
鉛
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
銅
は
、
広
東
・
香
港
を
経
由
し
、
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海
上
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
通
貨
の

安
定
的
な
供
給
は
、
鋳
銭
が
い
か
な
る
組
織
体
制
の
も
と
で
行
わ
れ
る
か
に

も
大
き
く
依
存
す
る
。
成
立
間
も
な
い
阮
朝
は
、
北
部
の
ハ
ノ
イ
に
最
初
の

鋳
銭
局
を
設
置
す
る
が
、
そ
こ
で
は
民
間
人
が
自
己
資
本
に
よ
っ
て
原
料
調

達
と
鋳
銭
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
19
世
紀
初
頭
に
は
華
人

商
人
も
鋳
銭
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
阮
朝
の
鋳
銭
体
制
は
、
嘉
隆
帝

の
死
後
１
８
２
０
～
１
８
４
０
年
代
に
か
け
て
大
き
く
変
化
す
る
。
こ
の
時

期
に
は
民
間
資
本
を
用
い
た
鋳
銭
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
華
人
も
鋳
銭
事
業

か
ら
排
除
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
は
、
国
家
が
原
料
の
調
達
と
職

人
の
雇
傭
を
直
接
行
う
集
権
的
な
鋳
銭
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
鋳
銭

体
制
集
権
化
の
背
景
に
は
、
国
家
の
貨
幣
高
権
を
強
調
し
、
民
間
人
や
外
国

人
に
よ
る
鋳
銭
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
明
命
期
の
貨
幣
思
想
が
存
在
し

て
い
た
。
四
代
皇
帝
で
あ
る
嗣
徳
帝
の
即
位
に
よ
り
、
阮
朝
の
鋳
銭
体
制
は

１
８
５
０
年
代
か
ら
再
び
分
権
化
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
。
民
間
資
本
を
用

い
た
鋳
銭
が
奨
励
さ
れ
、
華
人
に
よ
る
鋳
銭
も
復
活
し
た
。
こ
う
し
た
政
策

は
、
当
時
深
刻
化
し
て
い
た
民
間
の
銭
不
足
現
象
を
解
決
す
る
た
め
に
、
最

も
効
率
的
な
鋳
銭
拡
大
の
方
法
が
模
索
さ
れ
る
中
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

近
代
の
琉
球
問
題
と
清
国

布ぶ　
　
　
　
　

和け

本
論
文
は
、
一
八
七
二
～
一
八
七
九
年
に
明
治
政
府
が
三
段
階
に
分
け
て

実
施
し
た
「
琉
球
処
分
」
を
取
り
上
げ
、
東
洋
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
清
国

の
琉
球
問
題
に
対
す
る
認
識
や
政
策
の
実
際
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
対
外

政
策
の
最
終
決
定
に
深
く
関
わ
っ
た
当
時
の
清
朝
中
央
（
西
太
后
と
そ
の
周

辺
、
お
よ
び
外
交
担
当
官
庁
の
総
理
衙
門
）
に
焦
点
を
合
せ
て
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
清
朝
中
央
の
動
向
と
対
比
す
る
形
で
、
李
鴻
章
の
動
向
に

つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
研
究
手
法
と
し
て
は
、
近
代
日
本
政
治
史
研
究

に
範
を
と
り
、
政
策
決
定
過
程
に
参
与
し
た
者
の
日
記
・
書
簡
等
を
利
用
し

て
そ
の
過
程
を
可
能
な
か
ぎ
り
復
元
し
、
政
策
決
定
の
舞
台
裏
の
動
き
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
論
文
全
体
は
、
序
と
結
語
を
除
き
、
全
三
章

か
ら
成
る
。

第
一
章
で
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
、
琉
球
の
「
日
清
両
属
」
と
い
う
事

実
を
清
国
側
も
以
前
か
ら
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
疑

問
を
提
示
し
、
ま
ず
は
清
国
側
の
認
識
の
実
際
を
、
総
理
衙
門
に
即
し
て
確

認
す
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
た
。

考
察
の
結
果
、
①
江
戸
時
代
以
来
、
琉
球
お
よ
び
日
本
が
「
両
属
」
の
事
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実
を
清
国
に
対
し
て
意
図
的
に
隠
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
総
理
衙
門
は
日

琉
関
係
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
認
識
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
認
識
し
始
め
た
の

は
一
八
七
三
年
六
月
と
推
測
で
き
る
こ
と
、
②
当
初
は
日
本
が
主
張
す
る
琉

球
の
「
日
本
専
属
」
に
反
発
し
、
琉
球
の
「
清
国
専
属
」
を
主
張
し
た
が
、

日
本
の
「
台
湾
出
兵
」
後
の
一
八
七
四
年
七
月
に
お
け
る
総
理
衙
門
首
班
の

恭
親
王
の
照
会
文
は
、「
両
属
」
を
黙
認
・
容
認
す
る
方
向
へ
転
換
し
始
め

て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
一
八
七
五
年
三
～
四
月
の
琉
球
朝
貢
使
事
件
を
め
ぐ

る
交
渉
で
の
恭
親
王
の
照
会
文
は
、「
両
属
」
を
前
提
と
し
た
対
応
を
取
り

始
め
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
、
③
一
八
七
五
年
の
琉
清
朝
貢
関

係
の
解
消
を
目
的
と
す
る
「
第
二
次
琉
球
処
分
」
以
降
は
、「
両
属
」
を
前

提
に
琉
清
朝
貢
関
係
の
維
持
を
目
指
し
た
こ
と
、
ま
た
一
八
七
九
年
の
「
第

三
次
琉
球
処
分
」
以
降
は
、
琉
清
朝
貢
関
係
の
維
持
よ
り
も
、
琉
球
国
の
存

続
（
な
い
し
琉
球
国
の
復
国
）
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
等
を
指
摘

し
た
。

第
二
・
三
章
で
は
、
一
八
八
〇
年
に
日
本
の
駐
清
国
公
使
と
清
国
の
総
理

衙
門
と
の
間
で
一
旦
は
合
意
さ
れ
た
「
琉
球
分
島
」
条
約
案
が
、
清
国
側
の

批
准
延
期
に
よ
っ
て
結
局
は
廃
案
と
な
る
背
景
・
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

批
准
が
延
期
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
、
琉
球
史
（
沖
縄
史
）、

そ
し
て
東
洋
史
の
各
研
究
分
野
で
す
で
に
多
数
の
研
究
者
が
批
准
延
期
の
要

因
を
李
鴻
章
に
よ
る
反
対
意
見
の
上
奏
に
求
め
る
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
文
は
、
当
該
過
程
に
お
け
る
二
つ
の
舞
台
裏
の
動
き
に
照
明

を
当
て
る
。
一
つ
は
、
申
請
者
が
発
掘
し
た
、
北
京
の
清
朝
中
央
に
お
い
て

西
太
后
を
補
佐
す
る
者
た
ち
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
補
佐
者

の
一
人
で
あ
る
翁
同
龢
の
日
記
を
用
い
、
補
佐
者
た
ち
の
考
え
や
動
き
を
掘

り
起
こ
し
た
（
第
二
章
）。
そ
し
て
、
廃
案
と
な
っ
た
過
程
の
北
京
に
お
け

る
舞
台
裏
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
表
面
的
に
は
、
李
鴻

章
が
反
対
の
上
奏
を
し
た
こ
と
で
廃
案
の
方
向
に
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
西
太
后
の
補
佐
者
た
ち
が
李
の
考
え
に
賛
同
し
て
廃
案
に
し
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
強
調
し
た
い
。
ま
た
李
鴻
章
の
上
奏
は
、
詹
事
府
の

「
清
流
派
」
に
よ
る
要
求
お
よ
び
補
佐
者
た
ち
の
李
に
圧
力
を
か
け
る
形
で

の
対
処
と
い
う
構
図
の
も
と
で
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

も
う
一
つ
の
舞
台
裏
は
、
天
津
に
駐
在
す
る
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
の
李

鴻
章
の
動
向
で
あ
る
。
李
は
、
最
終
的
に
は
当
該
条
約
案
を
廃
案
へ
導
く
遠

因
と
な
る
反
対
意
見
を
上
奏
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

舞
台
裏
を
李
鴻
章
に
即
し
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
先
行
研
究
は
、

一
八
七
一
年
の
日
清
修
好
条
規
の
締
結
で
力
を
発
揮
し
た
李
を
高
く
評
価
し
、

そ
れ
以
降
も
清
国
外
交
を
一
貫
し
て
仕
切
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
一
八
七
四
年
の
日
本
の
「
台
湾
出
兵
」
前
後
か
ら
一
八
八
〇

年
の
「
琉
球
分
島
」
条
約
案
の
批
准
延
期
に
至
る
期
間
の
李
鴻
章
に
つ
い
て
、

改
め
て
検
証
し
た
（
第
三
章
）。
そ
の
結
果
、「
琉
球
分
島
」
条
約
案
が
合
意

さ
れ
、
国
内
で
条
約
案
の
批
准
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
時
、
李
鴻
章
は
清
朝

中
央
（
西
太
后
、
補
佐
者
、
総
理
衙
門
）
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
不
遇
の
時
期
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を
過
ご
し
て
お
り
、
み
ず
か
ら
の
意
思
で
反
対
意
見
を
上
奏
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
、
李
鴻
章
が
上

奏
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
張
佩
綸
を

通
じ
た
「
清
流
派
」
と
の
関
係
の
存
在
と
い
う
新
た
な
事
実
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
『
翁
同
龢
日
記
』
や
李
鴻
章
・
張
佩
綸
の
書
簡

と
い
っ
た
日
記
・
書
簡
史
料
を
本
格
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
末

の
政
治
外
交
史
研
究
に
と
っ
て
の
新
た
な
知
見
と
し
て
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ

る
政
策
決
定
に
大
き
く
関
与
す
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
西
太
后
を
補
佐
す
る

者
た
ち
の
存
在
を
掘
り
起
こ
し
た
。
ま
た
、
李
鴻
章
に
よ
る
反
対
意
見
の
上

奏
は
、
張
佩
綸
と
の
関
係
を
通
じ
て
「
清
流
派
」
が
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
と
、

か
か
る
シ
ナ
リ
オ
の
存
在
を
知
ら
ず
に
、
李
鴻
章
に
圧
力
を
か
け
て
賛
成
意

見
を
上
奏
す
る
よ
う
に
仕
向
け
た
北
京
の
補
佐
者
た
ち
の
判
断
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
実
現
し
た
と
い
う
政
策
決
定
過
程
の
舞
台
裏
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
近
代
中
国
政
治
史
研
究
の
水
準
を
高
め
る
た
め
に
、

日
記
・
書
簡
等
を
精
読
す
る
研
究
手
法
を
学
界
と
し
て
継
承
・
展
開
し
て
い

く
べ
き
こ
と
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

江
戸
戯
作
の
研
究

―
山
東
京
伝
の
諸
活
動
を
中
心
に
―

有　

澤　

知　

世

本
論
は
、
山
東
京
伝
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
行
い
、
江
戸

戯
作
が
文
化
文
政
期
の
文
芸
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
京
伝
が
戯
作
執
筆
の
み
な
ら
ず
、
店
の
経
営
や

考
証
活
動
と
い
っ
た
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら

も
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に
意
義
付
け
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
戯
作
の

文
化
的
・
社
会
的
位
置
づ
け
を
行
う
に
は
、
作
品
内
部
に
つ
い
て
の
研
究
と
、

外
的
な
要
素
に
関
す
る
研
究
と
を
平
行
し
て
行
い
、
そ
れ
ら
の
相
関
性
に
つ

い
て
考
察
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
論
を
構
成

し
た
。

以
下
、
各
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
る
。

第
一
部
で
は
、
京
伝
の
草
双
紙
に
つ
い
て
典
拠
の
指
摘
を
行
い
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品

制
作
の
方
法
と
作
者
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

第
一
章
で
は
、
京
伝
の
黄
表
紙
『
唯
心
鬼
打
豆
』
が
、
朋
誠
堂
喜
三
二
作
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の
黄
表
紙
に
大
き
く
拠
り
つ
つ
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』「
夢
応
の
鯉
魚
」

を
も
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
従
来
の
説
よ
り
も
七
年
早
い
時
期
に

上
方
読
本
か
ら
江
戸
戯
作
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
当
時
の

江
戸
戯
作
界
に
お
い
て
、『
雨
月
物
語
』
が
注
目
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に
つ

い
て
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
、
京
伝
が
合
巻
作
品
で
し
ば
し
ば
『
日
本
山
海

名
産
図
会
』
と
『
摂
津
名
所
図
会
』
を
用
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
具
体

的
な
利
用
方
法
と
作
品
に
与
え
た
効
果
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
第
三
章
で
は
、

合
巻
作
品
に
お
い
て
他
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
素
材
と
し
て
利
用
す
る
場
合
の

工
夫
に
つ
い
て
、
作
品
構
成
に
注
目
し
て
述
べ
た
。
ま
た
、
考
証
随
筆
で
扱

わ
れ
て
い
る
内
容
が
、
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
例
を
指
摘
し
た
。

第
二
部
で
は
、
文
化
文
政
期
の
戯
作
に
お
い
て
、
読
者
の
歓
心
を
買
う
た

め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
当
時
の
戯

作
界
の
様
相
に
つ
い
て
示
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

第
一
章
で
は
、
当
時
の
作
者
が
、
作
風
の
流
行
の
変
化
に
対
し
て
如
何
に

敏
感
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
小
枝
繁
の
読
本
で
京
伝
作
の
合
巻
が
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
、
京
伝
と
三
馬
と
が
お

互
い
に
近
い
刊
記
の
作
品
を
利
用
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
知
の
モ
チ
ー

フ
に
、
効
果
的
に
変
化
を
加
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
三
章
で

は
、
京
伝
の
読
本
『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
に
登
場
す
る
野
晒
悟
助
が
身
に
着

け
て
い
る
着
物
の
髑
髏
模
様
が
、
後
世
の
戯
作
の
み
な
ら
ず
演
劇
・
浮
世
絵

等
の
文
化
表
象
全
般
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
隣
接
す
る

ジ
ャ
ン
ル
間
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
作
者
と
読
者
の
間
に
共
通
認

識
が
形
成
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
第
四
章
で
は
、
三
馬
が
執
筆

し
た
広
告
文
に
注
目
し
、
著
名
な
戯
作
者
の
名
前
に
は
商
品
価
値
が
あ
り
、

全
国
的
な
︿
ブ
ラ
ン
ド
﹀
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
部
で
は
、
京
伝
の
交
遊
と
文
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。

第
一
章
で
は
、
従
来
美
術
史
的
な
観
点
で
説
明
さ
れ
て
き
た
、
京
伝
の
合

巻
作
品
に
み
ら
れ
る
異
国
意
匠
の
取
材
源
を
探
索
し
、
蘭
学
者
森
島
中
良
が

舶
来
の
ラ
ベ
ル
類
を
集
め
た
貼
込
帳
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
当
時
近
藤
正
斎
や
大
田
南
畝
周
辺
の
知
識
人
た
ち
の
間
で

興
っ
て
い
た
︿
異
国
ブ
ー
ム
﹀
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

知
識
人
た
ち
の
動
向
と
戯
作
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
第

二
章
で
は
、
狩
野
派
の
絵
師
菅
原
洞
斎
が
、
絵
師
の
落
款
、
印
章
や
伝
記
を

集
め
た
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
へ
の
資
料
・
情
報
提
供
者
に
注
目
し
、
古

書
画
に
関
す
る
考
証
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
京

伝
も
ま
た
本
書
に
考
証
を
提
供
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
で
あ
る
。

当
時
に
お
け
る
京
伝
の
社
会
的
位
置
を
考
え
る
う
え
で
、
考
証
趣
味
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
付
章
と
し
て
、

洞
斎
が
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会
の
内
実
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
一
人
で

あ
っ
た
屋
代
弘
賢
の
書
留
を
手
掛
か
り
に
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
論
考
を
通
し
て
得
た
結
論
を
以
下
に
示
す
。

ま
ず
戯
作
者
の
存
在
そ
の
も
の
が
︿
ブ
ラ
ン
ド
﹀
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
も
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そ
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。

彼
ら
を
︿
ブ
ラ
ン
ド
﹀
足
ら
し
め
る
の
は
、
作
品
の
評
価
で
あ
る
。
戯
作

者
た
ち
は
時
流
に
適
う
作
品
を
作
り
続
け
る
た
め
に
、
同
時
代
の
作
品
を
よ

く
意
識
し
、
新
た
な
工
夫
を
貪
欲
に
行
っ
て
い
た
。
ま
た
短
期
間
で
作
品
を

量
産
す
る
た
め
に
、
様
々
な
素
材
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
作
品
制
作

の
方
法
を
確
立
す
る
べ
く
努
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
姿
は
、
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
己
の
存
在
を
主
張

し
、
常
に
新
し
さ
を
求
め
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
戯
作
者
は
、
進
化
を
続
け
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
考
証
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
一
流
レ
ベ

ル
の
学
問
と
関
わ
っ
て
も
い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
得
た
知
識
や
資
料
を
、
戯
作
の
中
で
自
由
に
活

用
し
て
い
る
こ
と
は
、
知
識
人
た
ち
の
興
味
や
関
心
を
、
俗
文
芸
に
落
と
し

込
む
役
割
を
果
た
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
考
証
の
成
果
は
、
必
ず
し
も
営
利
や
文
名
と
は
結
び
つ
か
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
同
好
の
士
と
の
交
流
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
真
実
を
希
求

す
る
真
摯
な
姿
で
あ
り
、
古
の
文
物
と
誠
実
に
向
き
合
お
う
と
す
る
姿
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
は
、
常
に
新
し
く
在
り
続
け
、
自
ら
商
品
足
り
得
よ

う
と
す
る
も
う
一
つ
の
側
面
と
は
、
逆
の
方
向
を
志
向
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。

本
論
で
は
、
山
東
京
伝
と
い
う
戯
作
者
の
中
に
こ
の
両
側
面
が
違
和
感
な

く
同
居
し
、
彼
が
様
々
な
営
為
を
通
し
て
自
ら
の
血
肉
と
し
た
︿
知
﹀
は
、

そ
の
文
事
に
普
く
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
身
分
や
職
業
を

問
わ
ず
、
当
時
の
人
々
に
広
く
愛
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。

平
安
和
歌
表
現
と
『
源
氏
物
語
』
摂
取
の
研
究

瓦　

井　

裕　

子

文
学
作
品
に
お
い
て
、
表
現
は
創
造
性
に
富
む
存
在
で
あ
る
一
方
、
あ
る

ひ
と
つ
の
表
現
を
取
り
出
し
て
考
え
る
と
き
、
多
く
の
場
合
、
表
現
は
そ
の

作
品
だ
け
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
の
流
行
表
現
で
あ
っ
た
り
、

一
定
の
集
団
内
で
好
ま
れ
た
表
現
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
作
品
か
ら
借
り
た
表

現
で
あ
っ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
あ
る
作
品
に
端
を
発
す
る
も
の
が
繰
り
返
し

使
わ
れ
る
中
で
熟
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
表
現
に
は
、
様
々
な
背
景
が
広

が
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
分
析
せ
ず
に
は
作
品
を
理
解
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

換
言
す
れ
ば
、
表
現
を
分
析
す
る
と
、
当
時
の
文
化
的
背
景
や
あ
る
集
団
・

個
人
の
表
現
を
め
ぐ
る
営
為
が
作
品
を
超
え
て
垣
間
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

本
論
文
は
、
そ
う
し
た
背
景
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
平
安
時
代
和
歌
と

『
源
氏
物
語
』
の
表
現
の
問
題
、
ま
た
両
者
を
め
ぐ
る
相
互
的
な
影
響
関
係

を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
和
歌
史
に
お
い
て
平
安
時
代
は
、
伝
統
的
和
歌
表
現

の
確
立
し
た
時
代
か
ら
題
詠
歌
隆
盛
の
時
代
へ
と
向
か
う
転
換
期
に
あ
た
る
。
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そ
の
転
換
期
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
は
、
伝
統
的
和
歌
表
現
を
散
文
に

取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
、
後
続
の
表
現
に
至
大
な
影
響
を
与
え
た
。
相

互
に
影
響
を
与
え
合
う
和
歌
と
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
、
平
安

時
代
の
表
現
の
諸
問
題
を
捉
え
直
す
こ
と
を
試
み
た
。

第
一
章
で
は
、
平
安
文
学
に
お
け
る
表
現
の
類
同
と
伝
播
を
扱
っ
た
。
あ

る
優
れ
た
表
現
は
、
集
団
や
共
同
体
の
中
で
共
有
さ
れ
、
伝
播
す
る
こ
と
が

あ
る
。
文
学
作
品
を
扱
う
と
き
、
あ
る
表
現
が
意
図
的
に
創
造
さ
れ
た
も
の

な
の
か
、
特
定
の
時
代
や
集
団
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
を
ま

ず
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
表
現
の
性
質
や
特
徴
を

掴
み
、
解
釈
に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
せ
ら
れ
る
か
を
示
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

表
現
が
選
択
さ
れ
た
背
景
や
、
そ
の
表
現
を
め
ぐ
る
当
時
の
文
学
的
動
向
、

同
時
代
ま
た
後
代
へ
の
影
響
の
一
端
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
第
一
節
は
「
一

条
朝
前
後
に
お
け
る
菊
と
紅
葉
の
取
り
合
わ
せ
」
と
題
し
、
菊
と
紅
葉
の
取

り
合
わ
せ
を
通
し
て
、
表
現
の
担
い
手
と
好
尚
と
い
う
観
点
か
ら
、
表
現
が

盛
衰
し
て
ゆ
く
様
相
に
迫
っ
た
。
表
現
分
析
の
際
に
同
時
代
的
傾
向
や
表
現

の
担
い
手
、
享
受
層
な
ど
、
表
現
を
取
り
巻
く
文
化
的
状
況
を
考
え
併
せ
る

こ
と
の
重
要
性
を
提
示
し
た
。
第
二
節
は
「『
源
氏
物
語
』
幻
巻
と
月
次
屏

風
の
世
界
」
と
題
し
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
幻
巻
と
月
次
屏
風
の
関
係
を
、

場
面
設
定
と
歌
こ
と
ば
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
た
。
第
三
節
は
「
大

中
臣
家
重
代
歌
人
の
表
現
踏
襲
」
と
題
し
、
大
中
臣
家
重
代
歌
人
た
ち
や
そ

の
系
譜
に
連
な
る
人
物
の
歌
を
通
し
て
、
彼
ら
が
累
代
の
家
集
を
非
常
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
、
平
安
時
代
の
散
文
作
品
に
お
け
る
季
節
に
関
わ
る
矛
盾
の

問
題
を
扱
っ
た
。
平
安
時
代
の
季
節
観
に
つ
い
て
は
、『
古
今
和
歌
集
』
を

は
じ
め
と
す
る
勅
撰
集
四
季
部
、
定
数
歌
、
題
詠
歌
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

極
め
て
厳
格
な
規
範
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
季
節
に
関
す

る
矛
盾
は
、
和
歌
に
も
散
文
に
も
散
見
さ
れ
る
。
本
章
で
は
散
文
作
品
を
対

象
と
し
、
矛
盾
が
発
生
す
る
箇
所
よ
り
も
広
い
範
囲
の
表
現
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
季
節
に
関
す
る
矛
盾
が
発
生
す
る
理
由
、
矛
盾
が
作
品
内
で
果

た
す
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
は
「『
源
氏
物
語
』
季
節
矛
盾
の

再
検
討
」
と
題
し
、『
源
氏
物
語
』
中
の
季
節
矛
盾
が
発
生
す
る
事
情
を
明

ら
か
に
し
た
。
第
二
節
は
「『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
日
次
矛
盾
と
時

間
表
現
」
と
題
し
、『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
二
箇
所
の
日
次
上
の
矛

盾
を
再
検
討
し
た
。

第
三
章
で
は
、
平
安
時
代
和
歌
が
『
源
氏
物
語
』
の
表
現
を
摂
取
し
て
い

く
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
和
歌
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
摂

取
は
、
新
古
今
時
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
状
況
は
不
分
明
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
関
心
は
、
決
し
て
新
古
今
時
代
に

忽
然
と
現
れ
た
の
で
は
な
く
、
手
法
や
質
の
変
化
を
伴
い
な
が
ら
成
立
直
後

よ
り
各
時
代
で
持
た
れ
続
け
た
。
本
論
文
で
は
『
源
氏
物
語
』
摂
取
の
在
り

様
か
ら
人
々
の
『
源
氏
物
語
』
に
対
す
る
意
識
を
読
み
取
り
、
新
古
今
時
代

に
至
る
ま
で
の
物
語
摂
取
の
具
体
的
様
相
を
文
学
史
的
に
評
価
し
直
す
た
め
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の
一
助
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
第
一
節
は
、「
源
師
房
歌
合
と
『
源
氏

物
語
』
摂
取
」
と
題
し
、
公
的
和
歌
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
摂
取
の
始
発

を
論
じ
た
。
歌
合
に
お
け
る
初
め
て
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
が
、
長
暦
二
年

九
月
十
三
日
権
大
納
言
師
房
歌
合
に
お
け
る
源
頼
実
の
歌
に
見
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
師
房
歌
合
を
介
す
こ
と
に
よ
り
、
歌
合
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』

摂
取
が
、
頼
実
か
ら
周
辺
歌
人
に
波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
第
二

節
は
「
禖
子
内
親
王
家
歌
合
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
摂
取
と
源
師
房
」
と

題
し
、
禖
子
内
親
王
家
歌
合
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
摂
取
が
、
家
司
・
源

師
房
の
関
与
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
初
期
の

『
源
氏
物
語
』
摂
取
に
お
け
る
村
上
源
氏
の
寄
与
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

第
三
節
は
「
九
月
十
三
夜
詠
の
誕
生
」
と
題
し
、九
月
十
三
夜
の
月
を
め
ぐ
っ

て
、『
源
氏
物
語
』
に
由
来
す
る
新
た
な
詠
歌
対
象
が
創
出
さ
れ
た
過
程
を

明
ら
か
に
し
た
。
第
四
節
は
「
源
国
信
と
「
源
氏
和
歌
集
」
―
『
源
中
納

言
懐
旧
百
首
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
題
し
、十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
「
源

氏
和
歌
集
」
成
立
の
可
能
性
を
示
し
た
。
ま
た
、
堀
河
朝
に
お
け
る
『
源
氏

物
語
』
享
受
を
考
え
る
際
、
村
上
源
氏
の
一
員
と
し
て
の
国
信
の
存
在
を
重

く
見
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。

西
鶴
中
期
浮
世
草
子
の
研
究

―
『
懐
硯
』『
新
可
笑
記
』
を
中
心
に
―

仲　
　
　

沙　

織

本
博
士
論
文
は
西
鶴
の
浮
世
草
子
執
筆
活
動
の
中
期
か
つ
多
作
期
の
作
品

を
対
象
と
し
た
。
こ
の
多
作
期
の
作
品
は
従
来
評
価
の
低
い
も
の
が
多
く
を

占
め
る
。
取
り
扱
っ
た
作
品
は
『
懐
硯
』（
貞
享
四
年
︿
一
六
八
七
﹀
序
）

と
『
新
可
笑
記
』（
元
禄
元
年
︿
一
六
八
八
﹀
一
一
月
刊
）
で
あ
る
。

『
懐
硯
』
は
半
僧
半
俗
の
伴
山
と
い
う
人
物
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
伴
山
が

見
聞
き
し
た
内
容
と
い
う
体
裁
を
と
る
作
品
で
あ
る
。
伴
山
の
役
割
や
存
在

意
義
な
ど
、『
懐
硯
』
全
体
に
関
し
て
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
雑
多

と
さ
れ
る
各
章
段
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
よ
く
論
じ
ら
れ
る
章
段
と
殆
ど
論

じ
ら
れ
な
い
章
段
と
い
う
差
が
あ
る
。
一
方
、『
新
可
笑
記
』
は
西
鶴
浮
世

草
子
の
中
で
も
最
底
辺
の
作
品
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
杉
本
好
伸

氏
と
広
嶋
進
氏
に
よ
る
基
礎
的
研
究
や
論
考
に
よ
り
、
そ
の
評
価
が
見
直
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
未
だ
章
段
全
体
の
読
解
が
示
さ
れ
て
い
な
い
章
段

は
多
い
。
さ
ら
に
、『
懐
硯
』
と
『
新
可
笑
記
』
は
西
鶴
の
政
治
批
判
が
指

摘
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
作
品
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
そ
れ
ら
の
再
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
な
読
解
を
提
示
す
る
。
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以
上
を
踏
ま
え
、
収
録
論
文
の
概
要
を
次
に
挙
げ
る
。「
第
一
章
『
懐
硯
』

の
研
究
」
第
一
節
「「
鞁
の
色
に
ま
よ
ふ
人
」
は
誰
か
―
『
懐
硯
』
巻
二
の

四
に
お
け
る
謡
曲
「
梅
枝
」
の
影
響
―
」
で
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
典
拠
、
中
将
姫
説
話
と
の
関
わ
り
を
再
考
察
し
、
そ
し
て
構
成
全
体
の

新
た
な
典
拠
と
し
て
謡
曲
「
梅
枝
」
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
巻
二
の

四
は
継
母
へ
の
執
心
に
迷
う
美
童
が
、
伴
山
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏

し
、
救
済
さ
れ
る
と
い
う
展
開
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
仏
教
思
想
を

基
に
し
た
物
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
「
狐
の
「
芸
尽
し
」
考
―
西
鶴
『
懐
硯
』
巻
二
の
五
を
め
ぐ
っ
て

―
」
で
は
、
狐
の
変
化
と
い
う
要
素
に
着
目
し
、
典
拠
と
し
て
浅
井
了
意
作

の
『
大
倭
二
十
四
孝
』「
二
の
宮
花
満
」
を
指
摘
し
た
。『
懐
硯
』
巻
二
の
五

は
狐
の
変
化
を
人
間
の
行
為
で
あ
る
「
芸
尽
し
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
狐
の
変
化
に
当
時
の
文
化
や
風
俗
を
反
映
さ

せ
た
点
に
は
西
鶴
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

「
第
二
章
『
新
可
笑
記
』
の
研
究
」
第
一
節
「『
新
可
笑
記
』
に
お
け
る
︿
眼
﹀

の
機
能
」
は
、『
新
可
笑
記
』
全
体
に
お
け
る
構
成
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
新
可
笑
記
』
に
お
け
る
︿
眼
﹀
の
機
能
に

着
目
し
、西
鶴
の
創
作
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、︿
眼
﹀
と
「
虚

実
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
序
文
と
︿
眼
﹀
の
機
能
の
関
連
を

指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
西
鶴
の
︿
眼
﹀
の
機
能
へ
の
関
心
と
描

写
の
工
夫
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
従
来
多
作
品
の
残
滓
の
寄
せ
集
め
で

あ
り
、
人
心
の
描
写
に
乏
し
い
と
さ
れ
た
『
新
可
笑
記
』
の
再
評
価
を
行
っ

た
。第

二
節
「『
新
可
笑
記
』
の
描
く
「
油
断
」
―
巻
五
の
二
「
見
れ
ば
正
銘

に
あ
ら
ず
」
考
―
」
で
は
、
伊
南
芳
通
『
続
太
平
記
貍
首
編
』
に
描
か
れ
る

赤
松
家
の
事
蹟
、
主
に
嘉
吉
の
変
に
関
わ
る
も
の
が
巻
五
の
二
の
全
体
の
素

材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
巻
五
の
二
は
そ
れ
ま
で
の

軍
書
や
教
訓
書
が
扱
っ
て
き
た
単
純
な
教
訓
と
は
異
な
り
、
油
断
の
性
質
に

よ
り
深
く
迫
っ
た
西
鶴
の
人
間
心
理
へ
の
関
心
や
、
描
写
の
工
夫
が
見
ら
れ

る
章
段
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
「「
執
心
」
へ
の
対
処
を
め
ぐ
る
物
語
―
『
新
可
笑
記
』
巻
四
の

一
「
舟
路
の
難
義
」
考
」
で
は
、
登
場
人
物
の
性
格
設
定
に
つ
い
て
詳
細
に

考
察
し
、
さ
ら
に
横
笛
物
語
や
謡
曲
「
角
田
川
」
と
い
う
先
行
文
学
作
品
の

利
用
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
巻
四
の
一
は
全
編
に
わ
た
っ
て
「
人
の
心
の
人

為
的
な
操
作
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
同
時
に
そ
の
難
し
さ

に
つ
い
て
も
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
四
節
「
偽
物
の
「
郭
巨
」
物
語
―
『
新
可
笑
記
』
巻
三
の
五
「
取
や
り

な
し
に
天
下
徳
政
」
考
―
」
で
は
、
巻
三
の
五
に
お
け
る
裁
決
の
役
割
や
、

作
中
で
も
登
場
す
る
『
二
十
四
孝
』「
郭
巨
」
の
利
用
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
。
ま
た
、
祇
園
祭
の
「
人
」
に
よ
っ
て
息
子
が
変
心
し
た
場
面
に
お
い
て
、

京
都
と
い
う
多
数
の
人
々
が
生
き
る
世
間
が
個
人
の
心
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
論
じ
た
。
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第
五
節
「
悲
劇
の
演
出
―
『
新
可
笑
記
』
巻
一
の
四
「
生
肝
は
妙
薬
の
よ

し
」
考
―
」
で
は
、
典
拠
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
阿
弥
陀
胸
割
』『
清
水
寺

利
生
物
語
』
や
、
懺
悔
を
描
い
た
先
行
作
品
で
あ
る
『
三
人
法
師
』、
そ
し

て
西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』
巻
二
の
二
「
旅
行
の
暮
の
僧
に
て
候
」
と
の
比

較
を
行
っ
た
。
ま
た
、
武
士
の
述
懐
に
は
環
境
に
よ
る
心
の
変
化
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
ま
た
巻
一
の
四
に
は
悲
劇
を
演
出
し
よ
う
と
す

る
西
鶴
の
意
図
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

以
上
７
本
の
論
考
に
よ
り
、
本
論
文
で
は
『
懐
硯
』
と
『
新
可
笑
記
』
の

各
章
段
に
つ
い
て
読
解
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、『
懐
硯
』『
新
可
笑
記
』
の

各
章
段
に
人
心
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。『
懐
硯
』
の

対
象
章
段
に
は
「
世
の
人
こ
ゝ
ろ
」
の
諸
相
が
、『
新
可
笑
記
』
で
は
人
心

の
あ
り
方
、
特
に
変
化
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
西
鶴
作
品
に
お
け
る
人

心
の
在
り
方
は
、
西
鶴
作
品
全
体
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
本
論
文

で
は
『
懐
硯
』『
新
可
笑
記
』
に
お
け
る
人
心
の
把
握
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
た
。
他
の
西
鶴
作
品
に
お
け
る
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

詩
的
原
理
と
し
て
の
言
語
内
翻
訳

―
高
橋
新
吉
論

松　

田　

正　

貴

戦
前
・
戦
中
期
の
日
本
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
、「
書
く
」
と
は
、
い
か

な
る
営
み
だ
っ
た
の
か
。
近
衛
内
閣
の
推
進
す
る
「
国
民
精
神
総
動
員
」
運

動
の
も
と
、
か
つ
て
の
前
衛
詩
人
た
ち
も
ま
た
「
挙
国
一
致
、
尽
忠
報
国
、

堅
忍
持
久
」
と
い
っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
力
に
抗
う
術
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

「
私
は
人
の
使
う
言
葉
で
も
っ
て
、
こ
ん
な
事
を
書
い
て
い
る
…
…
私
が
こ

ん
な
事
を
書
く
の
も
私
が
書
く
の
じ
ゃ
な
く
て
、
誰
か
が
私
に
書
か
せ
て
い

る
の
だ
と
し
か
思
え
な
い
」
と
書
い
た
高
橋
新
吉
（
一
九
〇
一
―
一
九
八
七
）

は
、
そ
の
よ
う
な
同
時
代
的
言
説
の
潮
流
を
敏
感
に
察
知
し
え
た
詩
人
の
一

人
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
何
も
い
う
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
構
え
を
崩
さ
な
か
っ
た
高
橋
の
テ
ク
ス
ト
に
着
目
し
、
そ
の
デ

ビ
ュ
ー
作
か
ら
最
晩
年
の
作
品
ま
で
を
、基
本
的
に
は
四
つ
の
時
代
―
「
ダ

ダ
の
時
代
」「
狂
気
の
時
代
」「
戦
争
の
時
代
」「
禅
の
時
代
」
―
に
区
分

し
た
上
で
、
そ
の
詩
的
構
え
が
各
時
代
の
支
配
的
な
言
説
と
関
わ
り
な
が
ら

方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
ダ
ダ
以
前
」
で
は
、
一
人
の
無
名
の
詩
人
が
「
ダ
ダ
新
吉
」
と
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し
て
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
た
。
一
九
二
〇
年
八
月

一
日
付
『
萬
朝
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
「
焔
を
か
か
ぐ
」
に
よ
っ
て
文
壇

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
高
橋
は
、
そ
の
公
表
の
お
よ
そ
二
週
間
後
に
同
紙
に

掲
載
さ
れ
た
ダ
ダ
イ
ズ
ム
関
連
の
記
事
に
触
発
さ
れ
、
自
ら
ダ
ダ
の
詩
を
書

き
、
や
が
て
「
ダ
ダ
の
詩
人
」
と
し
て
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一

章
で
は
、
当
時
の
『
萬
朝
報
』
に
見
ら
れ
る
デ
モ
、
テ
ロ
、
ダ
ダ
を
め
ぐ
る

言
説
を
手
が
か
り
に
、
高
橋
が
「
ダ
ダ
新
吉
」
と
し
て
自
ら
を
主
体
的
に
打

ち
だ
す
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
よ
っ
て
主
体
化
さ
れ
て
い
く
そ
の
二

重
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章
「
ダ
ダ
の
時
代
―
一
九
二
〇
年
代
」
で
は
、
小
説
『
ダ
ダ
』
に

お
い
て
高
橋
が
用
い
た
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
ダ
ダ
の
喧
伝
に

明
け
暮
れ
た
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
「
狂
躁
状
態
」
を
高
橋
は
一
人
称
の
語

り
で
表
出
し
よ
う
と
試
み
る
。
し
か
し
語
り
手
の
狂
気
の
強
度
が
増
す
に
つ

れ
、
語
り
の
人
称
が
不
安
定
に
な
り
、
や
が
て
「
第
四
人
称
」
と
い
う
超
越

的
な
視
点
が
導
入
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
視
点
は
、
新
し
い
領
域
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
て
開
か
れ
た
領
域
を
一
望
監
視
的

な
全
体
の
う
ち
に
治
め
よ
う
と
す
る
欲
望
と
も
結
び
つ
く
。
超
越
的
な
視
点

が
持
つ
こ
の
よ
う
な
両
義
性
は
、
そ
の
後
の
高
橋
の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
も
引

き
続
き
見
ら
れ
る
。

第
三
章
「
狂
気
の
時
代
―
一
九
三
〇
年
代
」
で
は
、
小
説
『
狂
人
』
に

見
ら
れ
る
語
り
の
仕
掛
け
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
検
閲
に
よ
る
文
言
の
削
除

と
い
う
外
的
な
要
因
に
よ
る
「
欠
如
」
も
、
高
橋
の
特
異
な
文
体
と
相
互
に

作
用
す
る
形
で
機
能
す
る
。
ま
た
『
狂
人
』
に
お
け
る
「
語
り
手
」
は
、
精

神
錯
乱
が
激
し
く
な
る
と
、「
語
り
」
を
放
棄
す
る
の
だ
が
、そ
の
よ
う
な
「
語

ら
な
い
語
り
」
の
効
果
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
。

第
四
章
「
戦
争
の
時
代
―
一
九
四
〇
年
代
前
半
」
で
は
、「
皿
の
詩
」

の
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
二
〇
年
初
出
時
の
も
の
と
一
九
四
三
年
出
版

の
詩
集
『
大
和
島
根
』
に
再
録
さ
れ
た
も
の
）
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
ダ
ダ

や
狂
気
の
時
代
に
お
け
る
高
橋
の
言
葉
が
、
戦
時
下
に
お
け
る
「
愛
国
詩
」

へ
と
そ
の
ま
ま
自
然
な
形
で
転
じ
て
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
詩
的
言
語

が
非
言
語
的
な
装
置
（
情
動
、
教
育
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
ラ
ジ
オ
放
送

な
ど
）
と
複
合
的
に
作
用
し
な
が
ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
効
力
を
発
揮
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
直
後
か
ら
「
言
語
に
対
す
る
不
信
感
」
を
抱
い
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、戦
時
下
に
お
い
て
「
国
家
の
言
語
」
に
隷
従
せ
ず
に
お
れ
な
か
っ

た
と
い
う
苦
い
思
い
を
、
高
橋
は
戦
後
し
ば
ら
く
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
第
五
章
「
戦
後
―
一
九
四
〇
年
代
後
半
」
で
は
、
民
主
主
義
文

学
復
興
の
風
潮
に
対
し
て
は
距
離
を
お
き
な
が
ら
、「
言
語
に
対
す
る
不
信

感
」
を
い
っ
そ
う
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
高
橋
の
詩
的
構
え
に
つ
い
て
検

証
し
た
。
も
ち
ろ
ん
敗
戦
直
後
の
「
荒
地
」
に
お
い
て
、「
言
語
に
対
す
る

不
信
感
」
を
実
存
の
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
文
学
者
た
ち
は
他
に
も

い
た
。
戦
後
の
「
荒
地
」
に
お
い
て
「
言
語
に
対
す
る
不
信
感
」
と
向
き
合
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わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
詩
人
た
ち
―
鮎
川
信
夫
、
田
村
隆
一
、
黒
田
三
郎

を
中
心
に
―
の
言
語
観
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
形
で
、
戦
後
に
お
け
る
高
橋

の
詩
的
構
え
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
こ
に
「
戦
後
責
任
」
に
対
す
る
高
橋
の

立
場
を
読
み
取
っ
た
。

終
章
「
禅
の
時
代
―
一
九
五
〇
年
代
以
後
」
で
は
、「
翻
訳
」
と
い
う

概
念
に
着
目
し
な
が
ら
、
高
橋
の
詩
的
言
語
に
見
ら
れ
る
特
異
性
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。「
何
も
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
高
橋
の
詩
的
構
え
は
、
や

が
て
禅
の
「
不
立
文
字
」
と
接
続
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
高
橋
の
「
語
ら
な
い

語
り
」
が
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
、
高
橋
の
詩
が
「
禅

の
詩
」
と
し
て
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
欧
米
で
も
紹
介
さ
れ
る
。
ル
シ
ア
ン
・

ス
ト
ラ
イ
ク
お
よ
び
池
本
喬
に
よ
る
英
訳
が
き
っ
か
け
と
な
り
、高
橋
は「
禅

詩
人
（
ゼ
ン
・
ポ
エ
ト
）」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
再
び
衆
目
を
集
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
、
池
本
に
よ
っ
て
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
高
橋

の
詩
を
「
翻
訳
」
と
い
う
原
理
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
読
み
解
く
こ
と
で
、

改
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
詩
に
見
ら
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
、
つ
ま
り
高
橋
の
詩
に

見
ら
れ
る
「
言
語
内
翻
訳
」
の
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
書
く
こ
と
」

に
抗
い
な
が
ら
書
き
、
自
ら
書
い
た
も
の
を
常
に
語
り
直
し
続
け
る
と
い
う

絶
え
間
な
い
「
言
語
内
翻
訳
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
一
つ
と

捉
え
る
な
ら
、高
橋
新
吉
の
言
葉
を
部
分
的
に
読
み
解
く
だ
け
で
な
く
、個
々

の
作
品
を
横
断
的
に
「
読
む
」
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
本
論
文
に
お
け
る
各

章
の
議
論
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
読
み
」
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。

北
村
季
吟
の
古
典
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究宮　

川　

真　

弥

北
村
季
吟
（
一
六
二
五
―
一
七
〇
五
）
は
近
世
前
期
の
古
典
学
者
で
あ
り
、

『
湖
月
抄
』
や
『
春
曙
抄
』
な
ど
の
著
名
な
注
釈
書
を
公
刊
し
た
人
物
で
あ
る
。

季
吟
の
注
釈
書
は
近
世
期
を
通
じ
て
、
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
広
く
流
布
し

て
お
り
、
古
典
本
文
の
流
布
本
の
地
位
を
占
め
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
前
掲

二
著
は
ま
さ
に
そ
れ
に
該
当
し
、
賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
の
よ
う
な
国
学
者

も
、
季
吟
の
注
釈
書
に
多
数
の
書
き
入
れ
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
季
吟
の
古
典
学
の
結
実
で
あ
る
注
釈
書
が
、
近
世
期
か

ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
長
期
間
、
京
都
・
江
戸
か
ら
地
方
ま
で
の
広
範
囲

に
流
布
し
、
後
世
の
古
典
理
解
の
基
礎
と
な
っ
た
点
に
大
き
な
価
値
を
見
出

さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
季
吟
の
注
釈
書
に
関
し
て
は
、
流
布
の
広
さ
ゆ
え
に
公
刊
物
に
注

目
が
向
か
い
、
写
本
類
や
季
吟
が
記
し
た
秘
説
や
家
伝
の
説
と
い
う
べ
き
伝

授
書
に
つ
い
て
の
検
討
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
季
吟
の
公
刊
物
に
つ
い
て

も
そ
の
享
受
層
の
広
範
性
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
内
容
に
つ
い
て
は
先
行
す

る
諸
注
釈
書
を
要
領
よ
く
集
成
し
た
だ
け
の
も
の
と
さ
れ
、
さ
ほ
ど
評
価
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
板
本
に
加
え
、
写
本
や
伝
授
書
の
検
討
も
行
い
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
、
従
前
の
季
吟
像
の
克
服
を
目
指
し
た
。

従
来
検
討
不
十
分
の
資
料
を
検
討
対
象
の
中
心
に
据
え
、
書
誌
学
的
研
究

を
軸
と
し
て
、
注
釈
書
生
成
の
方
法
論
と
場
と
を
考
究
す
る
こ
と
が
、
本
稿

の
各
章
に
は
通
底
し
て
い
る
。

第
一
部
で
は
主
と
し
て
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
を
対
象
と
し
、
注
釈
書

の
生
成
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
以
下
、『
春
曙
抄
』
と
称
す
る
）
は
、
明

治
に
至
る
ま
で
複
数
の
書
肆
に
よ
っ
て
た
び
た
び
刷
行
さ
れ
、『
枕
草
子
』

の
流
布
本
的
位
置
を
占
め
た
注
釈
書
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
主
と
し
て
匡
郭
縦
寸
と
本
文
異
同
と
の
比
較
調
査
に
よ
り
、

『
春
曙
抄
』
の
諸
本
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
覆

刻
が
行
わ
れ
た
経
緯
や
、
書
肆
間
で
の
板
木
の
移
動
の
様
相
、
及
び
、
各
書

肆
の
板
木
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
ま
た
、
本
文
異
同
と
匡
郭

高
の
比
較
に
よ
っ
て
、
原
版
と
覆
刻
版
と
が
存
在
し
、
後
に
入
り
混
ぜ
ら
れ

て
刷
行
さ
れ
る
た
め
に
混
態
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
、『
春
曙
抄
』
の
漢
籍
関
連
注
記
全
体
を
見
渡
し
、
漢
籍
関

連
注
記
に
お
け
る
『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
両
類
書
の
利
用
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
修
訂
の
持
つ
意
味
と
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
う
る
諸
事
象
と
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

第
三
章
で
は
、『
徒
然
草
文
段
抄
』
所
引
『
枕
草
子
』
を
手
が
か
り
に
、『
春

曙
抄
』
の
本
文
作
成
の
過
程
に
迫
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
従
来
検
討
不
十
分
の
写
本
を
中
心
に
季
吟
の
源
氏
学
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

第
一
章
で
は
、
従
来
、
北
村
季
吟
が
師
の
箕
形
如
庵
の
講
釈
を
記
し
た
も

の
で
あ
り
、『
湖
月
抄
』
以
前
に
成
立
し
、『
湖
月
抄
』
に
影
響
を
与
え
た
季

吟
自
筆
草
稿
と
さ
れ
て
き
た
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
打
聞
』（
以
下
、『
打

聞
』
と
称
す
る
）
が
、
季
吟
の
影
響
下
で
『
湖
月
抄
』
に
対
し
て
施
注
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、『
湖
月
抄
』
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、季
吟
の
孫
・

季
任
の
筆
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

季
任
筆
で
あ
る
『
打
聞
』
の
施
注
対
象
が
板
本
『
湖
月
抄
』
で
あ
っ
た
こ

と
と
、『
打
聞
』
紙
背
文
書
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
の
施
注
対
象
が
板
本
『
伊

勢
物
語
拾
穂
抄
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
季
吟
の
跡
を
継
ぎ
、
歌
学
方
と
な
っ

た
湖
元
が
季
吟
書
入
板
本
『
大
和
物
語
抄
』
を
保
管
し
、
柳
沢
吉
里
に
伝
え

て
い
た
こ
と
と
併
せ
て
示
唆
的
で
あ
る
。
彼
ら
の
注
釈
活
動
の
対
象
が
既
に

古
典
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
季
吟
注
へ
と
移
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

こ
れ
は
季
吟
の
注
釈
活
動
や
、
湖
春
が
『
教
端
抄
』
に
お
い
て
注
釈
の
対
象

と
し
た
も
の
が
『
古
今
集
』
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
好
対
照
を
な
す
こ

と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
、
季
吟
の
奥
書
が
み
え
る
『
源
語
秘
訣
』
の
諸
本
調
査
を
行

い
、
奥
書
か
ら
季
吟
の
源
氏
学
の
師
・
箕
形
如
庵
が
古
活
字
版
『
徒
然
草
寿

命
院
抄
』
の
開
版
者
「
如
庵
宗
乾
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
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季
吟
と
そ
の
父
祖
の
交
流
圏
に
つ
い
て
述
べ
た
。

第
三
章
で
は
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
微
意
』
の
分
析
を
中
心

に
、
季
吟
の
源
氏
学
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
検
討
し
た
。

末
尾
に
附
章
と
し
て
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
微
意
』
の
翻
刻

を
掲
載
し
た
。

批
評
家
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神

同
時
代
の
作
家
や
知
識
人
と
の
交
流
の
中
で

津　

田　

雅　

之

エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
は
、
修
辞
学
の
連
続
性
を
論

じ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
は
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
１
９
３
０
年
前
半
に
か
け
て
、
そ
し

て
、
第
二
次
大
戦
後
の
約
10
年
間
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
文
芸
批
評
を
寄
稿

し
て
い
た
。戦
間
期
の
批
評
が
対
象
と
し
た
の
は
、当
時
の
現
代
文
学
で
あ
っ

た
。
彼
の
文
芸
批
評
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
研
究
史
に
お
い
て
も
有
名
な

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
作
家
を
専
門
的
に
研
究
す
る
者
を
除
い
て
は
、

ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
批
評
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

本
論
文
が
目
指
す
の
は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
批
評
を
通
じ
て
、
彼
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
空
間
的
に
拡
大
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
間

期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
作
家
や

知
識
人
が
多
く
い
た
。本
論
文
は
、こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
を
ク
ル
テ
ィ

ウ
ス
が
論
じ
た
批
評
や
彼
ら
と
の
交
友
を
対
象
と
し
た
。
最
終
章
で
は
、
彼

の
批
評
と
主
著
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。

第
１
章
で
は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
批
評
活
動
全
体
を
概
観
し
、
文
献
学
者

と
い
う
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
章
で
は
、

処
女
作
『
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
開
拓
者
達
』、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
時
代
の

批
評
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
批
評
、
１
９
３
０
年
代
前
半
の
批
評
、
第

二
次
大
戦
後
の
批
評
と
い
う
五
つ
の
節
に
分
け
て
、
彼
の
仕
事
の
流
れ
を

追
っ
た
。

第
２
章
で
は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
関
係
を
考
察
し
た
。

ロ
ラ
ン
が
青
年
時
代
に
遊
学
し
た
ロ
ー
マ
は
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
終
着
点
で
あ

り
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
の
核
心
を
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

物
語
の
舞
台
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
移
動
す
る
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』

で
も
ロ
ー
マ
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。ま
た
、ロ
ラ
ン
論
で
ク
ル
テ
ィ

ウ
ス
は
こ
の
大
河
を
三
度
言
及
し
、
主
著
に
お
い
て
も
ラ
イ
ン
河
は
登
場
す

る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
共
産
主
義
に
共
感
す
る
ロ
ラ
ン
と
ク
ル
テ
ィ
ウ

ス
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
お
け
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
領
域
に
は
ス
ラ
ヴ
語
圏
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
。

ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
、『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
周
辺
の
作
家
達
と
の

友
情
は
、
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
第
３
章
で
は
、
彼
と
ジ
ッ
ド
、
ポ
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ン
テ
ィ
ニ
ー
の
旬
日
会
、
ア
リ
ー
ヌ
・
マ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
サ
ロ
ン
、
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
と
ジ
ッ
ド
の
往
復
書
簡
を
論
じ
た
。
ま
ず
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
が

ジ
ッ
ド
論
で
、
ジ
ッ
ド
の
熱
心
な
外
国
文
学
受
容
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
た
。
次
に
、
ポ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
旬
日
会
の
国
際
性
は
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
と
、
そ
の
反
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
的
傾
向
は
主
著
で
展
開
さ

れ
る
方
法
論
と
関
連
し
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
社
交
的
伝
統
の
礼

賛
は
こ
の
頃
の
フ
ラ
ン
ス
寄
り
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
た
。
続
い
て
、

ア
リ
ー
ヌ
・
マ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
サ
ロ
ン
の
多
文
化
性
を
論
じ
た
。
最
後

に
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
と
ジ
ッ
ド
の
往
復
書
簡
を
通
じ
て
、
独
仏
間
の
緊
張
関

係
や
知
的
関
心
の
変
化
を
検
討
し
た
。

第
４
章
で
は
、ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
論
を
分
析
し
た
。
第
１
節
で
は
、ゲ
ー

テ
論
で
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
が
伝
統
の
継
承
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
第
２
節
で
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、

ド
イ
ツ
系
、
ラ
テ
ン
系
、
ス
ラ
ヴ
系
か
ら
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
立
脚
し
て

い
た
こ
と
を
見
た
。
第
３
節
で
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

が
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
神
秘
主
義
的
側
面
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

第
４
節
で
は
、
追
悼
文
か
ら
、
保
守
革
命
を
説
く
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
を
精

神
的
指
導
者
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ロ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ホ

フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
が
共
感
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
た
。
第

５
節
で
は
、
批
評
「
ゲ
オ
ル
ゲ
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
カ
ル
デ
ロ
ン
」
に

は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
文
化
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
示
さ

れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
第
６
節
で
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
の
差
異
で

あ
る
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
ス
ラ
ヴ
圏
の
文
化
へ
の
無
関
心
に
目
を
向
け
た
。

第
５
章
で
は
、
オ
ル
テ
ガ
と
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
関
係
を
扱
っ
た
。
二
人
は
、

若
い
頃
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
外
国
の
現
代
文
化
の
紹
介
に
努
め
た
が
、
後

期
の
仕
事
は
古
い
時
代
の
文
化
を
論
じ
た
も
の
が
多
い
。
本
論
文
で
は
、
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
の
オ
ル
テ
ガ
論
を
起
点
と
し
て
、
彼
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
が
そ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
形
成
に
お
い
て
何
を
意
味
し
た
の
か
検
討
し
た
。
さ

ら
に
、
彼
の
オ
ル
テ
ガ
論
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
は
距
離
を
置
い
た
活
動

を
行
っ
て
い
た
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
と
オ
ル
テ
ガ
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
批
評

の
原
理
が
存
在
し
た
の
か
考
え
た
。
最
後
に
、
彼
ら
の
間
の
書
簡
に
着
目
す

る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
好
奇
心
の
変
化
を
辿
っ
た
。

第
６
章
で
は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
批
評
と
主
著
の
関
係
を
論
じ
た
。
こ
の

章
で
は
、
ま
ず
、
修
辞
学
の
伝
統
が
語
ら
れ
て
い
る
主
著
の
概
略
を
述
べ
た
。

次
に
、
第
２
章
か
ら
第
５
章
で
扱
っ
た
四
人
の
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達

や
彼
ら
を
扱
っ
た
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
批
評
と
主
著
の
関
係
を
分
析
し
た
。
続

け
て
、
こ
の
四
人
以
外
の
同
時
代
人
を
論
じ
た
批
評
と
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学

と
ラ
テ
ン
中
世
』
の
関
係
に
目
を
向
け
た
。
こ
の
四
人
の
中
に
は
、
ジ
ッ
ド

や
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
よ
う
に
主
著
の
内
容
と
深
く
関
連
す
る
者
も
い
れ

ば
、
そ
れ
ほ
ど
接
点
の
な
い
者
も
い
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
が
批
評
で
扱
っ
た
同
時
代
人
に
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
よ
う
に
歴

史
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
意
識
が
強
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
主
著
と
密
接
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に
繋
が
り
が
あ
る
者
が
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
し
た

教
室
外
の
日
本
語
学
習
の
理
論
構
築

欧　
　
　

麗　

賢

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
と
普
及
に
伴
い
、
言
語
学
習
の
環
境
や
言
語
学
習
者
の
行

動
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
で
、
言
語
教
育
に
お
い

て
、
学
習
者
が
自
律
的
に
行
う
教
室
外
学
習
が
ま
す
ま
す
関
心
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
本
論
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
し
た

教
室
外
の
日
本
語
学
習
に
焦
点
を
当
て
、
修
正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ト
・
セ
オ

リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（M

-GT
A

）
と
い
う
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
現

象
に
存
在
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
し
た
教
室
外
の

日
本
語
学
習
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
経
緯
を
述
べ
た
。

第
二
章
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
と
普
及
の
歴
史
を
整
理
し
、
言
語

教
育
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
用
の
歴
史
お
よ
び
言
語
学
習
者
の
変
化

を
示
し
た
。

第
三
章
で
は
、「
教
室
外
学
習
」
と
い
う
用
語
の
定
義
を
明
確
に
し
た
上
で
、

国
境
を
越
え
た
移
動
に
よ
る
学
習
機
会
の
利
用
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
通
し

た
学
習
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
学
習
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
教
室
外

の
言
語
学
習
の
研
究
を
概
観
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
教
室
外
の

言
語
学
習
で
は
、
特
定
の
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
過
程
を
描
く
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

お
よ
び
理
論
検
証
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
研
究
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
教
室
外
学
習
が
行
わ
れ
る
文
脈
を
考
慮

し
、
学
習
過
程
を
動
的
に
説
明
で
き
る
理
論
を
生
成
す
る
こ
と
を
研
究
目
的

と
し
た
。

第
四
章
で
は
、
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
中
国
の
A
大
学
の
日
本

語
学
科
の
大
学
生
を
対
象
と
し
、
彼
ら
が
①
ど
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
②
ど
の
よ
う
な
要
因
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
を
継
続
的
に
利
用
で
き
た
の
か
、

③
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
の
利

用
を
や
め
た
の
か
、
と
い
う
３
つ
の
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
設
定
し
た
。

第
五
章
で
は
、
本
論
文
の
方
法
論
の
前
提
で
あ
る
質
的
研
究
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
そ
し
て
、
本
論
文
の
研
究
方
法
で
あ
るM

-GT
A

の
ベ
ー
ス
と
な

る
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ト
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（GT

A

）
に
つ
い
て
詳

述
し
た
。
そ
の
上
で
、M

-GT
A

とGT
A

の
相
違
点
を
説
明
し
、
本
研
究
で

M
-GT

A

を
採
用
す
る
理
由
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
本
研
究
の
調
査
実
施
の

詳
細
を
述
べ
、M

-GT
A

に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
の
手
順
を
示
し
た
。

第
六
章
で
は
、
中
国
の
日
本
語
学
科
の
大
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
イ
ン
タ
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ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、M

-GT
A

に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
提

示
し
た
。
分
析
に
よ
っ
て
、
教
室
外
の
日
本
語
学
習
で
は
、
学
習
者
は
学
習

方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
情
報
の
入
手
を
は
じ
め
、
学
習
方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
選

択
、
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
と
い
う
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
た
り
、
学
習
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
を
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
学
習

方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
情
報
を
入
手
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、︻
大
学
入
学
前
の
日

本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
接
触
経
験
︼、︻
日
本
語
環
境
に
対
す
る
認

識
︼、︻
学
習
方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
情
報
の
入
手
︼
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
学
習
方
法
と
リ
ソ
ー
ス
を
選
択
す
る
プ
ロ

セ
ス
は
、︻
リ
ソ
ー
ス
の
使
い
や
す
さ
に
よ
る
選
択
︼、︻
自
分
の
好
み
に
合

わ
せ
た
選
択
︼、︻
自
分
の
日
本
語
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
選
択
︼、︻
自
分
の

日
本
語
学
習
の
目
的
に
合
わ
せ
た
選
択
︼
の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
生
成

さ
れ
た
。
最
後
に
、
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、︻
状
況
の
変
化

に
合
わ
せ
た
利
用
方
法
の
調
整
︼、︻
学
習
目
的
、
日
本
語
能
力
の
変
化
に
合

わ
せ
た
学
習
方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
変
化
︼
の
２
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
。
以
上
に
挙
げ
た
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
教
室
外
学
習
を
行
い
続
け
た
学
習
者
が
い
る
の
に
対
し
、
学
習
を
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
に
、
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
を
や
め
て
し
ま
っ
た
学
習

者
が
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

第
七
章
で
は
、
第
六
章
の
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
分
析
結
果
を

構
成
す
る
概
念
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
関
連
性
を
示
す
概
念
結
果
図
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
書
い
た
。

第
八
章
の
考
察
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
し
た
教

室
外
の
日
本
語
学
習
で
は
、
学
習
方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
情
報
の
入
手
、
学
習

方
法
と
リ
ソ
ー
ス
の
選
択
、
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
の
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
在

し
て
お
り
、
こ
の
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
関
連

し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
リ
ソ
ー
ス
を
継
続
的

に
利
用
で
き
る
学
習
者
は
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
各
段
階

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
能
力
を
持
っ
て
い
る
学
習
者
で
あ
る
。
ま
た
、

学
習
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
過
程
は
、
学
習
者
の
過
去
の
経
験
、
学
習
者
と

接
触
し
た
人
々
や
日
本
語
授
業
で
の
関
わ
り
と
い
う
社
会
的
要
因
か
ら
影
響

を
受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
学
習
者
の
個
人
の
好
み
や
関
心
、
娯
楽
な
ど
の

要
因
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。

第
九
章
で
は
、
本
論
文
の
課
題
を
取
り
上
げ
た
。
本
論
文
で
構
築
し
た
理

論
は
、
調
査
協
力
者
の
お
か
れ
た
文
脈
に
依
存
し
て
お
り
、
応
用
の
範
囲
が

限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
将
来
的
に
、
研
究
対
象
を
非
日
本
語

専
攻
の
大
学
生
へ
、
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
国
の
他
大
学
ま
で
広
げ
、
よ
り

広
い
現
象
を
説
明
で
き
る
理
論
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
日
本
人
日
本
語
教
師
の
学
び
と

そ
の
学
び
を
も
た
ら
し
た
要
因

―
タ
イ
の
大
学
で
教
え
る
教
師
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
―

大
河
内　
　
　

瞳

本
研
究
は
、
タ
イ
の
大
学
で
教
え
る
日
本
人
日
本
語
教
師
が
、
所
属
す
る

大
学
内
に
創
り
出
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
何
を
学
び
、
そ
の
学
び
は

ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

本
論
文
は
12
の
章
か
ら
な
る
。
こ
の
12
の
章
は
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分

け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
第
１
章　

研
究
の
出
発
点
」
で
、
研
究
を
始
め

る
に
至
っ
た
私
自
身
の
経
験
を
ま
と
め
た
。

二
つ
目
は
、
第
２
章
か
ら
第
６
章
ま
で
の
理
論
部
分
で
あ
る
。「
第
２
章　

同
僚
性
に
関
す
る
研
究
」
で
は
、
同
僚
性
に
関
す
る
研
究
の
発
展
と
批
判
を

整
理
し
、
同
僚
性
の
概
念
に
続
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
概
観
し
た
。

「
第
３
章　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
を
、
用

語
と
定
義
、
構
成
要
素
、
意
義
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
概
観
し
た
。
本
研

究
で
は
、H

ord

（1997

）
等
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

構
成
す
る
要
素
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
学
習
者
の

学
び
の
成
果
を
測
る
道
具
と
し
て
の
役
割
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参

加
す
る
人
々
の
意
味
の
探
求
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
味
の
探
求
と
い
う
意
義

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
第
４
章　

教
師
の
学
び
に
関
す
る
研
究
」
で
は
、
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
究
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
教
師
の
学
び
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

師
の
学
び
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
教
師
の
学
び
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
生
起
す
る
能
力
の
構
築
と
し
て
捉
え
直
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
教
師
の
学
び
が
近
年
注
目
さ
れ
る
理
由
を
、
知
識
社
会
へ
の
移

行
と
い
っ
た
社
会
か
ら
の
要
請
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
発
展
、
教
師
を
生
き

る
と
い
う
営
み
が
内
包
す
る
も
の
と
い
う
３
点
か
ら
ま
と
め
た
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、「
第
５
章　

本
研
究
の
立
場
」
で
、
本

研
究
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
学
び
の
概
念
を
定
義
し
、
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
を
提
示
し
た
。
本
研
究
の
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
、
１
）
協

力
者
で
あ
る
教
師
は
所
属
す
る
大
学
内
に
創
り
出
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

何
を
学
ん
で
い
る
の
か
、
２
）
そ
の
学
び
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
、
の
二
つ
で
あ
る
。「
第
６
章　

日
本
語
教
育
に
お

け
る
教
師
研
究
」
で
は
、
日
本
語
教
育
分
野
の
教
師
研
究
を
概
観
し
、
日
本

語
教
師
研
究
に
お
け
る
本
研
究
の
位
置
づ
け
と
意
義
を
述
べ
た
。

三
つ
目
は
、
実
際
に
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。
こ
れ
は
、
第
７

章
か
ら
第
11
章
ま
で
の
５
章
か
ら
な
る
。
ま
ず
、「
第
７
章　

研
究
方
法
」
で
、
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本
研
究
で
採
用
し
た
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
つ
い
て
述
べ
た
。
続
い
て
、「
第

８
章　

研
究
概
要
」
で
、
研
究
の
協
力
者
選
び
、
デ
ー
タ
収
集
方
法
、
分
析

方
法
、
さ
ら
に
ケ
ー
ス
で
用
い
る
記
号
に
つ
い
て
整
理
し
た
。「
第
９
章　

吉
田
さ
ん
の
ケ
ー
ス
」
と
「
第
10
章　

上
山
さ
ん
の
ケ
ー
ス
」
で
は
、
本
研

究
に
協
力
し
て
く
れ
た
吉
田
さ
ん
と
上
山
さ
ん
の
学
び
と
そ
の
学
び
を
も
た

ら
し
た
要
因
を
詳
述
し
た
。
吉
田
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
、
吉
田
さ
ん
が
五
つ

の
場
で
学
び
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
、
上
山
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
は
、
上
山

さ
ん
が
六
つ
の
場
で
学
び
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
学
び
の
要
因
を
分
析
し
た
。

「
第
11
章　

吉
田
さ
ん
と
上
山
さ
ん
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」

は
本
研
究
の
考
察
部
分
で
、
吉
田
さ
ん
と
上
山
さ
ん
の
ケ
ー
ス
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
教
師
の
学
び
の
様
相
と
、
教
師
の
学
び
を
も
た
ら
す
要
因
を
ま
と

め
た
。
各
ケ
ー
ス
で
明
ら
か
に
な
っ
た
２
人
の
学
び
と
そ
の
学
び
を
も
た
ら

し
た
要
因
を
踏
ま
え
て
、２
人
の
学
び
を
個
人
に
関
わ
る
能
力
構
築
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
実
践
に
関
わ
る
能
力
構
築
、
組
織
の
実
践
に
関
わ
る
能
力
構
築
と

い
う
三
層
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
、
２
人
の
共
通
点
と
相
違
点
を
探
求
し
た
。

ま
た
、
２
人
の
共
通
点
と
相
違
点
の
探
求
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
究
に
欠
け
た
二
つ
の
視
点
が
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
吉
田

さ
ん
と
上
山
さ
ん
の
過
去
の
経
験
と
未
来
へ
の
思
い
、
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

外
で
の
経
験
で
あ
り
２
人
の
学
び
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
２
つ

の
視
点
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
関
心
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
教
師
の
学
び
の
様
相
と
そ
の
学
び
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
明

ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
に
欠
け
た
視
点

を
指
摘
し
た
。

四
つ
目
は
、「
第
12
章　

研
究
の
現
在
地
」
で
あ
る
。
最
終
章
と
な
る
こ

の
章
で
は
、
本
論
文
の
ま
と
め
と
研
究
の
課
題
を
述
べ
た
。
ま
た
、
一
つ
の

研
究
を
終
え
た
私
自
身
の
ま
と
め
を
記
し
た
。

自
然
習
得
者
に
み
ら
れ
る
中
間
言
語
的
特
徴
の
定
着
化
に
関

す
る
研
究

小
田
（
武
藤
）　

佐
智
子

本
論
文
は
、
非
母
語
話
者
が
使
用
す
る
目
標
言
語
母
語
話
者
と
異
な
る
独

自
の
言
語
的
特
徴
（
本
論
文
中
で
は
中
間
言
語
的
特
徴
と
呼
ぶ
）
の
記
述
を

通
し
て
、
第
二
言
語
習
得
に
お
け
る
中
間
言
語
的
特
徴
の
定
着
化
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
日
本
語
習
得
を
開
始
し
て
10
年
程
度
経
過
し
た
自
然
習
得

者
４
名
の
自
然
談
話
デ
ー
タ
を
分
析
の
中
心
と
し
た
。
分
析
で
は
、
特
に
顕

著
に
見
ら
れ
た
中
間
言
語
的
特
徴
に
焦
点
を
当
て
、
項
目
ご
と
に
分
析
考
察

を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
否
定
表
現
（
第
４
章
）、
連
体
修
飾
表
現
（
第

５
章
）、
従
属
節
に
お
け
る
断
定
詞
（
第
６
章
）、
格
助
詞
（
第
７
章
）
を
取
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り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
自
然
習
得
者
の

言
語
運
用
の
傾
向
は
、（
１
）
～
（
３
）
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）　

形
態
構
造
の
一
部
簡
略
化
：
複
雑
な
形
態
規
則
を
簡
略
化
し
、
活

用
な
ど
の
処
理
が
少
な
い
中
間
言
語
的
特
徴
や
規
則
を
採
用
す
る

（
動
詞
の
活
用
形
の
混
同
、「
動
詞
／
イ
形
容
詞
＋
じ
ゃ
な
い
」、

タ
形
、
テ
形
の
欠
如
（
第
４
章
））

（
２
）　

意
味
の
優
先
：
統
語
構
造
の
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
意
味

伝
達
上
問
題
が
生
じ
な
い
場
合
、
意
味
を
優
先
し
て
中
間
言
語
的

特
徴
を
使
用
す
る
（
連
体
修
飾
表
現
（
第
５
章
）、
従
属
節
に
お

け
る
断
定
詞
（
第
６
章
））。

（
３
）　

意
味
の
希
薄
化
：
特
定
の
形
式
が
持
つ
意
味
機
能
を
希
薄
化
さ
せ
、

広
範
囲
に
使
用
で
き
る
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
使
用
す
る
（
格
助
詞

（
第
７
章
））。

こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
る
と
、
自
然
習
得
者
の
日
本
語
運
用
は
、
統
語
的
、

意
味
的
ル
ー
ル
が
簡
略
化
（Sim

plification

）
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

総
合
考
察
で
は
、
簡
略
化
し
た
中
間
言
語
体
系
が
定
着
化
し
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
言
語
内
／
言
語
外
的
要
因
か
ら
検
討
し
た
。

簡
略
化
し
た
中
間
言
語
的
特
徴
の
定
着
化
は
、
活
用
な
ど
の
形
態
統
語

ル
ー
ル
や
意
味
と
形
式
と
の
対
応
関
係
が
複
雑
で
あ
る
項
目
に
出
現
す
る
こ

と
、
否
定
表
現
の
名
詞
の
よ
う
に
形
式
処
理
の
手
続
き
が
簡
単
な
も
の
や
、

格
助
詞
「
カ
ラ
」「
マ
デ
」
の
よ
う
に
意
味
と
形
式
の
対
応
が
一
対
一
の
関

係
に
近
く
、
分
析
が
容
易
で
あ
る
項
目
で
は
定
着
化
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
複
雑
な
形
式
処
理
を
簡
略
化
す
る
こ
と
で
、
言
語
処
理
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、「
聞
き
手
に
伝
え
る
内
容
を
考
え
る
概
念
処
理
」
と
、

「
使
用
す
る
言
語
の
文
法
的
な
形
式
処
理
」
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
言
語
処
理
を
行
う
領
域
が
大
き
く
二

分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
重
要
と
な
る
「
聞
き
手

に
ど
の
よ
う
に
内
容
を
伝
え
る
か
」、「
聞
き
手
に
い
か
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
か
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
概
念
処
理
に
対
す
る
比
重
を

高
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
法
的
ル
ー
ル
や
形
式
選
択
を
簡
略
化
す
る
こ
と

で
形
式
処
理
に
割
く
注
意
の
比
率
を
減
ら
し
、
概
念
処
理
に
使
用
で
き
る
注

意
を
高
め
よ
う
と
す
る
働
き
が
、
簡
略
化
し
た
中
間
言
語
的
特
徴
を
定
着
化

さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

言
語
外
的
要
因
は
、
目
標
言
語
社
会
と
の
接
触
頻
度
と
イ
ン
タ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
の
在
り
方
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
自
然
習
得
者
の
中
で
も
、
母
語
話

者
と
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
機
会
が
多
く
、
日
本
語
以
外
の
言
語
使
用

が
許
容
さ
れ
な
い
自
然
習
得
者
と
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
機
会
が
限
定
的

な
自
然
習
得
者
と
で
は
、
中
間
言
語
的
特
徴
の
定
着
化
の
度
合
い
が
異
な
っ

て
お
り
、
自
然
習
得
者
と
い
う
属
性
の
中
で
の
個
別
性
が
際
立
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
前
者
の
自
然
習
得
者
の
場
合
、
後
者
の
自
然
習
得
者
に
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比
べ
、
定
着
化
し
た
中
間
言
語
的
特
徴
は
少
な
く
、
母
語
話
者
の
言
語
規
則

に
近
い
言
語
運
用
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
形

式
の
抽
出
、
意
味
を
分
析
す
る
た
め
の
日
本
語
デ
ー
タ
が
豊
富
に
確
保
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
精
緻
化
さ
れ
た
分
析
が
実
現
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
機
会
が
少
な
い
自
然
習
得
者
の
場

合
、
分
析
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
を
得
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
抽
出
し
や
す

い
形
式
や
意
味
が
理
解
し
や
す
い
項
目
は
習
得
に
至
る
が
、
複
雑
な
統
語
的
、

意
味
的
ル
ー
ル
の
分
析
に
ま
で
発
展
せ
ず
、
中
間
言
語
的
特
徴
が
定
着
化
し

た
と
言
え
る
。
ま
た
、
自
然
習
得
者
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
場
面
が
多
く
、
接
触
場
面
に
お
い
て
文
法
や

発
音
な
ど
の
言
語
能
力
に
対
す
る
指
摘
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ

を
滞
ら
せ
、
関
係
を
悪
く
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

の
相
手
も
発
話
内
容
の
大
体
が
理
解
で
き
れ
ば
、
訂
正
や
修
正
を
適
宜
行
う

こ
と
は
し
な
い
。
中
間
言
語
的
特
徴
に
対
す
る
否
定
的
反
応
が
得
ら
れ
に
く

い
こ
と
が
、
定
着
化
を
促
す
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

友
人
同
士
の
自
由
会
話
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー

―
同
性
間
の
会
話
か
ら
み
る
日
韓
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―

張　
　
　

允　

娥

本
研
究
は
、
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
相
互
行
為
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
捉
え
、
日

韓
の
親
し
い
間
柄
の
女
性
同
士
と
男
性
同
士
の
日
常
的
な
自
由
会
話
（
日
韓

そ
れ
ぞ
れ
男
性
４
組
、
女
性
４
組
、
計
16
組
の
会
話
）
で
い
か
な
る
行
為
が

親
密
な
関
係
を
構
築
す
る
装
置
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の

あ
り
方
を
実
証
的
に
探
求
し
、
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
あ
り
方
に
日
韓
と
い
う
異

な
る
言
語
・
文
化
、お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
要
因
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
５
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
は
序
論
と
し
、
第
１
章

で
は
先
行
研
究
を
概
観
し
、
本
研
究
の
分
析
の
立
場
と
課
題
を
提
示
し
た
。

第
２
章
で
は
、
本
研
究
の
議
論
と
関
わ
る
日
韓
の
対
人
関
係
の
捉
え
方
と
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
の
社
会
化
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
述
べ
た
。
第
３
章
で

は
、
会
話
デ
ー
タ
と
話
題
区
分
調
査
の
概
要
と
文
字
化
記
号
に
つ
い
て
説
明

し
、
第
４
章
で
は
、
本
研
究
の
分
析
の
枠
組
み
と
本
研
究
で
注
目
す
る
現
象

に
つ
い
て
述
べ
た
。
第
Ⅱ
部
か
ら
第
Ⅳ
部
は
各
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
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日
韓
差
が
顕
著
な
も
の
（
第
Ⅱ
部
）、
日
韓
同
様
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
観
察

さ
れ
る
も
の
（
第
Ⅲ
部
）、
日
韓
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
両
者
が
認
め
ら
れ
る

も
の
（
第
Ⅳ
部
）
に
わ
け
て
分
析
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
第
Ⅱ
部
の
第
５
章
で
は
、
話
題
の
情
報
源
と
「
語
り
」
の
開
始
方

法
に
注
目
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
話
題
の
種
類
に
は
日
韓
差
が

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
話
題
が
一
人
の
参
加
者
の
「
語
り
」
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
場
合
、
日
本
語
の
会
話
で
は
自
己
開
始
が
多
く
観
察
さ
れ
る
の
に
対
し
、

韓
国
語
の
会
話
で
は
他
者
開
始
が
多
く
観
察
さ
れ
た
。
第
６
章
で
は
、
主
に

聞
き
手
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
︿
理
解
﹀
と
︿
感
情
・
感
想
﹀
を
表
す
発
話

に
注
目
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
の
会
話
で
聞
き
手
は
、

話
し
手
が
語
り
や
す
い
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
相
互
行

為
に
参
加
す
る
の
に
対
し
、
韓
国
語
の
会
話
で
聞
き
手
は
、
話
し
手
の
「
語

り
」
を
じ
っ
と
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
会
話
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
日
韓
の
自
己
呈
示
の
程
度
の
差
と
相
手
に

踏
み
込
む
度
合
の
相
違
、
そ
し
て
、
日
韓
で
聞
き
手
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。

次
に
、
第
Ⅲ
部
の
第
７
章
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
観
察
さ
れ
た
会
話
展

開
の
仕
方
と
後
続
「
語
り
」
に
注
目
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
男

性
同
士
の
会
話
で
は
新
情
報
を
語
り
合
う
ソ
ロ
パ
ー
ト
が
中
心
と
な
り
、
後

続
「
語
り
」
も
話
題
と
関
連
す
る
新
情
報
を
提
供
し
て
会
話
展
開
に
貢
献
す

る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
、
女
性
同
士

の
会
話
で
は
、共
同
で
話
し
合
う
デ
ュ
オ
パ
ー
ト
が
中
心
と
な
り
、後
続
「
語

り
」
は
類
似
し
た
経
験
談
や
共
通
点
を
主
張
す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
用

い
ら
れ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ぎ
の
第
８
章
で
、︿
同
意
・

共
感
﹀
の
発
話
を
分
析
し
た
結
果
、
男
性
同
士
の
会
話
で
は
、︿
同
意
・
共
感
﹀

の
発
話
を
新
情
報
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め
、︿
同
意
・
共
感
﹀
の
発
話
は

単
発
的
に
用
い
ら
れ
傾
向
が
強
い
が
、女
性
同
士
の
会
話
で
相
手
の
︿
同
意
・

共
感
﹀
の
発
話
は
、
共
通
点
を
強
調
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

互
い
に
︿
同
意
・
共
感
﹀
の
発
話
を
積
み
重
ね
て
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

第
Ⅳ
部
で
は
、
日
韓
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
両
者
が
認
め
ら
れ
る
直
接
話
法

と
︿
不
同
意
﹀
と
︿
否
定
的
評
価
﹀
を
分
析
し
た
。
第
９
章
で
直
接
話
法
を

分
析
し
た
結
果
、
日
本
語
の
会
話
で
は
︿
第
三
者
﹀
の
発
話
を
直
接
話
法
で

用
い
る
割
合
が
高
く
、
直
接
話
法
は
聞
き
手
を
楽
し
ま
せ
、
笑
い
を
生
み
出

す
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
韓
国
語
の
会
話
で

は
︿
自
己
発
話
﹀
が
直
接
話
法
で
用
い
ら
れ
る
割
合
が
高
く
、
直
接
話
法
は

聞
き
手
の
共
感
を
導
く
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
次
に
、
男
性
同
士
の
会
話
に
比
べ
、
女
性
同
士
の
会
話
で
、

聞
き
手
は
直
接
話
法
を
用
い
て
話
し
手
の
「
語
り
」
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と

が
多
く
、
協
力
的
に
仮
想
フ
レ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
く
相
互
行
為
を
通
じ
て

共
通
基
盤
を
強
め
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
第
10
章
で
は
、︿
不
同
意
﹀

と
︿
否
定
的
評
価
﹀
の
発
話
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
の
会
話
で
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「
冗
談
」
を
言
う
側
は
、
明
確
に
「
冗
談
」
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、

相
手
の
話
に
つ
っ
こ
み
を
入
れ
る
よ
う
な
「
冗
談
」
が
観
察
さ
れ
る
の
に
対

し
、
韓
国
語
の
会
話
で
は
、
真
面
目
に
発
話
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
相
手
の

本
質
的
な
事
柄
に
触
れ
る
度
合
い
が
高
い
事
柄
が
対
象
と
な
る
「
冗
談
」
が

多
く
観
察
さ
れ
た
。︿
不
同
意
﹀
と
︿
否
定
的
評
価
﹀
の
発
話
は
女
性
同
士

の
会
話
に
比
べ
男
性
同
士
の
会
話
で
多
く
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
発
話

が
「
対
立
」
を
形
成
す
る
場
合
の
相
互
行
為
と
「
冗
談
」
と
し
て
用
い
ら
れ

る
場
合
の
相
互
行
為
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
、

親
密
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
装
置
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。

第
Ⅴ
部
の
第
11
章
で
は
、
日
韓
男
女
の
会
話
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の

あ
り
方
に
は
、
日
韓
の
対
人
関
係
の
捉
え
方
の
違
い
と
い
う
マ
ク
ロ
的
な
文

化
差
と
、
文
化
的
集
団
内
に
見
ら
れ
る
ミ
ク
ロ
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
同
時

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
日
韓
の
男
女
は
、
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
部
分
へ

の
対
応
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
や
り
方
で
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
親
密
な
人
間
関
係
を
維
持
ま
た
構
築
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
研
究
は
、
日
韓
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の
観
点
か
ら

日
韓
男
女
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
会
話
に
繰
り
返
し
観
察
さ
れ
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ

ス
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
で
、
人
と
の
関
わ
り
方
と
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
あ
り

方
の
多
様
性
を
理
解
す
る
一
歩
と
し
て
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
日
中
対
照
研
究

麻　
　
　

子　

軒

本
研
究
の
目
的
は
、
日
本
語
と
中
国
語
の
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
を
比
較

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
要
因
と
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

無
生
物
主
語
他
動
詞
文
と
は
、「
鍵
が
ド
ア
を
開
け
た
／
鑰
匙
打
開
了
門
」

の
よ
う
な
、
無
生
物
名
詞
が
主
語
と
な
る
他
動
詞
文
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同

じ
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
で
あ
っ
て
も
、
日
中
双
方
が
成
立
す
る
パ
タ
ー
ン

と
、
ど
ち
ら
か
が
成
立
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
言
語
に

お
け
る
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
成
立
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
文
レ
ベ
ル

と
文
章
レ
ベ
ル
と
い
う
２
つ
の
観
点
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

文
レ
ベ
ル
か
ら
見
た
要
因
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
、
名
詞
（
主
語

と
目
的
語
）
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
動
詞
（
述
語
）
に
注
目
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
名
詞
と
動
詞
を
同
じ
枠
組
み
の
な
か
で
論
じ

た
研
究
は
未
だ
見
当
た
ら
な
い
。
本
研
究
は
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
補
う

も
の
と
し
て
、
名
詞
と
動
詞
を
同
時
に
扱
う
連
語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り

入
れ
、
日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
分
類
を
試
み
、

そ
し
て
、
日
本
語
と
中
国
語
の
コ
ー
パ
ス
か
ら
用
例
を
収
集
し
、
そ
の
量
的
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分
布
を
も
と
に
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
と
い
う
統
計
の
手
法
を
用
い
て
、

両
言
語
の
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
部
分
の

考
察
は
さ
ら
に
、「
対
格
名
詞
」
が
「
物
名
詞
」「
事
名
詞
」「
人
名
詞
」
の

３
つ
の
状
況
に
分
け
て
論
じ
る
。

対
格
名
詞
を
物
名
詞
に
限
定
し
た
場
合
、
日
本
語
と
中
国
語
の
無
生
物
主

語
他
動
詞
文
の
成
立
に
お
い
て
、
述
語
の
「
再
帰
性
」
と
「
受
影
性
」
が
共

通
の
要
因
と
し
て
働
い
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
各
タ
イ
プ

の
名
詞
と
結
び
つ
き
や
す
い
動
詞
は
、
そ
の
名
詞
の
性
質
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
語
で
は
「
自
然
自
律
」
な
ど
の
タ
イ

プ
の
名
詞
が
「
風
が
音
を
立
て
る
」
の
よ
う
な
「
生
産
」
の
動
詞
に
よ
る
結

び
つ
き
を
数
多
く
作
る
が
、
中
国
語
で
は
同
じ
タ
イ
プ
の
名
詞
に
こ
の
よ
う

な
結
び
つ
き
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
両
言
語
の
最
大
の
相
違

点
で
あ
る
。

対
格
名
詞
を
事
名
詞
に
限
定
し
た
場
合
、
日
中
の
無
生
物
主
語
他
動
詞
文

の
成
立
に
関
し
て
、
動
詞
の
「
再
帰
性
」
が
共
通
の
要
因
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
対
格
名
詞
が
物
名
詞
の
場
合
と
同
じ
く
、
各
タ
イ
プ
の
名
詞
と
結
び
つ

き
や
す
い
動
詞
の
種
類
は
、
そ
の
名
詞
の
性
質
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
中
の
相
違
点
と
し
て
、
主
格
名
詞
が
抽
象
物
の
場

合
、
日
本
語
で
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
力
が
な
く
て
も
引
き
起
こ
せ
る
「
対
象
出

現
」
の
動
詞
と
結
び
つ
く
が
、
中
国
語
で
は
よ
り
大
き
い
影
響
力
が
求
め
ら

れ
る
「
対
象
変
化
」
の
動
詞
と
結
び
つ
き
や
す
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

対
格
名
詞
を
人
名
詞
に
限
定
し
た
場
合
、
両
言
語
の
無
生
物
主
語
他
動
詞

文
の
成
立
要
因
に
つ
い
て
、
動
詞
の
「
内
面
性
」
と
、
外
面
的
な
変
化
に
お

け
る
「
具
体
性
」
が
共
通
の
要
因
と
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
。
た
だ
、
動
詞
の
軸
の
解
釈
（
成
立
要
因
の
原
理
）
に
関
し
て
は
日
中
に

お
い
て
あ
る
程
度
の
共
通
性
が
見
ら
れ
た
が
、
各
動
詞
と
結
び
つ
き
や
す
い

名
詞
の
タ
イ
プ
は
両
言
語
で
は
多
少
の
相
違
点
も
存
在
す
る
。
具
体
的
に
、

日
本
語
よ
り
中
国
語
の
ほ
う
が
主
格
名
詞
の
影
響
力
が
強
い
こ
と
が
う
か
が

え
た
。
こ
れ
は
対
格
名
詞
が
事
名
詞
の
場
合
で
も
観
察
さ
れ
た
共
通
の
現
象

で
あ
る
。

他
方
、
文
章
レ
ベ
ル
か
ら
見
た
要
因
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
「
視

点
統
一
」「
焦
点
化
」「
表
現
効
果
」
の
３
つ
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
次
元
に
属
し
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

文
章
レ
ベ
ル
に
よ
る
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
成
立
要
因
を
大
き
く
「
文
脈

展
開
機
能
に
よ
る
も
の
」
と
「
表
現
効
果
に
よ
る
も
の
」
の
２
つ
に
分
け
、

そ
し
て
、
分
類
し
た
下
位
項
目
を
共
通
の
枠
に
し
て
、
日
本
語
と
中
国
語
を

比
較
す
る
。

調
査
の
結
果
、「
文
脈
展
開
機
能
に
よ
る
も
の
」
に
は
「
視
点
統
一
」「
焦

点
化
」「
連
鎖
事
象
」「
列
挙
」
の
４
つ
の
下
位
分
類
が
あ
り
、「
表
現
効
果

に
よ
る
も
の
」
に
は
「
行
為
者
不
在
」「
行
為
者
特
定
困
難
」「
行
為
者
不
特

定
多
数
」「
行
為
者
意
図
性
な
し
」「
臨
場
感
演
出
」
の
５
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前
者
は
、
先
行
の
文
脈
の
内
容
を
何
ら
か
の
形
で
、
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次
の
文
脈
に
持
ち
込
ん
で
展
開
さ
せ
て
い
く
と
い
う
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
後
者
は
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
書
き
手
が
行
為
者
を
主
語
に
出

さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
効
果
が
得
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
９
要
因
を
共
通
の
枠
に
し
て
、
日
中
両
言
語
を
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
回
帰
分
析
で
比
較
を
行
う
と
、
両
言
語
に
お
け
る
無
生
物
主
語
他
動
詞
文

の
共
通
の
成
立
要
因
と
し
て
「
行
為
者
意
図
性
な
し
」「
行
為
者
不
在
」「
行

為
者
特
定
困
難
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
無
生
物
主

語
他
動
詞
文
で
な
け
れ
ば
表
現
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
表
現
し
に
く
い
も
の

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
た
「
視
点
一
致
」
は
予
想
に

反
し
、
日
中
と
も
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
の
成
立
を
妨
げ
る
要
因
で
あ
る
こ

と
も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
語
と
中
国
語
で
は
特
有
の
要
因
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
連
鎖
事
象
」
と
「
臨
場
感
演
出
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
「
連

鎖
事
象
」
と
い
う
要
因
は
、
従
来
日
本
語
で
は
成
立
し
に
く
い
と
言
わ
れ
て

い
る
「
鍵
が
ド
ア
を
開
け
た
」
の
よ
う
な
無
生
物
主
語
他
動
詞
文
が
、「
太

郎
が
鍵
を
鍵
穴
に
差
し
込
ん
で
（
発
端
）、
カ
チ
ャ
ッ
と
い
う
音
が
し
て
、

鍵
が
ド
ア
を
開
け
た
（
結
果
）」
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
は
成
立
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
七-

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
模
倣
芸
術
と
し
て
の

舞
踊
概
念
の
系
譜
と
変
容

―
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
、
カ
ユ
ザ
ッ
ク
、
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
を
中
心
に
―

川　

野　

惠　

子

一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
い
た
る
フ
ラ
ン
ス
の
劇
的
舞
踊
理
論
に
お
け

る
「
模
倣
（im

itation

）」
概
念
の
系
譜
と
変
容
に
つ
い
て
論
じ
た
。
一
八

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
技
術
の
披
露
に
終
始
す
る
余
興
と
し
て
の
舞

踊
か
ら
、
筋
書
き
を
模
倣
す
る
劇
（théâtre

）
と
し
て
の
舞
踊
へ
と
い
う

舞
踊
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
劇
的
舞
踊
（danse�théâtrale

）
へ
の
動

向
を
、
舞
踊
史
は
「
バ
レ
エ
・
ダ
ク
シ
オ
ン
（ballet�d'action

）」
と
い
う

理
念
の
確
立
の
時
代
と
し
て
定
義
す
る
。
し
か
し
原
典
に
即
し
て
い
え
ば
、

「
劇
（théâtre

）」
と
は
「
模
倣
」
を
意
味
し
、
こ
の
時
代
の
劇
的
舞
踊
論

の
本
質
は
、
言
葉
と
い
う
可
知
的
な
模
倣
媒
体
に
対
し
て
、
舞
踊
固
有
の
模

倣
媒
体
で
あ
る
身
体
に
か
か
わ
る
可
感
的
像
が
い
か
に
真
実
ら
し
い
模
倣
を

実
現
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
直
接
的
な
影
響
関
係
が
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
（
一
六
八
二
年
）、
カ
ユ
ザ
ッ
ク
（
一

七
五
四
年
）、
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
（
一
七
六
〇
年
）
に
よ
る
舞
踊
理
論
を
「
模
倣
」

と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
舞
踊
論
に
近
代
的
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「
観
客
」概
念
成
立
の
原
理
及
び
芸
術
作
品
概
念
の
根
本
的
な
変
容
を
認
め
た
。

第
一
章
で
は
、
一
七
世
紀
に
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
が
、
悲
劇
を
範
型
と
し
て
模

倣
芸
術
を
論
じ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
を
典
拠
と
し
、
悲
劇
と
の
比

較
に
基
づ
い
て
、
模
倣
と
し
て
の
舞
踊
概
念
を
確
立
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

メ
ネ
ス
ト
リ
エ
に
よ
れ
ば
、
悲
劇
は
言
葉
を
模
倣
媒
体
と
す
る
一
方
で
、「
無

言
の
劇
」
で
あ
る
舞
踊
は
身
体
に
か
か
わ
る
可
感
的
「
像
（im

age

）
／
形

（figure

）」
を
模
倣
媒
体
と
す
る
。
こ
の
可
感
的
「
像
」
に
よ
る
模
倣
の
真

実
ら
し
さ
は
、
模
倣
対
象
の
構
成
要
素
の
外
延
量
を
そ
の
再
現
に
お
い
て
増

大
さ
せ
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
以
上
の
舞
踊
の
模
倣
媒
体
及
び
そ
の
真
実
ら

し
さ
の
特
性
に
基
づ
い
て
、
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
は
舞
踊
に
固
有
の
統
一
規
則
に

「
構
想
の
統
一（unité�de�dessein
）」を
定
義
す
る
。
悲
劇
の
統
一
規
則「
筋

の
統
一
」
は
時
空
間
を
制
限
す
る
こ
と
で
真
実
ら
し
い
模
倣
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
一
方
、「
構
想
の
統
一
」
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
制
限
さ
れ
ず
、

制
作
者
の
構
想
に
の
み
基
づ
い
て
可
能
な
限
り
多
く
の
要
素
を
再
現
に
加
え
、

題
材
を
真
実
ら
し
く
模
倣
し
よ
う
と
す
る
統
一
規
則
で
あ
る
。
こ
う
し
て
メ

ネ
ス
ト
リ
エ
は
言
葉
で
は
な
い
身
体
に
か
か
わ
る
可
感
的
像
に
よ
る
真
実
ら

し
い
模
倣
を
原
理
的
に
説
明
し
、
模
倣
芸
術
と
し
て
の
舞
踊
概
念
を
確
立
す

る
。以

上
の
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
に
関
す
る
研
究
に
続
け
て
、
第
二
章
、
第
三
章
に

お
い
て
一
八
世
紀
舞
踊
理
論
の
再
検
討
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
こ
の

時
代
の
代
表
的
な
舞
踊
理
論
家
で
あ
る
カ
ユ
ザ
ッ
ク
も
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
も
、
メ

ネ
ス
ト
リ
エ
か
ら
︿
模
倣
芸
術
と
し
て
の
舞
踊
﹀
と
い
う
理
念
を
受
け
継
ぐ

一
方
で
、
模
倣
概
念
そ
れ
自
体
に
大
き
な
変
容
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。『
詩
学
』
の
伝
統
に
従
う
メ
ネ
ス
ト
リ
エ
の
舞
踊
理
論
は
、
模

倣
の
理
想
を
「
真
実
ら
し
さ
（vraisem

blance

）」
に
求
め
る
。
こ
の
場
合
、

舞
踊
を
み
る
観
客
は
、
真
実
ら
し
く
模
倣
さ
れ
た
対
象
を
た
だ
享
受
す
る
。

一
方
で
一
八
世
紀
舞
踊
理
論
に
お
い
て
、
舞
踊
の
模
倣
と
は
「
自
然
の
模
倣

（im
itation�de�la�nature

）」
で
あ
る
と
再
定
義
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
世
紀
の
自
然
概
念
に
は
、
多
様
性
と
創
出
性
の
契
機
が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
多
様
で
産
出
的
な
自
然
の
模
倣
は
、
逆

説
的
に
も
、
創
造
的
で
独
創
的
な
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
産
出
的
自
然
の
模
倣
が
契
機
と
な
り
、
18
世
紀
舞
踊
理
論
に
は

模
倣
か
ら
創
造
性
と
い
う
芸
術
規
範
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
る
。

芸
術
規
範
の
変
容
に
連
動
し
て
、
作
品
と
観
客
の
相
互
的
か
つ
動
的
な
関

係
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
あ
る
観
念
の
真
実
ら
し
い
模

倣
を
目
的
と
す
る
一
七
世
紀
古
典
主
義
舞
踊
理
論
に
お
い
て
、
真
実
ら
し
く

模
倣
さ
れ
る
べ
き
対
象
が
制
作
の
「
模
範
（m

odèle

）」
と
し
て
機
能
す
る
。

し
か
し
創
造
性
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
は
、
既
存
の
対
象
に
制
作
の

模
範
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
と
り
わ
け
カ
ユ
ザ
ッ
ク
は
、
作

品
の
真
の
創
造
性
と
は
、
鑑
賞
す
る
観
客
の
「
関
心
（intérêt

）」
が
喚
起

さ
れ
、
観
客
が
創
造
的
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す

る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
八
世
紀
舞
踊
理
論
に
は
、
西
洋
近
代
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に
お
い
て
は
い
ち
早
く
︿
観
客
﹀
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。

以
上
の
模
倣
概
念
の
変
容
は
、
古
典
主
義
芸
術
理
論
に
お
け
る
権
威
的
な

概
念
「
ア
ク
シ
オ
ン
（action

）」
の
一
八
世
紀
舞
踊
理
論
に
お
け
る
変
容

に
と
り
わ
け
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
舞
踊
作
品
に
「
構
想
の

統
一
」
を
定
義
し
、「
筋
の
統
一
（unité�d'action

）」
を
否
定
し
た
メ
ネ
ス

ト
リ
エ
と
は
異
な
り
、
カ
ユ
ザ
ッ
ク
や
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
は
舞
踊
作
品
の
「
筋
／

ア
ク
シ
オ
ン
」
を
重
ん
じ
る
。
た
だ
し
彼
ら
の
い
う
「
ア
ク
シ
オ
ン
」
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
筋
の
統
一
」
の
伝
統
に
連
な
る
制
作
者
の
統
一
原
理

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、︿
観
客
の
関
心
﹀
に
お
け
る
統
一
概
念
を
さ
し
、
そ

の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
つ
ま
り
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て

舞
踊
作
品
に
定
義
さ
れ
る
統
一
規
則
は
、
作
者
・
作
品
と
い
う
二
つ
の
関
係

を
主
軸
と
す
る
「
構
想
の
統
一
」
か
ら
、
作
者
・
作
品
・
観
客
と
い
う
三
つ

の
軸
を
も
つ
「
関
心
の
統
一
」
へ
と
変
容
し
た
。

こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
舞
踊
理
論
の
検
討
を
通
じ
て
、

近
代
的
「
観
客
」
概
念
成
立
の
原
理
及
び
作
品
概
念
の
根
本
的
転
換
が
解
明

さ
れ
た
。
舞
踊
作
品
は
一
七
世
紀
に
お
い
て
あ
る
概
念
を
観
客
に
対
し
一
方

的
に
伝
達
し
、︿
享
受
﹀
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
。
一
方
で
一
八
世
紀
に
な

る
と
、
舞
踊
作
品
は
観
客
が
︿
参
加
﹀
す
る
対
象
と
し
て
変
容
す
る
。
こ
の

転
換
は
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
筋
（
ア
ク
シ
オ
ン
）
と
い
う

言
葉
／
分
節
音
言
語
の
伝
統
に
身
振
り
（
ア
ク
シ
オ
ン
）
と
い
う
像
／
視
覚

言
語
が
代
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
。
カ
ユ
ザ
ッ
ク
や
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
が

理
想
と
す
る
舞
踊
に
用
い
た
「
ダ
ン
ス
・
ア
ン
・
ア
ク
シ
オ
ン
（danse�en�

action

）」
と
い
う
術
語
に
は
、
こ
う
し
た
芸
術
概
念
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
近

代
へ
と
移
行
す
る
力
動
性
が
響
い
て
い
る
。

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
修
復
史
の
研
究

―
19-

20
世
紀
を
中
心
に
―

佐　

藤　

紗　

良

ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
は
、
13
世
紀
に
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
的
要
素
を
留
め
つ
つ
も
常
に
そ
の
姿
を
変
え
て
き
た
。

そ
れ
は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
が
、
そ
の
歴
史
的
特
性
と
芸
術
的
価
値
の
た
め
に
、

東
洋
趣
味
や
歴
史
的
保
存
、
観
光
な
ど
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
の
が
修
復
家
の
理
念
と
実
践
で
あ
っ
た
。
特
に

比
較
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
19
世
紀
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
・

ム
ー
ニ
ョ
ス
（Rafael�Contreras�M

uñoz,�1824-1890

）
と
20
世
紀
の
レ

オ
ポ
ル
ド
・
ト
ー
レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
（Leopoldo�T

orres�Balbás,�1888-

1960

）
の
修
復
で
あ
る
。
従
来
、
前
者
は
ロ
マ
ン
主
義
的
思
想
に
陥
り
、
自

ら
の
理
想
を
反
映
さ
せ
て
修
復
し
た
と
さ
れ
、
後
者
は
出
来
う
る
限
り
保
存

を
行
い
つ
つ
建
築
物
を
歴
史
的
に
正
し
い
形
に
戻
し
、
修
復
箇
所
と
古
い
箇

所
を
明
確
に
区
別
す
る
と
い
う
厳
格
な
方
法
論
を
取
っ
た
と
肯
定
的
に
捉
え
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ら
れ
て
き
た
。
本
論
文
は
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
に
お
け
る
両
者
の
パ
テ
ィ
オ
修

復
を
、
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど
の
様
々
な
観
点
か
ら
比
較
し
、「
誤
り
の
あ

る
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
と
正
し
い
ト
ー
レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
」
と
い
う
現
在
の
評

価
の
枠
組
み
を
改
め
て
問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。

19
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
は
王
位
継
承
戦
争
な
ど
を
経
て
不
安
定
な
時
代

と
な
っ
て
い
た
。
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
も
そ
の
影
響
下
で
荒
廃
し
た
が
、
そ
の
退

廃
的
な
美
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
流
行
し
始
め
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に

よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
る
。
外
部
か
ら
の
こ
う
し
た
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
ス
ペ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
国
内
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し

て
受
容
さ
れ
た
結
果
、
本
格
的
な
修
復
が
始
ま
る
が
、
そ
の
際
に
登
場
し
た

の
が
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
、
様
式
的
統
一
性
を
重
視
す

る
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
（Eugène�Em

m
anuel�V

iollet-le-Duc,�

1814-1879

）
に
よ
る
修
復
が
全
欧
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。
コ
ン
ト
レ
ー

ラ
ス
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク
の
理
念
を
利
用
し
つ
つ
、
建
築
意
匠
や
装

飾
な
ど
外
見
の
修
復
に
注
力
し
た
。「
オ
リ
エ
ン
ト
的
装
飾
」
を
「
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
的
性
格
」
と
同
一
視
し
、「
様
相
」
の
回
復
に
よ
っ
て
「
性
格
」
の

存
続
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
商
業
活
動
と
も
結
び
つ
き
、
コ

ン
ト
レ
ー
ラ
ス
の
工
房
で
作
ら
れ
た
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
漆
喰
装
飾
の
模
型
は

国
内
外
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、「
ア
ル
ハ
ン
ブ
リ
ズ
ム
」
を
加
速
さ
せ
た
。

一
方
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す
る
積
極
的
な
保
存
活
動
が
行
わ
れ
始
め
た
頃

に
活
躍
す
る
の
が
ト
ー
レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
で
あ
る
。
彼
は
緻
密
な
文
献
調
査

と
と
も
に
考
古
学
的
な
実
地
調
査
を
行
い
、
詳
細
な
作
業
日
誌
を
残
し
た
上

で
修
復
を
行
っ
た
。
彼
の
修
復
概
念
は
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
修
復
の
潮
流
と

な
り
、
そ
の
理
念
に
添
っ
て
古
建
築
物
の
保
存
・
修
復
が
広
ま
っ
た
。
ト
ー

レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
は
１
９
２
７
年
に
「
折
衷
主
義
と
柔
軟
性
」
を
古
建
築
物

保
護
の
判
断
要
素
と
す
る
と
い
う
考
え
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は
「
各
破
損
度

や
状
況
に
応
じ
て
最
も
適
切
な
作
業
を
行
う
」
こ
と
だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
厳

密
な
判
断
尺
度
が
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
ま
た
ト
ー
レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
は
、

コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
が
付
加
し
た
装
飾
的
屋
根
を
歴
史
的
に
正
し
く
な
い
と
し

て
撤
去
し
、
そ
れ
以
前
と
類
似
の
屋
根
を
置
く
と
い
う
修
復
を
行
っ
た
が
、

た
と
え
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
の
修
復
後
の
形
態
が
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、
作
ら
れ
た
時
点
で
歴
史
の
一
部
と
な
る
た
め
、
そ
れ
は
彼

自
身
の
理
念
か
ら
外
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
保
存
理
念
に
即
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
修
復
家
両
名
の
修
復
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
は
闇
雲
に
自
身
の
理
想
形
態
を
現
出
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、

当
時
の
ロ
マ
ン
主
義
と
結
び
つ
け
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
自
体
を
観
光
や
ミ
ニ

チ
ュ
ア
な
ど
の
派
生
品
と
い
っ
た
一
大
産
業
を
生
み
出
す
資
源
と
捉
え
て
お

り
、
事
業
家
と
し
て
現
実
的
に
行
動
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
彼
は
芸
術
家
で
も
あ
り
、
建
築
意
匠
は
建
築
に
付
随
す
る
機
能
的
な
も

の
で
は
な
く
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
性
格
を
表
す
も
の
で
、
オ
リ
エ
ン
ト
的
装
飾

で
あ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
修
復
の
特
徴
で
も
あ
り
、
限
界
で
も

あ
っ
た
。
ト
ー
レ
ス
・
バ
ル
バ
ス
は
研
究
者
と
し
て
極
め
て
考
古
学
的
に
、

精
密
な
実
地
調
査
と
徹
底
的
な
文
献
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
評
価
は
現
在
揺

る
ぎ
な
い
が
、
彼
が
過
去
の
一
時
代
の
建
築
物
を
排
除
し
た
と
い
う
点
は
看

過
で
き
な
い
。
彼
は
「
折
衷
主
義
と
柔
軟
性
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
自
身
が

修
復
空
間
に
介
入
で
き
る
幅
を
拡
げ
た
が
、
そ
の
た
め
に
作
業
自
体
は
妥
協

的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
修
復
は
様
々
な
価
値
判
断
を
同
時
に
存
続
さ
せ

る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
歴
史
的
事
実
に
添
う
よ
う
な

修
復
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
こ
そ
が
彼
の
限
界
を
作
っ
た
と
も

言
え
る
。

両
者
は
全
く
違
う
立
場
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
修
復
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
比
較
対
象
と
し
て
俎
上
に
載

せ
ら
れ
る
。
あ
え
て
概
括
的
に
彼
ら
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
内
に
お
け
る
役
割
と

特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
は
工
匠
で
あ
り
商
売
人
で
あ

り
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ム
、
ア
ラ
ブ
美
術
の
愛
好
家
の
一
人
で
、
ア
ル
ハ
ン
ブ

ラ
を
一
つ
の
ア
ラ
ブ
美
術
の
完
成
体
、
言
う
な
れ
ば
万
国
博
覧
会
の
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
と
言
え
る
。
一
方
で
ト
ー
レ
ス
・

バ
ル
バ
ス
は
考
古
学
者
で
あ
り
建
築
家
で
あ
り
、
近
代
修
復
の
概
念
通
り
ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
を
研
究
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
全
く

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
持
ち
つ
つ
も
、
修
復
に
対

し
て
は
類
似
の
困
難
を
抱
え
、
結
果
と
し
て
修
復
理
念
が
彼
ら
自
身
の
修
復

の
実
践
と
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
旧
来
対
立
的
に
扱

わ
れ
た
こ
の
二
人
に
は
実
は
あ
る
程
度
の
類
似
点
が
見
ら
れ
、
彼
ら
が
自
身

の
限
界
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
現
在
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
で
も
、
そ
し
て
修
復
界
に
お
い
て
も
未
だ

に
超
え
ら
れ
て
い
な
い
二
律
背
反
的
な
壁
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

境
界
を
越
え
る
詩
人
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー

―
他
芸
術
か
ら
映
画
へ
の
変
容
―

谷　
　
　

百
合
子

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
（1889-1963

）
は
、
多
く
の
分

野
で
活
躍
し
た
芸
術
家
で
あ
る
。
コ
ク
ト
ー
の
映
画
作
品
が
独
創
的
で
あ
る

の
は
、
何
よ
り
も
コ
ク
ト
ー
が
他
の
芸
術
か
ら
の
素
材
を
自
分
流
に
ア
ダ
プ

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は
、
コ
ク
ト
ー
が
、

映
画
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
、
自
己
引
用
を
含
む
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
い
か
に
自
己
神
話
を
形
成
し
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
。
コ
ク
ト
ー
監
督
の
６
本
の
映
画
作
品
の
う
ち
、
本
論
文
で
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は
『
詩
人
の
血
』（Le Sang d

ʼun poète,�1930

）、『
美
女
と
野
獣
』（La 

Belle et la Bête,�1946

）、『
オ
ル
フ
ェ
』（O

rphée,�1950

）、『
オ
ル
フ
ェ

の
遺
言
』（Le T

estam
ent d

ʼOrphée,�1960

）
を
取
り
上
げ
る
。
基
本
的

枠
組
と
展
開
の
方
向
は
、
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
こ
の
４
本

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
コ
ク

ト
ー
に
よ
る
映
画
へ
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
形
態
を
通
時
的
に
た
ど
る

こ
と
。
第
二
に
、
年
代
の
異
な
る
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ク

ト
ー
の
映
画
制
作
の
あ
り
方
が
時
代
ご
と
に
い
か
に
変
化
し
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
４
本
の
映
画
の
主
題
が
い
ず
れ
も
詩
的
創
作

の
行
為
に
関
わ
る
点
に
着
目
し
、
コ
ク
ト
ー
自
身
の
詩
人
像
の
変
遷
を
た
ど

る
こ
と
。
こ
れ
ら
三
点
を
論
文
の
軸
と
す
る
。

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
一
般
に
、
原
作
と
な
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
て

そ
れ
を
別
の
ジ
ャ
ン
ル
に
作
り
替
え
る
こ
と
を
い
う
。
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ

ン
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
語
は
、
翻
案
さ
れ
た
「
プ
ロ
ダ

ク
ト
」
と
翻
案
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
を
両
方
指
す
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
『
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
』pp.10-11
）。「
プ

ロ
ダ
ク
ト
」
の
評
価
は
し
ば
し
ば
、
原
作
に
忠
実
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

基
準
で
行
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
見
解
に
は
、
原
作
こ
そ
が
優
位
に
あ
り
、

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
二
番
煎
じ
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
が
存
在
す

る
。
ハ
ッ
チ
オ
ン
は
む
し
ろ
「
創
造
性
の
欠
如
や
、
テ
ク
ス
ト
を
自
分
の
も

の
に
し
て
独
立
さ
せ
る
能
力
の
欠
如
の
観
点
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
（
同
書�p.26

）」
こ
と
を
主
張
す
る
。
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
４
本

の
映
画
に
は
、
斬
新
な
構
成
と
創
造
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
コ
ク
ト
ー
が
ア
ダ

プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
創
作
行
為
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
を
示

す
。
さ
ら
に
ハ
ッ
チ
オ
ン
は
、
作
品
を
「
受
容
す
る
側
」
の
「
プ
ロ
セ
ス
」

に
も
目
を
向
け
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
一
形
態
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
原
作
と
の
つ
な
が

り
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
各
映
画
作
品
同
士
を
関
連
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

コ
ク
ト
ー
の
自
己
神
話
形
成
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
１
章
で
は
、
監
督
第
１
作
『
詩
人
の
血
』
を
、
コ
ク
ト
ー
の
線
描
画
か

ら
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
捉
え
分
析
す
る
。
こ
の
映
画
は
、
コ
ク
ト
ー
の

線
描
画
を
も
と
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
コ
ク

ト
ー
は
書
く
こ
と
に
対
す
る
意
欲
を
失
い
、
自
画
像
を
多
く
描
い
て
お
り
、

そ
の
ナ
ル
シ
ス
的
主
題
が
こ
の
映
画
で
展
開
す
る
。
と
り
わ
け
詩
人
は
、
現

実
か
ら
別
世
界
へ
と
侵
入
し
詩
作
を
行
う
が
、
こ
れ
が
鏡
の
な
か
へ
の
侵
入

と
い
う
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、阿
片
中
毒
で
あ
っ
た
コ
ク
ト
ー

が
、
自
ら
の
身
体
の
状
態
を
表
現
し
た
日
記
『
阿
片
』（1930

）
に
あ
る
線

描
画
に
、
こ
の
映
画
の
着
想
の
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
を
別
世
界

へ
と
導
い
て
く
れ
る
阿
片
が
、
詩
人
の
詩
作
を
助
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

第
２
章
で
は
、
監
督
第
２
作
に
な
る
『
美
女
と
野
獣
』
に
お
い
て
、
コ
ク

ト
ー
が
同
名
の
お
と
ぎ
話
を
題
材
に
し
て
、
そ
の
な
か
の
詩
的
要
素
を
抽
出
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し
、
コ
ク
ト
ー
流
の
幻
想
映
画
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
こ
の
映
画
に
は
妖
精
が
登
場
し
な
い
代
わ
り
に
、
城
の
な
か
に
彫
像
と

化
し
た
人
物
た
ち
が
い
る
。
主
人
公
ベ
ル
が
現
実
と
幻
想
の
間
を
行
き
来
す

る
様
は
、
前
作
の
鏡
の
な
か
へ
侵
入
す
る
詩
人
の
姿
と
重
な
る
。
そ
の
行
き

来
を
手
助
け
す
る
、
鏡
、
手
袋
、
白
馬
な
ど
コ
ク
ト
ー
固
有
の
モ
チ
ー
フ
群

も
、
彼
の
自
己
神
話
形
成
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

第
３
章
で
は
、
神
話
か
ら
戯
曲
『
オ
ル
フ
ェ
』（1926

）
へ
、
戯
曲
か
ら

同
名
映
画
（1950

）
へ
と
い
う
二
段
階
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
、

そ
の
物
語
の
変
容
を
分
析
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
読
ま
れ
て
い
る
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』
で
は
、
オ
ル
フ
ェ
と
妻
の
視
線
の
交
わ
り
に

よ
る
愛
の
悲
劇
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
戯
曲
で
は
、
そ
の
主
題
が
薄
れ
、

オ
ル
フ
ェ
の
詩
へ
の
愛
が
強
調
さ
れ
る
。
映
画
で
は
、
夫
婦
愛
は
さ
ら
に
冷

め
た
も
の
に
な
り
、
ミ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
プ
リ
ン
セ
ス
と
の
恋
愛
が
中
心
的
に

語
ら
れ
る
。
二
段
階
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
、
新
し
い
詩
的
世
界

が
開
か
れ
て
い
る
。

第
４
章
で
は
、
監
督
最
終
作
『
オ
ル
フ
ェ
の
遺
言
』（Le T

estam
ent 

d ’O
rphée,�1960

）
で
コ
ク
ト
ー
が
自
己
引
用
を
行
い
な
が
ら
新
た
な
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
映
画
は
、
コ

ク
ト
ー
の
晩
年
の
作
品
と
制
作
活
動
を
記
録
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し

て
構
想
さ
れ
て
い
た
。コ
ク
ト
ー
の
創
作
の
場
で
あ
っ
た
サ
ン
ト
・
ソ
ス
ピ
ー

ル
荘
を
舞
台
と
し
、
絵
画
作
品
、
演
劇
や
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
カ
メ
ラ

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ク
ト
ー
演
じ
る
詩
人
は
、
そ
う
し
た
自
ら
の
過
去

の
作
品
に
出
会
い
、
対
話
を
す
る
。
虚
構
の
出
来
事
が
展
開
す
る
な
か
で
、

こ
れ
ら
の
対
話
が
実
は
、
映
画
作
家
コ
ク
ト
ー
と
彼
を
支
え
る
人
々
と
の
対

話
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、そ
の
演
出
こ
そ
が
、コ
ク
ト
ー

が
作
り
上
げ
た
虚
構
な
の
で
あ
る
。
コ
ク
ト
ー
は
、
映
画
を
通
し
て
自
ら
の

分
身
を
創
造
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
自
己
神
話
に
な
る

の
を
待
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ル
ジ
・
リ
ゲ
テ
ィ
の
作
曲
過
程

―
電
子
音
楽
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
、
描
写
音
楽
へ
―奥　

村　

京　

子

本
博
士
論
文
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
曲
家
ジ
ェ
ル
ジ
・
リ

ゲ
テ
ィ
（György�Ligeti,�1923-2006

）
の
１
９
５
０
年
代
～
１
９
７
０

年
代
の
音
楽
作
品
、
す
な
わ
ち
、
電
子
音
楽
作
品
《
ア
ル
テ
ィ
ク
ラ
ツ
ィ
オ

ン
》（1958

）、ト
ー
ン
・
ク
ラ
ス
タ
ー
作
品
《
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ー
ル
》（1961

）、

管
弦
楽
作
品
《
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
》（1973-74

）
の
作

曲
過
程
に
つ
い
て
、
パ
ウ
ル
・
ザ
ッ
ハ
ー
財
団
が
所
有
す
る
一
次
資
料
を
解

読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
１
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
伝
記
的
情
報
や
文
学
体
験
、
空
想
の
世
界
、
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学
習
期
の
作
曲
や
学
業
、
悪
夢
の
物
語
、
恐
怖
絵
画
や
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
見

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
描
こ
う
と
し
た
音
楽
の
原
風
景
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
た
。
リ
ゲ
テ
ィ
が
幼
少
期
に
恐
怖
し
偏
愛
し
た
原
風
景
の
記
憶
が
、

亡
命
後
に
具
体
的
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
彼
が
描
い
た
絵
画
や
文

筆
、
音
楽
に
表
れ
て
い
る
。
リ
ゲ
テ
ィ
は
、
不
条
理
の
政
治
情
勢
下
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
か
ら
亡
命
し
て
初
め
て
自
ら
の
過
去
を
冷
静
に
傍
観
し
、
狂
気
と
正

気
の
悪
夢
の
よ
う
な
世
界
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
閉
じ
込
め
、
そ
の
禍
々

し
い
オ
ブ
ジ
ェ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
幼
少

の
頃
か
ら
恐
怖
し
偏
愛
し
て
き
た
原
風
景
の
断
片
を
巧
妙
に
物
語
に
織
り
込

ん
で
い
る
。

第
２
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
友
人
で
あ
る
ク
ル
タ
ー
グ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ュ

（K
urtág�György,�1926-

）
の
ス
ピ
ー
チ
と
、
リ
ゲ
テ
ィ
が
作
曲
を
師
事

し
た
ヴ
ェ
レ
シ
ュ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
（V

eress�Sándor,�1907-1992

）
と

の
書
簡
の
一
部
を
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
亡
命
前
後
の
リ
ゲ
テ
ィ
の
心

象
風
景
や
、
当
時
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

リ
ゲ
テ
ィ
は
、
堪
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
環
境
を
飛
び
出
し

た
が
、
何
の
保
証
も
な
い
西
側
で
の
生
活
へ
の
不
安
や
、
拠
り
所
の
無
さ
、

強
烈
な
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
つ
い
て
手
紙
に
書
い
て
い
た
。
そ
の
文
章
は
、
リ

ゲ
テ
ィ
の
隠
さ
れ
た
内
面
に
迫
る
も
の
で
あ
り
、
彼
が
い
か
に
人
間
的
で

あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第
３
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
が
、
ケ
ル
ン
の
西
ド
イ
ツ
放
送
局
（W

D
R

）

の
電
子
ス
タ
ジ
オ
で
の
音
響
実
験
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
亡
命
前
か

ら
抱
い
て
い
た
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
方
法
を
獲
得
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
た
。
彼
は
、
ス
タ
ジ
オ
で
の
実
験
か
ら
、
多
様
な
「
音
素
」
を
作
成
し
、

そ
の
音
素
を
文
字
に
見
立
て
て
、
そ
の
文
字
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
「
音
節
」

を
形
成
し
、
さ
ら
に
、
逆
行
さ
せ
た
り
、
反
響
を
か
け
た
り
、
変
調
さ
せ
た

り
、切
り
分
け
た
り
、貼
り
合
わ
せ
た
り
す
る
処
理
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、「
単

語
」
や
「
文
」、
よ
り
密
度
の
高
い
集
合
体
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
へ
と
形
作
っ

て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
音
声
学
的
な
作
曲
段
階
を
踏
ん
で
、
リ
ゲ
テ
ィ
は
、

《
ア
ル
テ
ィ
ク
ラ
ツ
イ
オ
ン
》
に
お
い
て
、
亡
命
前
か
ら
考
案
し
て
い
た
空

想
の
王
国
「
キ
ル
ヴ
ィ
リ
ア
」
で
話
さ
れ
る
架
空
言
語
を
作
り
上
げ
、
さ
ら

に
、
そ
の
言
語
を
前
後
左
右
の
４
方
向
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
射
す
る
空
間

実
験
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
や
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
い
っ
た
擬
似
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
。

第
４
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
「
ト
ー
ン
・
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
い
う
音
楽
手

法
が
、
作
品
全
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
《
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ー
ル
》
を
分
析
し

た
。
リ
ゲ
テ
ィ
は
、
自
分
自
身
の
音
楽
の
解
釈
と
し
て
、「
網
」、「
網
細
工
」、

「
網
状
組
織
」
と
い
っ
た
用
語
を
よ
く
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
音
の

織
物
を
編
み
上
げ
る
た
め
の
４
種
類
の
形
式
で
あ
る
（
１
）「
静
的
な
形
式
」、

（
２
）「
動
的
で
、
騒
が
し
い
、
切
り
刻
ま
れ
た
形
式
」、（
３
）「
精
密
機
械

の
よ
う
な
形
式
」、（
４
）「
万
華
鏡
の
形
式
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、

《
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ー
ル
》
の
実
際
の
作
曲
過
程
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ッ
チ
を
検
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証
す
る
と
、
次
の
４
点
、
つ
ま
り
、
a）
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
起
こ
る
出
来
事
に

つ
い
て
プ
ロ
ッ
ト
を
書
い
た
こ
と
、
b）
作
品
全
体
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
、
各
小

節
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
た
こ
と
、
c）
厳
密
な
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
た
リ
ズ
ム
譜
を
作
成
し
た
こ
と
、
d）
霧
の
描
写
の
よ
う

な
図
形
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
こ
と
、
に
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

第
５
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
《
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
》

に
お
い
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
風
景
が
、
ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成
手
法
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
を
解
明
し
た
。
リ
ゲ
テ
ィ
は
、

着
想
の
段
階
で
、
太
平
洋
か
ら
広
が
っ
た
濃
霧
が
、
途
中
で
高
層
ビ
ル
に
分

断
さ
れ
た
り
、
起
伏
の
激
し
い
街
路
に
沿
っ
て
昇
り
降
り
し
た
り
枝
分
か
れ

し
た
り
し
て
、
や
が
て
消
え
て
い
く
と
い
う
視
覚
的
印
象
を
示
唆
す
る
ク
ラ

ス
タ
ー
の
展
開
図
を
描
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
草
稿
の
段
階
に
至
る
と
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
ケ
ッ
チ
と
モ
デ
ル
ス
ケ
ッ
チ
を
作
成
し
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ

に
基
づ
い
て
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
音
を
五
線
紙
上
に
配
置
し
た
。

終
章
で
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
作
曲
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。
彼
は
、
各
時
代

に
流
行
し
た
作
曲
語
法
に
反
応
し
、
意
欲
的
に
自
身
の
作
曲
に
も
取
り
入
れ

る
が
、
そ
れ
ら
の
技
法
が
要
請
す
る
ル
ー
ル
に
完
全
に
従
う
の
で
は
な
く
、

少
し
の
エ
ラ
ー
を
組
み
込
ん
だ
。
彼
は
、
自
分
自
身
で
選
択
し
た
ル
ー
ル
に

半
ば
従
い
、
半
ば
そ
れ
ら
を
壊
し
な
が
ら
作
曲
し
て
い
る
。《
ア
ト
モ
ス

フ
ェ
ー
ル
》
で
は
、
12
半
音
的
に
作
ら
れ
た
い
く
つ
も
の
音
列
を
水
平
に
も

垂
直
に
も
12
半
音
的
に
編
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
網
細
工
」
を
作
り
出

し
て
い
た
が
、
12
半
音
を
使
い
果
た
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
音
列
も
あ
れ
ば
、

幾
つ
か
の
音
が
欠
け
た
12
半
音
的
な
音
列
も
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
い
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
グ
ル
ジ
ア
）
の
民
族
的
文
化
遺
産
と
し
て
の

合
唱
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ーPolyphony

」

―
20
世
紀
の
民
俗
音
楽
研
究
と
文
化
政
策
を
中
心
に
―

久　

岡　

加　

枝

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
国
立
ト
ビ
リ
シ
音
楽
院

の
伝
統
多
声
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
た
筆
者
は
、
か
つ
て
は
宴
席
や

畑
仕
事
の
際
に
歌
わ
れ
た
男
声
合
唱
の
多
く
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ

で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
歌
い
手
の
多
く
が
、
合
唱
が
キ
リ
ス

ト
教
以
前
の
自
然
崇
拝
や
天
体
信
仰
等
の
古
い
農
村
の
「
真
正
」
な
文
化
要

素
に
基
づ
く
民
族
文
化
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
事
態
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
正
当
化

す
る
「
真
正
」
な
民
族
文
化
「
男
声
合
唱
」
を
め
ぐ
る
言
説
が
い
か
に
生
み

出
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
現
地
の
図
書
館
や
文
書
館
に
保
管
さ
れ
る
20
世
紀

初
頭
に
は
じ
ま
る
民
謡
研
究
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
博
士
論
文
で
試
み

た
。博

士
論
文
の
第
一
章
で
は
、
作
曲
家
ア
ラ
キ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
民
謡
研
究
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（1905

）
に
焦
点
を
当
て
、
彼
が
、
と
り
わ
け
西
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
男
声
合
唱
を
、

西
欧
の
音
楽
文
化
と
共
通
す
る
、独
立
し
た
各
声
部
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る「
ポ

リ
フ
ォ
ニ
ー
」
の
観
点
か
ら
重
視
し
た
一
方
で
、「
ク
リ
マ
ン
チ
ュ
リ
」
等

の
微
分
音
に
基
づ
く
そ
の
「
非
西
欧
的
」
な
音
楽
的
特
徴
に
、
文
化
的
真
正

性
を
見
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ア
ラ
キ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
は
こ
う
し
た

「
非
西
欧
的
」
な
い
し
「
非
中
東
的
」
な
男
声
合
唱
が
、
農
村
の
「
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
要
素
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
の
価
値
観

は
ソ
連
期
以
降
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
知
識
人
の
間
に
も
共
有
さ
れ
、
１
９
３
０

年
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
合
唱
団
」
と
呼
ば
れ
る

西
部
出
身
者
か
ら
な
る
男
声
合
唱
団
が
民
族
文
化
を
普
及
す
る
上
で
活
躍
し

た
。第

二
章
で
は
、
こ
う
し
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
合
唱
団
の
活
動
に
よ
っ
て

ソ
連
中
央
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
民
族
音
楽
「
ポ
リ

フ
ォ
ニ
ー
」
に
、
太
古
か
ら
の
歴
史
的
正
統
性
を
裏
付
け
る
語
り
が
生
成
さ

れ
て
き
た
過
程
を
、
１
９
３
０
年
代
末
に
発
表
さ
れ
た
音
楽
学
者
チ
ュ
ヒ
ク

ヴ
ァ
ゼ
の
音
楽
史
研
究
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
チ
ュ
ヒ

ク
ヴ
ァ
ゼ
は
ア
ラ
キ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
が
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
の
要
素
を
見
出
さ

な
か
っ
た
『
チ
ャ
ク
ル
ロ
』
等
の
、
東
部
の
宴
席
の
合
唱
に
も
独
立
し
た
各

声
部
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
の
要
素
を
見
出
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
西
部
だ
け
で
な
く
、
東
部
を
含
む
民
族
全

体
の
音
楽
文
化
が
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
要
素
に
基
づ
く
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
は
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
の
母
体
と
な
る
太
古
の
音

楽
文
化
が
キ
リ
ス
ト
教
以
前
か
ら
存
在
す
る
天
体
信
仰
や
自
然
崇
拝
の
要
素

に
基
づ
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

第
三
章
で
は
、
民
族
文
化
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
、
ソ
連
の
他
地
域
で
展

開
し
た
民
俗
楽
器
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活
動
に
つ
い
て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
事
例
か

ら
考
察
を
行
っ
た
。
１
９
３
０
年
代
か
ら
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
合
唱
団
」

で
歌
わ
れ
た
男
声
合
唱
等
の
古
い
農
村
の
音
楽
文
化
が
重
視
さ
れ
て
き
た

ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
新
し
く
考
案
さ
れ
た
民
俗
楽
器
か
ら
な
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
活
動
が
、
伝
統
主
義
的
な
ト
ビ
リ
シ
音
楽
院
の
知
識
人
か
ら
非
難
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
ソ
連
期
を
通
じ
て
、
男

声
合
唱
の
民
族
文
化
と
し
て
の
権
威
を
強
め
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。

第
四
章
で
は
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
活
動
」
と
呼
ば
れ
る
ソ
連
全
域
で
推

進
さ
れ
た
労
働
者
を
対
象
と
し
た
啓
蒙
活
動
の
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
位

置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
で
は
ロ
シ
ア
民
謡
や
民
謡
編

曲
作
品
な
ど
も
歌
わ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
参
加
者
の
間
に
男
声
合
唱
等

の
、
よ
り
「
真
正
」
な
民
族
の
音
楽
文
化
へ
の
関
心
を
促
し
た
こ
と
が
参
加

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
こ
う
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
活
動
で
歌
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
民
謡
編
曲
作
品
の
役
割
に
つ
い
て
、
ム
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
の
『
プ
シ
ャ

ウ
リ
』（1934

）
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
20
世
紀
初
頭
か
ら
ジ
ョ
ー

ジ
ア
で
受
容
が
進
ん
で
い
た
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
等
の
同
時
代
の
前
衛
音
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楽
の
影
響
の
下
で
創
作
さ
れ
た
ム
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ゼ
の
同
作
品
か
ら
は
、
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
合
唱
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
北
東
部
の
民

謡
の
旋
律
が
用
い
ら
れ
、
こ
う
し
た
「
周
縁
的
」
要
素
を
民
族
文
化
の
中
へ

位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
、
こ
う
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
音
楽
文
化
の
「
周
縁
」
的
要
素

の
一
つ
で
あ
る
女
性
の
音
楽
要
素
が
、
民
族
文
化
の
基
層
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
過
程
を
、
１
９
５
０
年
代
末
の
ア
ス
ラ
ニ
シ
ュ
ヴ
ィ
リ
の
研
究
か
ら

明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
ま
た
東
部
で
主
に
女
性
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
子
守
歌

の
旋
律
の
起
源
を
民
族
の
起
源
と
結
び
つ
け
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
音
楽
文
化
の

歴
史
的
正
統
性
を
裏
付
け
よ
う
と
し
た
。

第
七
章
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
民
謡
研
究
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
内

に
自
治
共
和
国
と
し
て
属
し
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
音
楽
文
化
を
同
族
視
す
る
見

解
が
生
じ
、
そ
れ
に
反
論
す
る
見
解
が
、
ア
ブ
ハ
ズ
人
の
知
識
人
の
側
か
ら

生
じ
た
こ
と
を
ハ
シ
ュ
バ
の
研
究
（1967

）
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

第
八
章
で
は
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
の
民
族
を
含
む
、
戦
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の

男
声
合
唱
を
基
盤
と
す
る
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
ト
ル
コ
の
影

響
を
受
け
た
南
西
部
地
域
に
お
い
て
、
現
存
す
る
「
民
族
的
」
旋
律
を
基
に

合
唱
の
復
元
が
進
ん
だ
こ
と
を
マ
グ
ラ
ゼ
の
活
動
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

第
九
章
で
は
１
９
８
０
年
代
以
降
の
ト
ビ
リ
シ
音
楽
院
の
学
生
の
間
で
、

こ
ん
に
ち
に
繋
が
る
、
民
謡
の
「
真
正
」
な
演
奏
形
態
を
重
視
す
る
価
値
観

が
生
じ
た
過
程
を
ガ
ラ
カ
ニ
ゼ
の
言
説
と
演
奏
活
動
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

第
十
章
で
は
、
ポ
ス
ト
ソ
連
期
の
民
謡
歌
手
タ
タ
ラ
イ
ゼ
の
活
動
に
焦
点

を
当
て
、
男
声
合
唱
と
は
対
照
的
な
北
東
部
の
「
女
性
」
の
音
楽
表
現
が
、

ポ
ス
ト
ソ
連
期
の
聴
衆
の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
の
計
量
的
解
析
に
よ
る
シ
ョ
パ
ン
《
ワ
ル
ツ

O
p.42

》
の
演
奏
分
析

鷲　

野　

彰　

子

本
論
文
は
、
楽
譜
と
記
譜
の
間
に
介
在
す
る
当
時
の
演
奏
慣
習
を
、
20
世

紀
初
期
の
演
奏
録
音
か
ら
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

演
奏
分
析
に
用
い
た
の
は
、
20
世
紀
初
期
の
約
30
年
間
の
演
奏
が
記
録
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
９
名
の
演
奏
家
、
つ
ま
り
ベ
イ

コ
ン
（K

atherine�Bacon

）、
バ
ウ
ア
ー
（H

arold�Bauer

）、
コ
ッ
ト
ロ

ウ
（A

ugusta�Cottlow

）、
ゴ
ド
フ
ス
キ
（Leopold�Godow

sky

）、
ホ

フ
マ
ン
（Josef�H

ofm
ann

）、
パ
デ
レ
フ
ス
キ
（Ignacy�Jan�Paderew

ski

）、

ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
（M

oriz�Rosenthal

）、
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ン
カ
（X

aver�

Scharw
enka

）、
ヴ
ォ
ラ
ヴ
ィ
（M

argueritte�V
olavy

）
に
よ
る
シ
ョ
パ

ン
《
ワ
ル
ツO

p.42

》
の
演
奏
が
記
録
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
を
、
そ
の
分

析
の
対
象
と
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
当
時
を
代
表
す
る
演
奏
家
で
あ
り
、
最
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も
早
い
時
期
に
生
ま
れ
た
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ン
カ
と
、
最
も
遅
い
時
期
に
生
ま
れ

た
ベ
イ
コ
ン
に
は
約
半
世
紀
の
出
生
年
の
差
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
各
音
の
鳴
ら
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
測
し
、
速
度
変
化
、

そ
し
て
声
部
間
に
お
け
る
音
の
鳴
ら
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
非
同
時
性
に
つ

い
て
の
演
奏
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、デ
ー
タ
の
抽
出
に
は
、ピ
ア
ノ
ロ
ー

ル
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
り
、M

ID
I

変
換
し
、
そ
れ
を
フ
リ
ー
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
るSonic�V

isualiser

にM
azurka�Plugin

を
組
み
入
れ
た
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
、
各
音
の
「
入
り
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
出
す
る
方

法
を
と
っ
た
。
ま
た
、サ
ウ
ン
ド
音
源
に
つ
い
て
も
、ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
の
デ
ー

タ
をM

ID
I

変
換
し
た
資
料
と
同
様
、Sonic�V

isualiser

を
用
い
て
デ
ー
タ

を
抽
出
す
る
方
法
を
用
い
た
。

演
奏
に
お
け
る
速
度
変
化
や
声
部
間
に
お
け
る
音
の
鳴
ら
さ
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
の
非
同
時
性
（「
非
同
時
的
奏
法
」
と
よ
ぶ
）
は
、演
奏
に
お
け
る
「
味

付
け
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
作
品
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
重
要
な
要

素
と
い
え
る
。こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、フ
レ
ー
ジ
ン
グ
や
ル
バ
ー

ト
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

ま
た
、
楽
譜
に
書
か
れ
た
記
譜
と
演
奏
の
間
に
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
演
奏
家

の
解
釈
や
、
当
時
の
演
奏
に
共
通
す
る
傾
向
の
一
端
を
、
浮
か
び
あ
が
ら
せ

る
こ
と
を
本
分
析
の
目
的
と
し
た
。

第
１
章
で
は
、
議
論
の
諸
前
提
と
な
る
５
つ
の
項
目
（
使
用
す
る
ピ
ア
ノ

ロ
ー
ル
の
メ
ー
カ
ー
と
演
奏
家
、
作
品
構
造
、
デ
ー
タ
の
採
取
方
法
、
そ
し

て
20
世
紀
初
期
当
時
の
ル
バ
ー
ト
に
対
す
る
意
識
）
に
つ
い
て
示
し
た
。
こ

こ
で
分
析
し
た
９
名
の
演
奏
家
に
よ
る
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
は
、
ヴ
ェ
ル
テ

（W
elte

）、
デ
ュ
オ
＝
ア
ー
ト
（D

uo-A
rt

）、
ア
ン
ピ
コ
（A

m
pico

）
の

３
社
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
の
小
史
と
、
各
演
奏
家
の
活

動
歴
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
本
分
析
対
象
曲
で
あ
る
シ
ョ
パ
ン
《
ワ

ル
ツO

p.42

》
の
作
品
構
造
に
つ
い
て
も
示
し
た
。
そ
の
後
、
本
研
究
の
演

奏
分
析
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
抽
出
方
法
を
示
し
た
が
、
そ
の
際
、M

ID
I

フ
ァ

イ
ル
と
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
と
の
関
係
性
や
、
ピ
ア
ノ
ロ
ー

ル
の
再
生
録
音
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
示
す
こ
と
で
、
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
と
再

生
さ
れ
た
音
の
デ
ー
タ
、
そ
し
て
サ
ウ
ン
ド
録
音
を
関
連
づ
け
て
分
析
で
き

る
よ
う
配
慮
し
た
。

第
２
章
で
は
、
18
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
の
、
人
々
の
ル
バ
ー
ト
や

非
同
時
的
奏
法
に
つ
い
て
の
意
識
や
そ
の
変
化
を
、
文
献
か
ら
示
し
、
第
３

章
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
《
ワ
ル
ツO

p.42

》
の
演
奏
を
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
と
サ
ウ

ン
ド
録
音
双
方
に
残
し
た
演
奏
家
４
名
の
演
奏
を
分
析
し
、
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル

と
サ
ウ
ン
ド
録
音
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

第
４
章
で
は
、
速
度
変
化
に
つ
い
て
、
ま
た
第
５
章
で
は
、
非
同
時
的
奏

法
の
使
用
部
分
に
つ
い
て
、
演
奏
者
共
通
の
傾
向
と
各
演
奏
者
固
有
の
傾
向

を
分
析
し
た
。
演
奏
速
度
の
分
析
か
ら
は
、
例
え
ば
セ
ク
シ
ョ
ン
間
に
繰
り

返
し
現
れ
る
走
句
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
が
他
の
部
分
よ
り
も
速
い
速
度
で
演
奏
さ

れ
る
、
と
い
っ
た
す
べ
て
の
演
奏
家
共
通
の
傾
向
が
確
認
で
き
た
ほ
か
、
各
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演
奏
家
の
速
度
面
に
お
け
る
解
釈
の
差
異
や
、
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
の
傾
向
の
差

異
も
確
認
で
き
た
。
非
同
時
的
奏
法
に
つ
い
て
は
、
よ
り
古
い
時
代
に
生
ま

れ
た
奏
者
が
、
し
ば
し
ば
右
手
旋
律
を
左
手
伴
奏
部
の
後
に
鳴
ら
す
傾
向
が

あ
る
一
方
で
、
よ
り
新
し
い
時
代
に
生
ま
れ
た
演
奏
家
の
中
に
は
、
逆
に
右

手
旋
律
を
伴
奏
よ
り
も
先
に
鳴
ら
す
者
も
現
れ
る
等
の
変
化
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
前
打
音
の
記
譜
と
そ
の
部
分
の
各
演
奏
か
ら
、
前
打
音
の
解
釈
方
法

に
つ
い
て
の
変
化
も
確
認
で
き
た
。

第
６
章
で
は
、
分
析
デ
ー
タ
か
ら
そ
の
特
異
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
ホ
フ

マ
ン
の
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
彼
の
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
か
ら
は
、

人
為
的
な
演
奏
の
「
創
作
」
と
も
い
え
る
よ
う
な
編
集
の
跡
が
確
認
さ
れ
た

が
、
同
様
の
例
は
、
ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
他
の
作
品
の
演
奏
に
も
存
在
し
た
。

そ
う
し
た
人
為
的
な
編
集
か
ら
、
彼
の
理
想
と
す
る
演
奏
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
、
が
う
か
が
え
る
。

第
７
章
の
ま
と
め
と
考
察
で
は
、
こ
こ
で
検
討
し
て
き
た
演
奏
家
ら
を
、

時
代
や
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
の
中
で
捉
え
直
す
こ
と
で
、
彼
ら
の
演
奏

を
形
成
し
た
土
壌
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
コ
ッ
ト
ロ
ウ

を
除
く
８
名
す
べ
て
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
演
奏
家

で
あ
り
、
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ン
カ
、
パ
デ
レ
フ
ス
キ
、
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
は
そ
れ

ぞ
れ
名
高
い
教
師
の
教
え
を
受
け
、
伝
統
的
な
演
奏
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
込

ん
だ
演
奏
家
で
あ
っ
た
。
１
８
７
０
年
代
に
生
ま
れ
た
バ
ウ
ア
ー
、
ゴ
ド
フ

ス
キ
、
ホ
フ
マ
ン
は
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
演
奏
を
大
成
さ
せ
、
ア
メ

リ
カ
で
活
躍
し
た
演
奏
家
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
少
な
く
と
も
あ
る
期
間
に
お

い
て
は
著
名
な
演
奏
家
か
ら
指
導
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
揃
っ
て
、
そ

う
し
た
人
々
か
ら
の
影
響
を
低
く
見
積
も
っ
て
語
っ
た
。
そ
う
し
た
過
去
の

威
信
を
排
除
し
、
個
人
と
し
て
の
価
値
の
み
で
活
躍
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、

演
奏
ス
タ
イ
ル
の
流
行
を
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
も
の
か
ら
近
代
的
な
も

の
へ
と
変
革
す
る
よ
う
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
演
奏
は
間

違
い
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
の
も
と
で
培
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
論
文
で
行
っ
た
演
奏
分
析
の
結
果
か
ら
も
そ
れ
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。


